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ｔｕｒｎ　１―１／６「太平洋には勝てそうな気がします」







「海」

　目の前に広がる大海原を前に、ぱっと勢いよく両手を広げ、ティセはそう言った。そして広こう大だいの方へと振ふり返ると続ける。

「広大、海ですよ。海、海」

「ああ、海だな」

　バスから降りた広大は荷物を足元に置くとそう答える。見上げる空は青一色。まだ夏本番とは言えないまでも、海水浴には充じゆう分ぶんな季節だ。

「海、海、海」

　ティセは海岸沿いの道路から、身を乗り出すようにして海を眺ながめ、満足げに両手をぱたぱたさせている。

「余り人がいないな」

　走り去るバスを見送りながら、改めて目の前の砂すな浜はまを見回して先せん場ば兵ひよう衛えがそう言った。

「この辺は遊泳禁止なのよ。海水浴場は、ほらあっちの方」

　去年も藍あお留るたちと一いつ緒しよにこの海水浴場に来ている恵けい子こが、海へと突つき出している岬みさきの方を指さして説明する。確かに岬の下に広がる砂浜には海水浴客の姿や、海の家、民宿の看板が見て取れる。本格的な海水浴シーズンまでにはまだ間がある為ため、大だい盛せい況きようとはいかないものの、午前中という時間帯を考えれば、それなりに人は出ているようだ。

「お～～、いよいよ海水浴って感じになってきたな!!」

　派手なアロハシャツで決めてきた後うしろ崎ざき孝たか郎おが、恵子の指さす方を見てそうはしゃぐ。

「連れん絡らくついたっすヨ～～！」

「もうじきみさきさんが、迎むかえに来てくれるっスよ」

『バルコプエンテ入り口』と書かれたバス停留所の所で藍留とその双ふた子ごの姉妹、朱あか璃りが携けい帯たい片手にそう言ってくる。藍留はともかく、恵子を除けば、広大たちは朱璃とは今日が初対面だ。しかし容姿はもちろん、性格まで藍留とそっくりとくれば、まったく初対面という気がしない。むしろ藍留が二人に増えたという感じだ。そもそも広大たちには藍留と朱璃を区別する手段がないと言っても良い。着ているワンピースが青か赤かで見分けているようなものだ。

　岬とは反対側には、真新しい建物や遊ゆう戯ぎ施し設せつが立ち並んでいた。バス停留所の名前にもなっているマリンリゾート施し設せつバルコプエンテだ。道路沿いに少し歩けばその入り口。その上にかかった看板には高級ホテル他、水族館や植物園が併へい設せつされている事が謳うたわれている。もっとも営業開始時間まではまだ間があり、入り口は閉じられたままだ。

「一度はあんなホテルに泊とまってみたいもんだな。一体どんな金持ちが泊まるんだか」

　バルコプエンテの方へ目をやっていた広大に気づいたのか、孝郎もそんな事を言った。

「でも私はホテルよりは民宿の方が落ち着きますわ」

　アイシャがそう言ったその瞬しゆん間かんだ。孝郎は突とつ然ぜん、相好を崩くずしてころりと意見を翻ひるがえす。

「そうっすよねえ！　やっぱり海水浴は民宿に限りますよねえ!!」

　派手な外見に似合わず、孝郎の中身はかなりの真面目人間のはずだ。その孝郎の豹ひよう変へんぶりに広大は目を白黒させる。孝郎はまだ何か言いたげだったが、アイシャはサッと話を逸そらした。

「ティセさま。陽射しが強いですから、屋根のある待合所の方で……」

　バス停留所の脇わきには、簡単ではあるが屋根付きの待合所がある。アイシャがそちらへティセを誘さそおうと頭を回めぐらせる。しかし先程までティセがいた場所には誰の姿もなく、主人から置き去りにされた荷物だけが、ぽつねんと路上に放置されているだけだったのである。

「ティセさま!?」

　アイシャの声に広大もティセの姿を捜さがして周囲を見回した。

「あれ、ティセっちじゃないの？」

　青いワンピースという事は藍留のはずだ。砂浜の方を指さしてそう言った。藍留が指さす先へ目を向けた広大は、一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られ、そして声を上げてしまう。

「あああ～～っ!?」

「ティセさま!?」

　その光景を目にしたアイシャも、広大に続いて声を張り上げる。

　いつのまにか砂浜に降りてきたティセが、白く波を立てる海へ向かって、一直線に駆かけ寄よっていくのである。両手を広げ、ぱたぱたさせながら走っているので、一見するとユーモラスな光景であるが、その勢いたるや真っ正面から海へと突っこんで行きそうなほどだ。いや、比ひ喩ゆではなく、ティセなら本当に海へ頭から突っこんでいく事くらいやりかねない。そもそも海というものを本当に理解しているのかどうかすら怪あやしい。

　ティセを追い慌あわてて砂浜に降りていく広大とアイシャ、そして恵子はともかく、事情を知らない孝郎や兵衛、藍留、朱璃姉妹はポカンとしているだけ。まさかティセがｂｉｏビオクラフトであり、しかも地球の環かん境きようや地球人の感情、知性について今一つきちんと理解していない節があるとは思いもしまい。

「ティセ!!」

「ティセさま!!」

　広大とアイシャがそう声を掛かけてもティセは止まらない。そのまま勢い良く波立つ海へと走っていく。あと数歩で海へ飛び込んでいくかと思われたその瞬間、ティセはやにわに足を止めた。ちょうど引いていく波の間近。そこで足を止めたティセは、波を見つめながら、さかんに両手をぱたぱたさせるばかり。

　そうしているうちにまた波が寄せてくる。それを察したティセは、さっときびすを返すと、波から逃にげるように砂すな浜はまの方へと駆け上がってくる。そしてこれ以上は波が寄せてこないと見て取ると、再び海の方へ振ふり返り、また両手をぱたぱたさせる。さらに波が引いていくと、ティセはまたこれを追いかけて行くのである。

「……ティセ？」

　追いついたものの呆気に取られた広大は、それ以上、言葉をかける事が出来なかった。どうみてもティセは波と追い駆けっこをしているようにしか見えない。寄せてくる波、引いていく波。それぞれの波打ち際を行ったり来たりしながら、両手をぱたぱたさせているのである。もっとも何のためにそんな真ま似ねをしているのかは想像もつかない。

「ねえ、ティセは何やってんの？」

　恵子にそう尋たずねられても、アイシャはぎこちなく微笑むだけである。

「ええ、まぁ……」

「ティセ、何をやってるんだ？」

　広大は駆け寄り、ティセにそう声をかけた。ようやく自分を追ってきた広大とアイシャ、そして恵子の存在に気づいたティセは、波打ち際から小走りにとたとたと駆け寄ってくる。

「タイミングを計ってました」

　広大の方へ、片手を差さし伸のべるいつもの仕草でティセは言った。

「なんの？」

「波です」

「どうして？」

　広大が重ねてそう尋ねると、ティセは小首を傾かしげてしばし考え込む。そして広大の問には直接、答えることはせず海の方へ向き直ると、両手をぱっと勢い良く広げて言う。

「今なら太平洋には勝てそうな気がします」

「勝つのか」

「はい、勝ちます。勝てます。勝てそうです」

　言っている意味は今一つよく分からないが、両手をぱたぱたさせるリズムからすると、かなり上じよう機き嫌げんのように見える。

「太平洋に勝っても、泳げるようにはならないぞ」

　広大がそう言うと、ティセはやにわに振り返り、眉まゆをひそめると今までとは違ちがうリズムで両手をぱたぱたさせる。ぱたぱたのサイクルが短く速くなっている事から察して、どうやら広大の指し摘てきに少なからずご立腹のようである。

「お～～い!!　みさきさんが来たっすヨ～～!!」

　道路の方から藍留が声をかける。振り返ると藍留たちの横に、グレイのワゴン車が停まり、黒くろ髪かみの若い女性が運転席から降りてくる所だった。

「迎むかえの人が来たみたいだから、戻もどろう。ティセ」

「分かりました。それでは勝つのは後にします」

　そう言うティセは機き嫌げんを直したようで、広大たちの後に付いて道路の方へと戻る。

「あら、恵子さん。お久しぶりですね」

　砂浜から道路へ上がると、ワゴン車へ荷物を載のせていた黒髪の若い女性が手を休め、恵子の方へ振り返りそう言った。

「みさきさん、今年もお世話になりま～～す！」

　恵子は手を振ってそのみさきという女性に向かって答えた。歳としの頃ころは二十二、三というところだろうか。深いグリーンの地味なワンピースを着ている為ためもあるのだろう。どこかしら控ひかえめというか、目立った印象のない女性だ。顔立ちは整っており、小こ柄がらではあるがすらりとしてスタイルも良い。しかしこの年とし頃ごろの女性に特有の華はなやかさというものを感じさせないのだ。

「こちら、巻まき瀬せみさきさん。藍留の親しん戚せきの民宿でお手伝いしている人よ」

　恵子は広大やティセ、アイシャにそう紹しよう介かいする。

「巻瀬みさきです。よろしくお願いします」

　みさきは丁てい寧ねいにそう挨あい拶さつする。

「大おお空ぞら広大です。こちらこそよろしく」

　……あれ？　挨拶を返しながらも、広大はみさきに妙みような違い和わ感かんを覚えていた。それが何なのかは分からないが、どうにもみさきの態度が腑ふに落ちないのである。不快感とまではいかないが、何か釈しやく然ぜんとしない、もやもやとした感覚だけが残る。

　そんな広大の胸中を察しているのかいないのか、みさきはティセやアイシャたちの方へ水を向けた。

「あら、このお二人が電話で言っていた……」

「ティセっちとアイシャっすヨ!!」

　横から首を突っ込んで来た藍留がそう紹介する。

「はじめまして、巻瀬さん。私、貴風愛紗と申します。今回はお招きいただき有り難うございます」

　堅かた苦くるしいに続いて、馬ば鹿かとつけたくなる程の丁寧な挨拶で、アイシャは自己紹介する。

「いえ、まだ夏休み前だというのに、こちらからお呼びたてするような真ま似ねをして申し訳ありません」

　みさきはそう言って屈くつ託たく無なく笑うが、それでも広大の心中に細やかではあるが違和感が澱よどむ。

「それでこちらの方が……」

　視線をティセの方へ巡めぐらせたみさきは、そこで口ごもる。ティセが無言のままみさきの方をじっと見つめている事に気がついたからだ。そんなティセの様子にみさきも当惑を隠かくしきれないらしい。

「あの……、ティセさん。ですよね？」

　みさきにそう言われてティセは小首を傾げる。そのまましばしの間、何か考え込んでいたようだが、みさきの方へすっと片手を差し伸べるようにして言った。

「ティセ」

　ｂｉｏクラフトは名前に敬けい称しようを付けられるのを好まない。我が慢まんすれば出来ない事も無いのだろうが、アイシャはともかく、ティセは初対面の相手に対しては常にこのように自己紹介する。名前だけで呼んでくれという意味らしい。もっともその試みが成功した試しはほとんどない。

　困った顔のみさきに、ティセはしばし小首を傾かしげてから、改めて言い直す。

「栄さかえ黎れい子こティセです。ティセと呼んでください」

　どことなく棒読み口調なのは、ＵＮｂＡＲから付けてもらったこの偽ぎ名めいが気に入ってない為だろうか。しかしみさきは取とり敢あえず納得してくれたようだ。微笑ほほえみ返して答える。

「はい、分かりました。ティセでいいんですね」

　ティセは例によって表情こそ変えないものの、みさきのその答えに満足げに両手をぱたぱたさせた。

「はい。ティセです。ティセ、ティセ」

「すいません。この子、外国生活が長かったもので。今一つ言葉とか風習とかよく理解できてないみたいなんです」

　広大は一応、そう釈しやく明めいしておく。

「ええ、大体の事は藍留ちゃんから聞いてますから」







[image: ]







「荷物、全部載りましたよ」

　みさきを手伝って、自分たちの荷物をワゴン車に積み込んでいた孝郎と兵衛がそう声をかけて来た。どうやら広大たちが砂すな浜はまでどたばたやっている間に二人の自じ己こ紹しよう介かいは済んでいたらしい。

「それじゃ行きましょうか。みんなも適当に乗ってちょうだい」

　そう言うとみさきは運転席のドアを開ける。続いて広大たちも後部座席に乗り込んだ。

「それにしても外国の生活が長かったんじゃ、苦手な食べ物とかあるかしら？　お刺さし身みとか大だい丈じよう夫ぶ？」

　ティセとアイシャにそう声を掛かけながら、みさきはワゴン車を民宿の方へと出す。

「私は特にありませんが、ティセさまは……」

　アイシャはそう言いかけて口をつぐむ。どうしても無意識のうちにティセさまと言ってしまうのだが、みさきはそれに気づかなかったようだ。

「お肉は駄だ目めです」

　まごつきながらも何とか安全ベルトを締しめたティセは、運転席のみさきへ手を差さし伸のべるようにして言った。

「でもミルクやクリームは大丈夫です。果物や野菜は大好きです。お魚は見るのは好きですが、食べるのは余り好きではありません」

「あら困ったわ。外国の方だからお肉がいいかと思ったんだけど」

　ちょっと考えてからみさきは続けて言った。

「そうだ。ご近所でいただいたお野菜があったから、夕食はそれで天ぷらか煮に浸びたしにしましょうか」

「それは素晴らしいですね」

　そう答えると、ティセはまたクルマの窓まど越ごしの海へと視線を向けていた。




　広大たちを乗のせたワゴン車が去ってから数十分後。マリンリゾート施し設せつバルコプエンテ正面入り口が警備員の手によって開かれる。何組かの客が出入りした後、そこへ一台のリムジンがゆっくりと近づいて来た。

「うわぁ!!　海だ、海、海!!」

　先程からリムジンの窓にしがみつくように外を眺ながめていたティルが喜色満面でそう声を上げる。ティルのその姿はどこか、クルマに乗せられた子犬が外を眺めている様子を思わせる。尻尾しつぽがついていれば、間ま違ちがいなく勢いよく左右に振ふられている事だろう。

「ほんと海だ。でもあんまり人がいないね」

　隣となりのシートに座った静しず花かも身を乗り出すようにして外を見て言った。

「この辺は遊泳禁止のようです。海水浴場はホテルとは反対側の方です」

　対面のシートに座った上かみ温おん湯ゆ家の使用人、村むら井いがそう二人に教える。

「じゃあ泳ぐのは向こうの海水浴場なのね」

「バルコプエンテ内にもプールはあります。ですが折角、海に来たのですから、わざわざプールで泳ぐこともないでしょう」

　村井は静花にそう答えると、思い出したように付け加えた。

「そういえばお嬢じようさまは、日本国内の海水浴場に来るのは初めてでしたね」

「……ええ、そうですね。考えてみれば海水浴も初めてです」

　少しうつむきがちに静花はそう答えた。確かに国内外を問わずマリンリゾートという場所には何度も行ったことはある。しかしいつも海は眺めるもので、そこで泳いだり、遊んだりした事は無い。泳ぐことはあっても、それはいつもプールの中での事だった。

「それでは今回は思いっ切り日本の海水浴を楽しんでください。お友達もおりますからね」

　そして村井は相変わらずリムジンの窓にしがみつくように外を眺めているティルの方へと視線を巡めぐらせた。

「ティルさんも日本の海は初めてですか？」

「ティル！」

　村井の言葉をそう訂てい正せいしてから、ティルは向き直って答えた。

「すぐ側で見るのは初めてだよ！　上から見た事があるだけ」

　その答えに静花はティルの正体がばれてしまわないかとヒヤリとしたが、村井は普ふ通つうにそれを飛行機から見たと解かい釈しやくしたようだ。

「それはそれは。ではティルさんも海水浴を楽しんでいってください」

「ティル！」

　少し唇くちびるを尖とがらせ気味にティルは再度、そう訂正する。その態度に村井は意味有りげに微笑ほほえみを浮うかべるが、それ以上は何も言おうとはしなかった。

　ちょうどその時、ティルと静花、そして村井が乗ったリムジンがバルコプエンテ入り口に到とう着ちやくする。リムジンを停めた運転手が、運転席と客席の間に張られたガラス越ごしに、村井へと声をかけてくる。村井は運転手の言葉に一つ肯うなずき、安全ベルトを外して、ドアを開け先に外へ出る。

「お嬢さま、ティルさん。私たちはクルマを駐ちゆう車しや場じように預けてきます」

　そう言いながら静花とティルに外へ降りるよう促うながす。

「よっと」

　掛かけ声と共にリムジンから降りたティルは、村井の言葉など耳に入ってない様子で、道路脇わきのガードレールから身を乗り出すように海を見回す。

「わは～～、海、海、海!!」

　村井はそんなティルの様子に、静花と苦笑を交わし合ってから話を続けた。

「荷物は私が持っていきます。そこからエントランスに入れますので、宜よろしければ先にチェックインしていて下さい。後から携けい帯たいの方へご連れん絡らくいたします」

「すいません、村井さん」

　ぺこりと村井へ向かって頭を下げてから、静花は改めてティルの方へと向き直る。

「ティル、それじゃあ……」

　そこまで言いかけて静花は後の言葉を飲み込んでしまった。つい今しがたまでガードレールに寄りかかり、身を乗り出すようにして海を眺めていたティルの姿がないのだ。

「ティル？」

　慌あわてて周囲を見回す静花に村井が砂すな浜はまの方を指さして言った。

「お嬢さま、あそこに」

　村井が指さす方を見ると、確かにティルの姿がある。どうやらいつのまにかガードレールを乗り越こえ、砂浜へと降りていたようだ。しかし問題はティルがそのまま勢いよく、一直線に海へと向かって突とつ進しんしていくという事だ。駆かけ寄よるという生易しい状態ではない。頭から海へ突つっこんでいくつもりとしか思えないほどだ。

「ティル、危ないわよ！」

「あははは～～、海、海！　海～～!!」

　静花がそう声をかけても、頭の中が海で一杯ぱいらしいティルの耳には届かない。そんなティルを追って静花も急いで砂浜へ降りる。

　しかし一足遅おそかったようだ。ティルはそのままざぶんと波間に突っこんで行ったのである。

「あぁっ!?　ティル!!」

　波打ち際に駆け寄った静花だが、名前を呼んでもすぐにティルからの答えは返ってこない。ティルがｂｉｏクラフトと知っている静花も、さすがにこの状じよう況きようには青ざめた。しかし次の瞬しゆん間かん、波打ち際でざばっと水音を立ててティルが顔を出す。頭を振ふって濡ぬれた髪かみの水を払はらうそのさまは、まさに子犬そのものだ。ティルのその姿に静花も注意する事を忘れ、思わず笑ってしまう。

「海だよ、海、海！　静花!!」

　全身びしょぬれにも拘かかわらずご機き嫌げんな様子でティルはそう言う。

「ほら、海！」

　そして両手にすくった海水を静花の方へかける。

「きゃっ！」

　ティルのかけてきた海水を避さけ損ねた静花のジャンパースカートの裾すそが濡れる。その様子を笑うティルに、静花にも対たい抗こう意識が芽生えてくる。

「やったなぁ～～」

　そう言うなり静花も足元が濡れる事にも構わず、波打ち際に入ると両手に海水をすくう。

「それ！」

　ティルはもうずぶ濡れなのだから、これ以上、海水をかけられても何が変わるというわけでもない。それでも静花が掛けてくる海水を、ティルは楽しそうに避ける。

「負けないからね！　反はん撃げきだ、反撃!!」

　そしてティルは両手に海水をすくい、静花へとかけ返す。

「私だって！　行くわよ」

　スカートの裾を気にしながらも、静花も両手を使ってティルに反撃を開始する。

「あはは、海って楽しいね。静花！」

　ばしゃばしゃ海水をかけながらティルは楽しそうにそう言った。

「うん、楽しいね。こんなに楽しいの、初めてよ」

　静花もティルと海水を掛け合い答える。

「さて、お楽しみのところ申し訳ありませんが……」

　突とつ然ぜん、村井の声がする。静花が目を向けると、両手に真っ白いバスタオルを二本持った村井が波打ち際まで来ていた。

「それ！」

　そんな村井にも容よう赦しやなくティルは海水を浴びせかけようとする。しかし村井はそれを予期していたようで、さっと身をかわして避けてしまう。

「お召めし物が濡れてしまっているようです。水遊びはチェックインした後、水着に着き替がえてからではどうでしょう？」

「……あ」

　村井に言われてようやく静花は、自分も全身ずぶ濡れになってしまっている事に気づいた。オリーブグリーンのチェック柄がらが入ったジャンパースカートは、生地が厚めという事もあり、透すけることは無いものの、すっかり海水を吸ってしまっている。これではクリーニングに出さないとまずいだろう。

「すいません。私、ついはしゃいでしまって」

「いえいえ。お友達と初めての海水浴なのですから、それくらいは当然です」

　そう言いながら村井が差し出すタオルを、静花とティルは受け取る。

「じゃあ早く着がえて泳ぎに行こう、静花！」

　タオルで髪をふきながらそう言うティルに、静花も笑いながら答えた。

「ええ、楽しみね。ティル……」




　静花とティルがバルコプエンテへと入って行ってからさらに十数分。太陽が天頂に届きそうになった頃ころ、空にはうっすらと雲が掛かかり始めていた。やわらぎ始めた夏の陽射しの下、一台のタクシーがバルコプエンテ入り口に停まる。

　変わり始めた天候の為ためか、海から吹ふく風がどこか肌はだ寒ざむさを覚えさせ始める。そんな中、タクシーから降り立ったのは、グレイシルバーの長い髪と、深い藍を基調にした装そう飾しよく過か剰じようなドレスに身を包んだ少女。ティオ・トランクルナイトであった。

　風に揺ゆれる髪を押おさえながらティオは金色の瞳ひとみで広がる海を見み渡わたす。

「ふ～～ん……、海」

　気のない風を装いティオはそうつぶやく。しかしそのつぶやきがティオの胸中を素直に反映していない事を、彼女はよく分かっていた。

「海を見るのは初めてだったかしら？」

　ティオに続いてタクシーから降りた逢おう瀬せ桜さくら子こはそう声をかけた。

「別に初めてじゃないわよ」

　しかし言葉とは裏腹に、ガードレールに寄りかかったティオは、忙せわしなく足を組み替かえている。今すぐにでもガードレールを乗のり越こえて、砂すな浜はまへ駆かけ出して行きたいのを我が慢まんしているとしか思えない。

「見たからどうってもんじゃないし。ただ水が広がってるだけじゃないの」

　あくまで意地を張るティオに悟さとられぬよう、その背後で桜子は静かに微笑ほほえんだ。

「すいません、運転手さん。地元の方ですよね。ちょっとお聞きしたい事があるんですが……」

　桜子はトランクから荷物を下ろすと、タクシーの運転手に何事か尋たずね、そしてひと言、ふた言、会話を交わしてうなずく。嫌いやでも目立つ服装のティオと、白のキャミソールとスモークブルーのスリムパンツというシンプルな服装の桜子。対照的な二人の客にいささか面食らっていた運転手だったが、質問には愛想よく答えてくれた。

「……そうですか。有り難うございます」

　桜子がそう言うと運転手も挨あい拶さつを返してタクシーを出す。

「ティオ、それじゃチェックイ……」

　振ふり返りそう言いかけた桜子は、つい今しがたまでティオが立っていたはずの場所に、誰も居ないことに気づいた。慌あわててガードレールに駆け寄より、砂浜の方を見下ろす。案の定、ティオは砂浜に降りて波打ち際に向かって歩いていく所だった。決して急いではいない。ゆったりとして一見すると気のない素そ振ぶりを見せているが、湧わき上がる好こう奇き心しんを抑えきれないのが、後ろ姿を見ただけでも桜子には分かった。荷物をどうしたものかと一時、思案した桜子だが、他に人ひと影かげもないことから、そのままにして自分もティオを追って砂浜へ降りる。

　桜子が追いついた頃には、ティオはすでに波打ち際に歩み寄っていた。そして足先が海に浸つかるか浸からないかという所で、波に合せて行ったり来たりしている。

　しばしの間、ティオのその行動を見ていた桜子だが、一向に止める気配が見えないことに、少し呆あきれたように声をかける。

「なにしてるのよ」

「ん、別に……」

　ティオは桜子に気のない返事を寄よ越こす。そして少し波打ち際から下がると、しばし何事か考え込み、やがて履はいていたサンダルを脱ぬぎ出す。サンダルを手に波打ち際に歩み寄ると、その白いつま先を海へと浸けてみた。

　海水の冷たさに、ティオが小さくきゃっと声を上げたのを桜子は聞き逃のがさなかった。しかしティオ自身はそれに気づいてないようで、そのまましばし波と戯たわむれていた。

「ねえ、桜子」

　やにわに思い出したようにティオはそう言う。

「魚、いるかしら？」

「それは当然いるでしょ。海だもの」

　呆れたように答える桜子だが、ティオの肉体年ねん齢れいを思い出して少し微笑む。最初に十一歳さいと聞いた時は驚おどろいたものだが、ティオはあくまでｂｉｏクラフト。全体子ホロン体の肉体年齢など余り意味がないと思っていたが、こうしてみると十一歳という年齢も、あながちティオの思考に無関係とは言えないようだ。

「そう、いるのね。魚」

　ティオはそうつぶやき、足を停めて波の間を覗のぞき込むようにする。その後ろ姿に桜子は言った。

「魚がいても食べちゃ駄だ目めよ」

　桜子のその言葉にティオはいささかカチンと来たようで銀の髪かみをなびかせて振り返る。

「食べないわよ！」

　むきになって言い返すティオに、桜子は笑いながら答える。

「だって、あなた。なんか猫ねこみたいなところがあるじゃないの」

「なによ、猫って……。きゃっ、あ？」

　突とつ然ぜん、寄せてきた波に足を取られティオはそのまま尻しり餅もちをついてしまった。当然、ゴシックロリータ風の服もずぶ濡ぬれだ。

「なによ、もうっ!!」

「波が寄せてくるタイミングくらい分かってたでしょ」

　桜子は苦笑しながら波打ち際に座り込んだままのティオに手を差さし伸のべる。ティオは一時、拗すねたように視線を逸そらしたものの、手を差し出したままの桜子に、自分もおずおずと手を伸ばした。









ドリ取り占いの遊び方







●サイコロを用意します。

●正六面体の美しさをしばし観賞します。ドリルには敵いませんが、正六面体も充分に美しいものです。

●振ります。おもむろに。

●サイコロの目のページを参照します。



　1＝こちら

　2＝こちら

　3＝こちら

　4＝こちら

　5＝こちら

　6＝こちら





「項目の読み方」



　大吉　[image: ][image: ][image: ]　：良いことがありそうです。

　小吉　[image: ][image: ]　　：小さな幸せ。

　凶　　[image: ]　　　：気にしない。

　ドリル[image: ][image: ][image: ][image: ]：素晴らしいですね。





「ティセさまのお言葉」



本作品のメインヒロインであるティセ子さん（公式愛称）がコメントしてくださいます。なんとなく有り難いような気がします。

ティセ子さん以外の人もコメントしてますが仕様です。




註：科学的根拠はありません。









[image: ]







ｔｕｒｎ　１―２／６「私は具体的に泳げません」







　一週間ほど前の事だ。

　夏を前に私立しょうぶ沼ぬま高校でも水泳の授業が始まっていた。今日は広こう大だいたちのクラスの女子も体育の時間に水泳をやる事になっている。しかし水泳の授業が迫せまってきてからというもの、どうにもティセの様子に落ち着きがないのである。

　登校中も忙せわしなくあちらこちら意味なく歩き回っている。歩く速度は遅おそい方であるティセだが、突然、早足になって広大たちよりも前に行ってしまったかと思うと、今度は歩道を右に左に、文字通り右往左往している。そして今度は、胸の前に通学鞄かばんと水着が入ったバッグを抱だきかかえるようにして、道みち端ばたに突つっ立ったままで何事か考え込んでいる。

　そんなティセに、さすがに呆あきれたように恵けい子こが声をかける。

「どうしたのよ、ティセ。広大に水着の匂においでもかがれた？」

「かいでねえよ!!」

　広大がそう反論すると同時に一いつ緒しよに登校していたアイシャも言った。

「なんですか、恵子。朝の往来ではしたない！」

「別に立ち聞きしてる人もいないじゃん」

　アイシャに言い返す恵子のところへ、胸の前で鞄と水着の入ったバッグを抱かかえたティセがとたとたと歩み寄る。

「匂いはかがれてません」

　そして広大の方へ目を向けると続ける。

「広大は水着の匂いをかぐと楽しいですか？」

「い、いや。別に楽しいわけじゃ……」

　突然、水を向けられ広大は狼ろう狽ばいするが、ティセはそれ以上は気にする様子もなく、恵子の方へ向き直ると言う。

「私は泳げません」

「それは前から聞いている」

　恵子はにべもなく言い返す。

　そうなのだ。水泳の授業が間近に迫って来てからというもの、ティセは泳げないと言い出し、そしてそれをかなり気にしているようなのである。

　恵子にそう言い返されたティセは小首を傾かしげて今度は広大に向かって言った。

「私は具体的に泳げません」

「そうか……」

「そうです。泳げません。泳げません」

　いつものように両手をぱたぱたさせながらティセはそう言った。もっとも持もち替かえたり、道路に置くのを忘れていたのか、手にした鞄とバッグが下に落ちる。路上に落ちた自分の鞄と水着の入ったバッグを、しばしの間、途と方ほうにくれたように見つめていたティセだが、やがて観念したようにそれを拾い上げる。

「泣きそうです」

　再び鞄とバッグを胸の前で抱きかかえるとティセは広大に向かって言った。

「でもまぁ、ちゃんと泳げるようになる為ために水泳の授業はあるわけだしな。いっそいい機会だと思えば……」

　そう励はげます広大だが、ティセは相変らずの様子である。

「泣きそうです。泣きそう」

　そんなティセを見て、恵子は少し声を潜ひそめアイシャに尋たずねる。

「ねえ、ｂｉｏビオクラフトって泳げないの？」

「それはまぁ個体差がありますから。私は普ふ通つうに泳げますが、敢あえて泳ぎを覚えようとするｂｉｏクラフトはそんなにいないと思います」

　そりゃそうだろうな。横で聞いていた広大はそう考える。何しろｂｉｏクラフトなら海の上を飛んでいった方が早い。

「宇宙には海は無いしねえ」

　恵子も嘆たん息そくしてそう言った。

「困りました」

　こんな時でも表情を変えないのだから、ティセがどの程度まで困っているのかは、見た目で判断するのは難しい。しかし泳げないという事を盛んにアピールする以上、かなり困っているのは事実だろう。もっとも水泳の授業をサボるという発想は出てこないようだ。

「困りましたね、広大」

　重ねてそう言うティセを見ると、広大は結構、水泳の授業を楽しみにしているんじゃないかという気さえしてくる。

「困りました」

　ティセは青く晴れ上がる空を見上げてそう言った。




「バルコプエンテですか？」

　名前は聞いた覚えがある。しかしそれが何なのか、静しず花かは即そく座ざに思い出す事が出来なかった。

「昨年、出来たばかりのマリンリゾート施し設せつでございます。実はお父さまの方から招待券を預かってまして」

　朝食も終りかけた頃ころ、使用人の村むら井いがそう言ってきたのだ。

「昔のご友人が経営に参加しているとの事で。その関係でいただいたそうです。いかがでしょうか、お嬢じようさま。来週末でしたら、ちょうど予定も空いている事ですし……」

　村井が言い終える前に、静花は手にしたティーカップをソーサーに戻もどして尋ねていた。

「お父さまも来られるのですか？」

　静花のその問に村井は一いつ瞬しゆん、表情を曇くもらせる。しかしすぐに平静に戻ると、いつもと同じ口調で答えた。

「申し遅れてしまい申し訳ありません。お父さまは来週木曜日からインドに出張のご予定です。そのまま中央アジア、ロシアを回るので、帰りは三週間ほど先になるのではないかと伺うかがっております」

「……そうですか」

　静花はそうつぶやき、視線をテーブルへと落す。今日も上かみ温おん湯ゆの屋や敷しきにいるのは静花と村井をはじめとした使用人だけ。父、伊い佐さ武むは忙いそがしく全国を駆かけ回っている。

　埃ほこり一ひとつなく丁てい寧ねいに用意された朝食のテーブルに着いているのも静花一人。慣れているとはいえ、中学二年生の女の子の心情は察するに余りある。

「お父さまはお友達でも誘さそってはどうかとおっしゃっておりました。いかがでしょう。私と運転手の志し村むらも同行しますが、お嬢さまたちがお遊びの間は、お邪じや魔まいたしません」

「でも私、友達なんて……」

　寂さびしげな表情に無理をして微笑ほほえみを繕つくろい、そう答える静花の姿に、村井はさもありなんと思う。なにしろ静花はろくに学校にも通っていない。父、伊佐武の教育方針もあり進級に必要とされる最低限の登校で済ませているのである。一方で学校とは別に、各種専門知識や教養に関する習い事を受けているのだ。

　あちらこちらで顔を出すことは多くても、これでは親密に付き合う友人など出来るはずもない。

「それでは、今回はやはり……」

　村井がそう言いかけた時だ。やにわに静花が声を上げた。

「あの、ちょっと待って下さい」

　思わずそう言ってしまった自分に静花は当とう惑わくしているようだ。困ったような顔でしばし考え込み、そしておずおずと口を開く。

「お友達と一いつ緒しよに行ってもいいんですよね？」

　念を押おすようにそう尋ねる。そんな静花に村井は微笑み返して答えた。

「ええ。しかし殿との方がたという事でしたら、お父さまに再度、確認してみないと分かりませんが」

「お、男の人なんかじゃありません！」

　他た愛わいのない村井の冗じよう談だんにも静花は頬ほおを朱しゆに染め声をうわずらせて答えた。

「ええと、その……。英会話の塾じゆくで知り合った方の友達の友達なんですけど……」

　視線を泳がせつつ静花は言う。どう見ても話しながら内容を考えているというのが見え見えだ。しかし村井は敢えて何も言わぬまま静花の説明に耳を傾かたむけていた。

「それで、え～～と……。アメリカンスクールに通っている女の子で、私と同い年なんです。ちょっと意気投合しちゃったみたいなんで、良かったらその子を誘ってもよろしいでしょうか？」

「お嬢さまがそうなさりたいのでしたら、私としても何も言う事はありません」

　村井は微笑みながらそう答えた。




「お～～、お～～。なんだかんだ言ってうちのクラスの女子はレベル高いね」

　広大と同じクラスの末広彰が、プールサイドに並び始めた女子の方を見てそう歓かん声せいを上げた。

「まぁ、黙だまってればな」

　一人で盛り上がる末広に、クラス委員長の後うしろ崎ざき孝たか郎おは少し冷めたような口調で言う。

「口を開くと平均レベルを落すのが、二人ほどいるからな」

　しょうぶ沼ぬま高校のプールは狭せまいため、水泳の授業は男女別。女子がプールを使っている間、男子はグラウンドか体育館で授業を受ける事になる。今日は炎えん天てん下かのグラウンドでフットサルの授業だ。

「高たか科しなと下しも条じようの事だろ？　しかし勿もつ体たいねえよな」

　一見すると軟なん派ぱな孝郎とは対照的に、末広彰は普ふ段だんは七三分けに黒くろ縁ぶちメガネと真面目を絵に描かいたような外見をしている。しかし口を開けば下ネタ、エロ話ばかりなのだ。もっともその本性を表すのは、男同士で話している時だけなので、女生徒や女性教師の間では、外見通りの真面目人間で通っている。

「見ろよ、おい」

　そう言いながら末広はどこからか安っぽいオペラグラスを取り出し、女子に気づかれぬよう、頭に載せたタオルで隠かくしながらプールの方を覗のぞき見ている。プールは植え込みで囲まれているので、グラウンドからではそうでもしないとはっきりとは見えないのである。

　しかし広大はそんな準備万ばん端たんの末広に呆あきれるだけだ。

「お前、ほんとこういう事は熱心だよなぁ……」

「高科は、ほんとパイオツカイデーだよな。ほんと日本人離ばなれしてるぜ、あいつのプロポーション」

「おっさんくせえぞ、末広」

　広大同様、呆れ返っている孝郎だが、そうは言っても自分も気になるのか、ちらりちらりプールの方へ視線を送っていた。

「下条はすらっとしてモデル体型だな。本当、黙ってればいいのによ……。あぁ、そうだ」

　そこで何か思い出したようにオペラグラスから目を離はなすと、末広はメガネを直してから、後にいた広大と孝郎に尋たずねる。

「下条ってさ、双ふた子ごの妹がいるんだよな。ひょっとして外見はそっくりで、性格は正反対とか言ったら、萌もえねえか？」

　言う間でもなくこの場合の萌えは草くさ冠かんむりの方である。

「残念ながら、性格も姉とそっくりらしいぞ」
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　そう答えたのは広大でも孝郎でもなく、黙もく々もくと一人で授業前のランニングをしていて、たまたま後を通りかかった時、末広の言葉を小耳に挟はさんだ先せん場ば兵ひよう衛えであった。そしてそのまま何事もなかったかのようにランニングを続ける兵衛を、広大と孝郎、そして末広もぽかんと見ているだけだ。

「……まぁ、そうらしいな。下条が二人いるようなもんだって、本人から聞いた事がある」

「か～～っ、そりゃ勿体ない」

　吐はき捨すてるようにそう言うと末広はまたオペラグラスを覗き込む。プールの女子を気にしているのは末広だけではない。兵衛のようなある種の変人を除けば、やはり高校一年生の男子である。ちらちら横目で盗ぬすみ見たり、大だい胆たんに凝ぎよう視ししたりと、程度の差はあれど、ほとんどの男子生徒が女子の方を気にしている。

　広大もプールの方が気になるのだが、それは他の男子たちとは少し違ちがう意味がある。

　ティセである。泳げないことをしきりに気にしていたティセだが、はたして初めての水泳の授業をちゃんと受けられるのかどうか。恵子とアイシャがついているとはいえ、心配していないと言えば嘘うそになる。植え込みの間から、金きん髪ぱつの小こ柄がらな人ひと影かげがプールサイドを右往左往するのが見て取れるが、それ以上の詳くわしい状じよう況きようは分からない。

「しかし、そのぶん転校生二人はポイント高いよな」

　まるで広大の心中を見み抜ぬいたかのように末広がそう言った。どきりとする広大だが、末広の関心はティセの方にはないようだ。

「貴風たかぜさんはいいよな。プロポーションは最高だし、性格も大和やまと撫なで子しこって感じだしさ。まぁちょっと堅かたいところはあるけど……」

「おい！」

　孝郎がやにわに後から末広の足首あたりを蹴けり飛ばす。

「いい加減にしろよな、末広。ほれ、もうすぐ授業が始まるぞ」

　ムッとした顔で振ふり返る末広と孝郎の間に、一いつ瞬しゆん、険悪な空気が流れる。しかしそれは次の瞬しゆん間かん、プールの方から上がった声でかき消された。

「あ～～っ!!　男子が覗いているっすヨ!!」

　そう叫さけんだのはプールのフェンスに張り付いたようにしている藍あお留る。どうやら植え込みの間から目ざとく末広が覗いている事を発見したようだ。途と端たんにプールサイドの女生徒たちが騒さわぎ始める。その中でも一際、大きな声を上げるのが恵子だ。

「ほらほら、タダ見は駄だ目めよ。お客さん!!　いい加減にしないと割増料金取るわよ！」

「だから黙だまっていればいいんだよ、あいつらは……」

　ぶつくさとそんな事を言いながらオペラグラスをしまい込む。

「お～～い、男子集合!!」

　授業開始のチャイムと同時にグラウンドに出てきた体育教師がそう声を上げた。集合する直前、広大は肩かたごしにプールの方を一いち瞥べつする。植え込み越ごしにティセはまだ落ち着きなくプールサイドを右往左往している所だった。




「ったく、男連中はこれだから」

　準備体操が終わっても恵子はまだ膨ふくれっ面つらをしていた。

「先生に言いつけて何とかしてもらおうかしら」

「まぁ水泳の授業が一いつ緒しよじゃない分、まだましじゃないですか」

　長い黒くろ髪かみをスイミングキャップに苦労して収めながらアイシャがそう言った。

「はい、それじゃ適当にプールに入って身体を水に慣らしてちょうだい。……それと栄さかえさん、栄!!　プールサイドは走らないように!!」

　両手をぱたぱたさせながら右往左往しているティセは、女子の体育教師がそう言っても、すぐに自分の事とは気づかなかったようだ。そのまましばしプールサイドを行ったり来たりしてからようやく足を止める。

「ティセ」

　そう訂てい正せいしてから、ティセは恵子やアイシャたちと一緒にプールサイドに並んだ。プールサイドに並んだ女子生徒たちは、きゃあきゃあ歓かん声せいを上げながら次々にプールへと入っていく。ティセは完全に怖おじ気けづいてしまっているのか、立っている所から一歩もプールへと近づこうとはしない。ティセの面めん倒どうを見なければならない恵子とアイシャ、そして何だかよく分からないままだが、藍留も一緒に残っている。

「どうしたのよ？」

　怪け訝げんな顔の体育教師にティセは片手を差さし伸のべるいつもの仕草で答えた。

「私は具体的に泳げません」

「泳げないから水泳の授業をするんじゃないの」

　もっともな答えが返ってくる。しかしティセはそれでも承服しがたいようで、両手をぱたぱたさせるだけだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ティセさま。ちゃんと足がつきますから」

「そうそう、お風ふ呂ろよりちょっと深いだけだと思えば」

　アイシャと恵子にそう促うながされ、ティセはやっとの思いでプールのすぐ側まで足を運ぶ。後は手すりに掴つかまって水の中へ降りるだけ。しかしそこでもまたティセは後込みしてしまう。

「泣きそうです」

　まるで助けを求めるかのように、アイシャと恵子の方へ手を差し伸べて言った。何とかしてやりたいと思うアイシャだが、こればかりはどうにもならない。水に入るくらいなら泳げないティセでも出来るはずだ。

「入ってみれば、どうという事はありませんわ」

　何とか笑顔を繕つくろいティセを安心させようとするアイシャに続いて恵子と藍留も言った。

「そうそう、どうって事ないって。こうやってど～～んと……！」

「そうっすヨ。ちょっと冷たいだけで、お風呂と変わり無いっすヨ。だからこうど～～んと……！」

　たまたまティセの背中を押おすタイミングが一緒になってしまった。恵子か藍留どちらか一人だけなら、手すりの所で後込みしているティセも何とか持ちこたえられたのだろうが、二人から一度に背中を押された為ためか、バランスを崩くずしてしまったのである。

　そのまま真正面からざぶんと音を立ててプールの中に落ちる。

「ティセさま!?」

　慌あわてて水面を覗のぞき込むアイシャだが、恵子と藍留はそれほど気にしていないようだ。プールと言っても学校の施し設せつ。それほど深いわけでもないし、周りには三人以外にも生徒や教師もいる。

「大丈夫だって、普ふ通つうに足は立つ……。はずよね……？」

　アイシャの肩ごしに恵子も水面を覗き込む。するとティセはプールの底近くでうつ伏ぶせのまま、両手をぱたぱたさせているではないか。しかし一向に浮うかび上がる様子も、立ち上がってくる気配も無い。

「……あ、あれ？」

　そしてさらに事態は悪化する。

「なんかティセっちの手が動かなくなったっすヨ？」

　藍留の言う通りだ。うつ伏せになったままのティセの両手から徐じよ々じよに力が抜ぬけ、ぱたぱたさせる事も無くなってしまう。

「ティ、ティセさま!!」

　さすがに青くなったアイシャがプールに飛び込もうとする。

　その時だ。ティセの身体から黄金の光が迸ほとばしった。




「おい、何だ、あれ？　なんかやってるぞ」

　数人ずつ分かれてパスの練習をしていた男子だが、その中の一人がプールの方を指さして叫んだ。広大もそちらへ振ふり返るとプールサイドが何やら騒がしくなっているようだ。

　まずい、またティセが何かやらかしたか？

　そう考えた広大が思わずプールの方へ足を踏ふみ出しかけた時だ。突とつ然ぜん、プールの方から金色の光が上がる。それはまるで剣けんの切っ先のように、見る間に天へと伸びていくのだ。

　広大はその光景に見覚えがあった。それはティセ、すなわちグロリアスドーンがｂｉｏクラフト形態を展開する時に発生する輝かがやきとそっくりなのである。

　何があったか知らないが、ここでｂｉｏクラフト形態になるのはまずい！

　一いつ瞬しゆん、背筋が寒くなるのを覚えた広大だったが、次の瞬しゆん間かん、その金色の輝きは嘘うそのように消えてしまったのだ。

「なんだ、なんだ？」

「雷かみなりか？」

「あんな雷があるか。音もしなかったし第一、晴れてるぜ」

「ガス爆ばく発はつじゃね？」

　事情を知らない男子生徒たちは首を傾かしげながら口々にそう噂うわさしていた。




「……だからね」

　静花はもう一度、説明する。

「ティルは私のお友達のお友達で、アメリカンスクールに通っているという事にするの。それならお父さまも村井さんもおかしく思わないでしょう？」

「ん～～？」

　ティルは首を傾げてまた尋たずねる。

「なんで？」

「ティルがｂｉｏクラフトだと分かると困るでしょ？」

「ん～～、う～～ん」

　またティルは首を傾げる。静花は今日は登校はせず、午前中は自宅で美術鑑賞の講義を受け、午後からは日に本ほん舞ぶ踊ようの講習を受けるため外出する。昼食は自宅で摂とったが、まだ外出するまでには時間がある。その間に静花はｂｉｏカードでティルを呼び出し、密かに打ち合わせをしている最中なのである。

「だからね……」

　静花は持ってきたバッグからメモ帳を取り出し、わざわざ絵に描かいてティルに説明する。

「私の英会話教室でのお友達がいて、そのお友達のお友達がティルなの」

「ティルのお友達のお友達は、英会話教室に行ってないよ？」

　広い上温湯邸ていの花か壇だん。その一角にあるベンチに座ったティルと静花の周囲には量子ブラインドが張はり巡めぐらされており、警備員や監かん視しカメラ、そして番犬も気づいていない。もっともティルはすっかり番犬とも仲良しになってしまっており、姿を見ても吼ほえかかる犬はもういない。

「だからそういう設定なの。嘘なんだけど、嘘も方便ということわざもあるし……」

　それでも静花は父や村井に嘘をつく事への後ろめたさがあるのは事実だ。

「よく分かんない」

　メモ帳から顔を上げたティルは屈くつ託たくのない顔でそう言う。

「よく分かんないけど、分かった。静花の言う通りにしていればいいんだね！」

「うん、まぁそう」

　本当に大だい丈じよう夫ぶかしら。若干の、いやかなり不安を覚える自分を否定できない静花であった。もっともその不安もティルの笑顔を見ると吹ふっ飛んでしまう。

「静花と旅行だよね！　楽しみ」

　そう言ってティルはにっこりと笑う。

「うん、いっぱい泳ごうね。あっ、ティルは泳げないんだっけ？」

「海もプールも入ったことないから分かんない。でも水遊びは好き!!」

「じゃあ泳ぎは私が教えてあげる。ホテルにも泊とまるから……、あぁそうだ」

　静花はその事に気がついた。

「名前、何とかしないとね」

「名前？　ティルはティルだよ」

　不思議そうな顔でティルは答えた。

「うん、それはそうだけど。ティル・アウグストダスクじゃ、いかにもｂｉｏクラフトっぽいじゃないの。他に何かもう少し普ふ通つうの名前じゃないと……」

「そうなの？」

　首を傾げるティルだが、静花がそう言うのならと納得したようだ。

「そうねえ。ティル・アウグストダスク。アウグストというとアウグストゥス、オーガスト。八月……。そうだ！」

　ぱっと顔を輝かがやかせて静花はポンと手を打つ。

「葉は月づき！　昔の日本では八月の事を『葉月』って言っていたのよ。だから葉月。ダスクは夕暮だから夕ゆう子こ。葉月夕子ティルでどうかしら？」

「葉月？」

　静花のその提案に、一いつ瞬しゆんきょとんとしたティルだが、すぐに歓かん声せいを上げる。

「うん、いいよ。葉月夕子ティルか、なんか格好いいね！」

「別に格好いいという程のものじゃ……」

　ティルのはしゃぎぶりにむしろ静花の方が圧あつ倒とうされる。しかしティルはそんな静花ににっこりと微笑ほほえみかけて言った。

「だって静花が付けてくれたんだもん!!」




「落らく雷らいという事で……」

　さすがの内うち山やま田だもいささかこわばった笑顔でそう言った。

「一応、関係各所には手を回しておいたよ。マスコミ発表もそうなるはずだ」

「反省してます」

　携けい帯たい電話を切りながらそう言う内山田に、ティセは片手を差し出すようにして答えた。

「これからは溺おぼれそうになった時、ｂｉｏクラフト形態にならないように注意します」

「いや、それよりも学校のプールで溺れそうにならないでくれよ」

　内山田は苦笑しながら答えた。溺れかけたティセは、飛び込んだアイシャが助けたものの、結局は水泳の授業は中止。ＵＮｂＡＲから派は遣けんされ、このしょうぶ沼ぬま高校の世界史教師として勤務している内山田王おう司じの手配により、この一件は落雷という事で処理されたようだ。

「プールは検査の為ため、一週間くらいは閉へい鎖さされるだろうけど、結局なにもなかったわけだし。夏休み前には水泳の授業も再開されるからね」

「どこかで練習するしかないかな」

　一いつ緒しよに呼び出された広大もため息をつく。

「お風ふ呂ろはどうでしょう？」

　ティセがそう言うが恵子は頭を振ふった。

「お風呂じゃ練習にはならないでしょう？　せいぜい腰こしくらいまでしか水はこないし」

　そうは言ったものの、恵子は何かを思い出したようで、小首を傾かしげて何事か考え込む。

「まぁ、ティセさまは水遊びは嫌きらいではないですから、浅いレジャープールかどこかで徐じよ々じよに慣らしていくしか……」

　アイシャも困こん惑わくしたような顔でそう言った。しかし児童用のレジャープールで子供に混じって水遊びをするティセを想像すると、妙みように似合っていてむしろそちらの方が恐こわいなと思ってしまう広大である。

「まぁ僕の方でも考えておくけど……」

　内山田がそう言いかけた時、昼休みの終りを告げるチャイムが鳴った。

「それじゃそろそろ、教室に戻もどっていてくれ。後はよろしく」

　言われるまま広大は、事実上、内山田専用の執しつ務む室しつになっている視し聴ちよう覚かく準備室から出ていった。

「しかし困ったな」

　広大は廊ろう下かを歩きながら嘆たん息そくする。

「泳げないまでも、水には慣れてもらわないと。水泳の授業の度、落雷がありましたというわけにもいかないし……」

「反省してます」

　歩きながら広大の方へ手を差さし伸のべるようにして、ティセはまたそう言った。どうやらティセ自身も、今回の事はかなり応こたえているようだ。

「そもそも恵子と藍留がふざけて、ティセさまをプールに落したりしなければ……」

「それは私も反省しているって」

　とてもそうは思えない笑顔で恵子はそう答えた。しかし笑顔の理由は他にあるようである。

「でさ、思い出したんだけど。海、行かない？」

「海？」

　唐とう突とつな恵子の言葉に広大も怪け訝げんな顔をする。

「ほら！　去年、藍留の親しん戚せきの民宿に行ったって話したでしょ？　なんかキャンセルが有ったとかで、来ないかって誘さそわれているの。それに……」

　そう言うと恵子はポケットから一枚のチケットを取り出す。そして熱帯魚や南国風の花々、プールがあしらわれたそのチケットを広大たちの方へ指し示した。

「近くにバルコプエンテってマリンリゾートがあるのよ。その招待券も貰もらっちゃってるの。海が危ないなら、そこにレジャープールも有るから、そっちで練習すればいいじゃないの」

「っていうか、それは海に遊びに行くって事の方が目的じゃねえの？」

「そりゃそうよ」

　広大の言葉を恵子はあっさり肯こう定ていする。

「こうでもしないと夏休み前には行けないでしょ？」

「招待チケットの期日は再来週までですね。夏休み前じゃないですか」

　チケットに印刷された使用期限を確認してアイシャが言った。

「でもその分、中の施し設せつ使用料が割安なのよ。それに民宿の方も夏休み前だと安いからね」

「ですが、高校生だけというのも……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。藍留の親戚だし、去年だって私たち女子中学生だけで行ったんだから!!」

　心配するアイシャに恵子はあっけらかんとそう言ってのける。

　どうしたものか……。広大とアイシャは顔を見合わせるが結論は出ない。しかしティセは興味を持ったようだ。恵子の方へ手を差し伸べるようにして言った。

「海については具体的に知ってます」

　そりゃ知ってるだろうさ。広大がそう突っ込む前にティセは続けた。

「地球の海は最深部で約一万一千メートル以上にも達するそうですね。想像するだけで恐くて泣きそうです」

　そう来たか……。ティセの偏かたよった知識に広大は突つっこむ気力も失せた。

「いや、だからね。いきなりそういう難易度高い場所へ行くんじゃなくて。まずは水辺でちゃぷちゃぷする事から始めないと」

「ちゃぷちゃぷ？」

　恵子の言葉にティセは身を乗り出す。

「水辺でちゃぷちゃぷするのは好きです」

　そして一時、視線を上へと巡めぐらせ、何事か考えてから尋たずねた。

「どれくらいちゃぷちゃぷできますか？」

「それはもう思う存分！」

「思う存分、ちゃぷちゃぷですか？」

「海でもプールでも、ちゃぷちゃぷよ」

「ちゃぷちゃぷ、ちゃぷちゃぷ」

　ティセはそう言いながらゆったりと両手をぱたぱたさせる。これはちゃぷちゃぷをかなり気に入ったと見て間ま違ちがいないだろう。そしてやにわに広大の方へ向き直ると言う。

「行きましょう」

「行くのか？」

「はい、行きます。行きます。行って思いきりちゃぷちゃぷしたいと思います」

　もうすっかりその気のティセである。

「いや、泳ぎを覚えるというか。まずは水に慣れるのが目的……。まぁ、いいか」

　すでに心は海へと飛んでしまっているのか、楽しげに両手をぱたぱたさせているティセを見ると、広大もそれ以上は小言も言えなくなってしまった。




　先程から桜さくら子こは食い入るようにその絵を見つめていた。ここは銀座の一角にある画が廊ろうで開かい催さいされている、さる女性画家の個展会場。平日という事もあり、人の影かげはまばらだが、それだけに一枚の絵の前から離はなれない、セーラー服姿の少女の姿は目立つ。

　桜子は特に絵の心得が有るわけではない。むしろ芸術には疎うといタイプだ。しかし今は亡なき祖父が、特に懇こん意いにしていた画家から招待状が送られて来た事もあり、学校の帰りに個展会場に寄ってみたのだ。

　これ、どうみても……。

　桜子が見入っているのは、どこか不思議な雰ふん囲い気きを持った絵画だ。

　何かの童話か伝承をモチーフにしているようで、絵の中央には羽衣のようなものを纏まとった若い女性が描えがかれていた。その女性は岬みさきや海を見下ろし、宙に浮ういているのであるが、別に羽や翼つばさが生えているわけでもなく、また雲や竜りゆうに乗っているわけでもない。

　女性の足元にはつむじ風のような、螺ら旋せんに渦うず巻まく空気の流れが描かれている。それは竜たつ巻まきのようにも見えるが、一方で桜子には別のものにも見えた。

　ｂｉｏクラフトの、ドリル？

　確かに先せん端たんを真下に向けたｂｉｏクラフトのドリルにも見える。しかしつむじ風を具象化して描けばドリルのように見えるのは当たり前の事。

　少し気にしすぎか……。

　そう考え、絵の前から離はなれようとした桜子に声をかける者がいた。

「桜子ちゃん？」

　呼びかける声に振ふり返ってみると、そこにいるのは壮そう年ねんの落ち着いた感じのする女性。品のよい和服を着こなして、桜子へ嫋たおやかに微笑ほほえみかける。

「あら、大きくなっちゃって。今日はよく来てくれたわね」

「いえ、こちらこそお招きいただき有り難うございます」

　桜子は丁てい寧ねいに挨あい拶さつを返す。この女性が今回、個展を開いた女性画家。そして生前は腕うでの知られた庭師であった亡き桜子の祖父に、自宅の庭を任せていたのである。

「お爺じいさまは残念な事をしたわねえ。今年で五年でしたっけ？」

　桜子の顔を見るなりそう切り出す。

「いえ……、まだ。昨年、三さん回かい忌きを済ませたばかりです」

　視線を伏ふせたままそう言う桜子に、女性はハッとして頭を垂れる。

「御ご免めんなさい。私、すっかり……」

「いいんです。近ちか松まつさん」

　桜子は慌あわてて近松というその女性画家に言う。

「あんな性格の祖父でしたから、いつまでも湿しめっぽい事は嫌きらうと思うんです。ですからお気になさらないで下さい」

「そう言ってくださると私も助かるわ。でも本当に御免なさいね。いつまでも忘れないつもりだったんだけど……」

「いえ……、仕方のないことです」

　桜子は自分に言い聞かせるようにそう言った。その場に流れる空気を打うち払はらおうと、桜子は、先程まで自分が見入っていた絵の方へ向き直ると近松に尋ねる。

「私、絵のことはよく分からないのですが、この作品、近松先生のものにしてはちょっと変わったモチーフですね」

　絵画に疎い桜子でも、近松の他の作品が写実的なものが多いという事くらいは分かる。その中でつむじ風に乗った女性を描いたこの作品は、どこかファンタスティックな雰囲気を持っていた。

「ええ、分かる？　実はこの作品、私の生まれ故郷に伝わってる伝説をもとにした作品なの」

「『つむじ船』ですか」

　絵画の下に付けられた作品名を読み上げる。

「そうよ。私の故郷には、天女がつむじ船という回転する船に乗って天から降りてきたという伝説があってね」

　つむじ船？　回転する船に乗って天から……？

　それはｂｉｏクラフトそのものではないかと思う桜子だが、いきなり画家にその話を切り出すのは躊躇ためらわれた。しかし画家の方が桜子の連想を察してくれたようだ。

「ほら、ｂｉｏクラフトだっけ？　二十年くらい前には結構、それと結びつける人がいたんだけど。まぁ多分、つむじ風と各地に残る天女伝説が結びついたんだと思うわ」

　画家の説明に桜子も肯うなずく。公式記録ではｂｉｏクラフトは二十年ほど前、初めて地球人類に接せつ触しよくした事になっている。しかしそれ以前にも、何らかの形でｂｉｏクラフトが地球人類と接触していたのではないかと考える人々は少なくない。そしてＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表であるイモータルヌーンもその推測そのものは否定していない。

　だからと言って地球の各地に残る竜巻、渦巻き、つむじ風等に関する神話、伝説、伝承を全てｂｉｏクラフトへ結びつけるわけにもいかないだろう。

　何でも回ればドリルというわけでもないのだ。

「近松先生、取材の方がお見えです!!」

　その時、画が廊ろうの奥おくから画家を呼ぶ声がした。

「あら、御免なさい。いま行きますから。桜子ちゃん、楽しんでいってね。あ、それから……」

　画家は手にした札入れから何かチケットのようなものを取り出す。

「これ、良かったらいかがかしら。私の地元でね。こちらの水族館に作品を提供しているの。この『つむじ船』がモチーフの別の作品よ」

「バルコプエンテ……？」

　名前は聞いた事が有る。去年、出来たばかりのマリンリゾートパークだ。高級ホテルにプール、水族館等が併へい設せつされている。よく見るとその高級ホテルへの宿しゆく泊はく込みのペア招待券である。

「彼氏と一いつ緒しよにどう？」

　如い何かに落ち着いて見えるとはいえ桜子も中学生だ。やにわにそう言われては、頬ほおが朱しゆに染まるのを抑える事は出来ない。

「私、まだ中学生ですよ」

「あらやだ。御免なさいね。もう高校生だとばっかり」

　そう言って笑う画家に、桜子も笑みを返す。

「じゃあ、お友達と一緒に行ってらっしゃい。『つむじ船』の資料もあるから、お勉強にもなるわよ」

　最後は少し冗じよう談だんめかしてそう言うと、画家は画廊の奥へと引っ込んで行った。

　マリンリゾートか……。招待券を見やりながら、桜子は一人嘆たん息そくする。

『つむじ船』という伝承に興味はあるが、正直、現地に行くほどの事では……。

　しかし桜子は招待券の裏面に印刷されていた、バルコプエンテへのアクセス手段に目を見張った。

「ここは……」




「ティオ、いる？」

　マンションの自分の家に戻もどり、ドアを開けるなり桜子はそう声をかけた。２ＬＤＫの、桜子が勉強部屋にしている部屋の方から、どたばたと騒さわがしい音を立て、慌あわててティオ・トランクルナイトが出てきた。

「な、なによ。出し抜ぬけに……!!」

「出し抜けもなにも、そもそもここは私の家よ」

「それは、そうだけど……」

　鞄かばんを椅い子すの上に置くと桜子は着き替がえもせず、勉強部屋の机の上に置いて有った自分用のノートパソコンへ向かう。

　案の定、ノートパソコンは電源が入っていた。特に何か画面に映っているわけではないが、今しがたまでティオが使っていたのは想像に難くない。

「変なサイトでも見ていたんじゃないでしょうね」

「そんなの、見るわけないでしょ！」

　むきになって言い返すティオの反応に桜子は少し笑う。ティオが必死になって隠かくしても桜子には分かっている。どうもまだティオは、パソコンの履り歴れきを綺き麗れいさっぱり消す事は出来ないらしい。

　この数週間ほどで分かったのだが、どうやらティオは魚、特に観賞魚が好きらしい。以前パソコンのスクリーンセーバーを熱帯魚のものにしたら、俄が然ぜん、興味を示したことが有るのだ。その後、インターネットで観賞魚のサイトを教えてやったのだが、表面上、ティオは関心のない素そ振ぶりを示しつつも、桜子の居ない時には、密かにパソコンを使い見に行っているようなのである。

　桜子もティオの密かなその楽しみについては、敢あえて知らない振ふりをしている。ティオをからかう手段として取って有るのだ。

　しかし今日はその事でティオをからかっている余よ裕ゆうは無い。桜子はノートパソコンの前に座ると慣れた手つきで操作していく。そして何事かと肩かたごしに覗のぞき込むティオに向かって、先程、受け取ったバルコプエンテの招待状を差し出しながら言った。

「この前、追いかけていたポーン級の『気楽なさざ波イージーリツプル』。あれに逃にげられた場所、覚えてる？」

「変な名前だったわね。つむじ岬みさきとか何とか」

　桜子から受け取った招待券を見ながらティオはそう答えた。

「そうね。その招待券の地図にも描かいて有るでしょ？　どうやら『イージーリップル』は、まだそのつむじ岬の周辺にいるみたいというのは昨日も話したわよね」

「うん……」

　何となく気のない返事がティオから返ってくる。

「『イージーリップル』がなんでつむじ岬に執しゆう着ちやくしてるのか分からないけど、どうもそこに妙みような言い伝えが有るようなのよ。招待券をくれた地元の人が教えてくれたの」

「妙な言い伝え？」

　ようやくティオは桜子の言葉に興味を持ってくれたようだ。顔を近づけてパソコンの液えき晶しよう画面を覗き込む。そこではつむじ岬とバルコプエンテ周囲の地図が表示されていた。

「つむじ船というものに乗って天から女が降りてきたとか言う話」

　画面を切り替かえると『つむじ船』の検けん索さく結果が現れる。画像を表示させると、大たい抵ていが先程の絵画のように、つむじ風に乗った女が描かれているが、一方でいわば際物仮説としてｂｉｏクラフトを模して表現されたものもある。

「天女伝説、うつぼ船伝説の一バリエーションか……」

　検索結果をザッと眺ながめながら桜子はそうつぶやいた。

「あのポーンが、岬に執着してる理由がそれってわけ？」

「はっきりした事は言えないわね。でも岬周辺にはかなり以前から、定期的にｂｉｏクラフトらしい飛行物体の目もく撃げき例れいが有るわね。でも公開されているＵＮｂＡＲのデータベースには、岬周辺にはパートナーは在住してない……」

「行ってみるの？」

　招待券を目より少し上の高さに掲かかげるようにして、しげしげと眺めながらティオはそう尋たずねた。

「そうね……。何にも関係ない可能性も高そうだけど、行って見るに……」

　その瞬しゆん間かんだ。ティオが桜子の背後で声を上げた。

「じゃあ、ここに泊とまるんだ！」

　今まで桜子が聞いた事が無いくらい、ティオのその声は明るく弾はじけていた。面食らった桜子が反射的に振り返ってしまったほどだ。振り返った桜子と目を合せたティオはばつの悪い顔のまましばし凝ぎよう固こする。そしてぷいと視線を逸そらすと、慌てて取とり繕つくろう。

「な、なによ。変な顔して！」

「変な顔はあなたの方でしょう」
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　呆あきれてそう言う桜子に、ティオはむきになって言い返す。

「関係ないじゃない！　ただ私は一日だとあのポーンが出てこない可能性もあるかなと思って……」

　あぁ、そうか……。

　パソコンへ向き直った桜子は、招待券の絵え柄がらを思い出して、ティオに悟さとられぬよう少し笑う。

　熱帯魚か。招待券には併へい設せつされた水族館で飼育されている熱帯魚の写真も印刷されていたはずだ。どうやらティオはその熱帯魚に引かれたらしい。

「なにがおかしいのよ！」

　背後からすごんでみせるティオにまた桜子は笑う。ティオの肉体年ねん齢れいを聞いた時には驚おどろいたものだが、こうしてみると肉体よりも、精神の方がより十一歳さい相応なのかも知れない。虚きよ勢せいを張ってみせても、随ずい分ぶんと底が浅くてすぐにぼろが出る。

　しかしそうなると普ふ通つうに誘さそってもなかなか了りよう承しようしないだろう。桜子は一計を案じてティオに声をかける。

「分かったわ、じゃあやっぱりここに泊まって見張りましょうか。ちょっと調べたい事もあるし」

「べ、別に私は泊まりたいなんて言ってないでしょ」

　桜子の言葉にティオはそう拗すねてみせる。しかしそれは桜子も承知の上。

「そう……、じゃあ私一人で行くわ。何かあったらｂｉｏカードで呼び出すから」

「え……、桜子一人で。ここに泊まるの？」

　声の調子からもティオが少なからず狼ろう狽ばいしているのが分かる。それを見み抜ぬいた桜子はすかさず畳たたみかける。

「泊まりたいんでしょ？」

「だから泊まりたくないって！」

　さらにむきになってティオは言い返した。

「意地張ってないで、泊まりに行きたいって言えばいいのに……」

「だから泊まりたくないって言ってるじゃないの!!」

「素直に泊まりたくないって言えばいいのに」

「泊まりたいって言ってるのに分からな……」

　そこまで言いかけてティオは慌あわてて自分の口を押おさえる。すっかり桜子のペースに巻き込まれていたと気づいた時には遅おそかったようだ。桜子はそんなティオの様子に、机に突つっ伏ぷしたままで懸けん命めいに笑いをこらえているではないか。

「ずるいわよ！　桜子!!　声を殺して笑わないでよ!!　もう!!」

　笑いながらも桜子は思っていた。

　祖父が亡なくなってからこんなに笑うのは初めてだ。ｂｉｏクラフトが、ティオが自分にとってどんな存在で、これからどのような関係を築くのかは分からない。

　ただこれだけは確実に言える。

　私はこの子といると楽しいんだと。
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ｔｕｒｎ　１―３／６「姉です」







　しょうぶ沼ぬま高校のプールを緊きん急きゆう点検の為ため、使用中止にして一週間と数日。こうしてティセたちは海へとやってきたのである。

「海」

　藍あお留るの親しん戚せきが経営する民宿に荷物を置くと、広こう大だいたちはさっそく海水浴場へやって来た。なんでも天候が崩くずれかけているとかで、今日はともかく明日以降は遊泳禁止になる可能性が出てきたらしい。折角、海に来たのだから泳げるうちに泳いでおこうと、海水浴を最優先にしたのだ。

「海、海、海」

　水着に着き替がえたティセは、海を見ながら満足げに両手をぱたぱたさせている。

「さすがにちょっと波は荒あらいかな」

　海の様子を見て孝たか郎おが言った。

「そうだな。水泳の練習には厳しいかもしれないな。まぁ明日、プールでやるも良しだな」

「しかし先せん場ばくんは、褌ふんどしじゃないのねえ」

　仁王立ちになって海を睨にらみ付けている兵ひよう衛えに恵けい子こはそう言った。

「そうっすヨね。兵ちゃんの水着は褌って感じっすヨね」

「でスよね。如い何かにも日本男児って感じっスから」

　藍留、朱あか璃りの姉妹も恵子の尻しり馬うまに乗ってはやし立てる。

「あの、年とし頃ごろの女の子が、昼間から人前であまりそう言う事は……」

　三人をたしなめるアイシャだが、それに構わず兵衛は涼すずしい顔で言った。

「うむ。確かに水泳用の褌は持っているのだが、ホテルのプールは褌禁止の所が多いからな。念ねんの為、普ふ通つうの海パンを持ってきた」

　本気なのか冗じよう談だんなのか、兵衛は海を見み詰つめながらそう言った。

「……あ、さいですか」

　男気溢あふるる兵衛にさすがの女じよ性せい陣じんも何も返す言葉はない。

「海」

　ただし相変わらず海しか目に入ってないティセはともかくとしてであるが。

「お～～い！　ベースキャンプはこの辺でいいのか!!」

　民宿から借りてきたビーチパラソルやレジャーシートを広げながら広大はそう尋たずねた。

「いいんじゃないの」

　振ふり返り恵子は適当にそう答える。

「おし、じゃあベースキャンプはここでと。貴風さん、それは俺がやりますから！」

　担かついで来た荷物を置くと、孝郎は広大と一いつ緒しよにレジャーシートを広げていたアイシャに向かって言った。

「そうですか。それじゃお願いします」

「はい、それはもう喜んで!!」

　妙みように調子の良い答えをする孝郎である。

「よし、じゃあビーチパラソルは俺がやろう」

　兵衛も広大たちを手伝う。程なくして海水浴らしい支度が整って来た。

「さぁて、それじゃ泳ぎましょうか!!」

　恵子のその言葉に藍留、朱璃の下しも条じよう姉妹も盛り上がる。二人揃そろって着ていたお揃いのウィンドブレーカーをサッと勢いよく脱ぬぎ捨てて歓かん声せいを上げた。

「さぁ姉妹揃ってセクシーさも二倍ならぬ二乗っすヨ～～!!」

「男子諸君、思いっ切り前かがみになるが、いいっスよ～～!!」

　そう言うだけあって下条姉妹の水着は、ワンピースではあるものの、なかなか大だい胆たんなカッティングが目に付くデザインだ。それにちゃんと藍留は青、朱璃は赤をセレクトしていた。いや、もしかしたら反対かもしれないが、少なくとも広大には見分けがつかない。

　もともと二人ともスタイルは抜ばつ群ぐんだ。テンションの高さに圧あつ倒とうされている広大たちはともかく、周囲にいた男性海水浴客の視線が集中するのも無理からぬ所であろう。

「いや、まぁセクシーさはともかくな、下条姉妹」

　妙に真面目な顔で兵衛が言う。

「ウィンドブレーカーが風に飛ばされてるんだが、あれはいいのか？」

「……え!?」

　兵衛のその指し摘てきに下条姉妹はそっくりな顔を見合わせ、そして周囲を見回した。すると先程まで二人が着ていたお揃いのウィンドブレーカーが潮風に舞まって陸の方へ飛ばされていく所だった。

「ああ～～、待つっすヨ～～!!」

「お小こ遣づかいの税込み五二五〇円が飛んでいくっスよ～～!!」

　藍留と朱璃は慌あわてて飛ばされて行くウィンドブレーカーを追いかけて行った。

「セクシーさが二乗というよりは、アホさ加減が二乗って感じだな……」

「まぁな」

　呆あきれ顔がおでそう言う孝郎に広大もうなずいた。下条姉妹の姿を追いかけていた広大の視線は、建ち並ぶ海の家の間にあるそれに気づいて止まった。孝郎も広大の様子に気づいて視線を追う。

「あぁ、さっき民宿の人たちが話していたあれか」

　先程から浮うき輪わやビーチマットを膨ふくらませるのに専念していたアイシャもそちらへと頭を巡めぐらせた。

「まぁ時代の流れというものでしょうか」

「え、なになに？　あぁ、みさきさんが話していた岬みさきの開発の話か」

「みさきと岬でそりゃ何かの洒落しやれか」

　孝郎が苦笑するが、恵子の言う通りみさきからその話を聞いていたのだから仕方がない。広大が視線を止めた先には、派手な赤で『つむじ岬開発事業反対』『つむじ岬を守れ！』とかかれた横断幕が潮風に翻ひるがえっている。

「いわゆるゲバ文字というものだな」

　兵衛がそう解説するが広大たちにはピンと来るわけもない。むしろなぜ兵衛がそんな事を知っているのかという方が疑問だろう。

　みさきと、そして下条姉妹の親しん戚せきである民宿経営者夫婦から、世間話の合間に聞いただけなので、はっきりとした事情はまだ分からない。しかし外資系企き業ぎようが、海水浴場から見える岬、通つう称しようつむじ岬周辺を購こう入にゆう。高級リゾート用宅地として開発しようとしているのは確かなようだ。

　バルコプエンテもリゾート施し設せつだが、元はといえばバブルの時期に開発され、その後の景気低迷で利用者が大おお幅はばに減少。売ばい却きやくされた所を地元企業が、やはり地元の有志と資金を出し合って購入。施設を新たに整備し直して昨年度より新規開業したという経けい緯いが有る。

　その為ためもありバルコプエンテと地元との関係は良好だ。右みぎ肩かた下がりだった海水浴客も去年から持ち直したという事実も有る。

　しかし新たに岬を開発して造ろうとされているリゾート施設は違ちがう。業者はここを高級別べつ荘そう用地として売り出したいのだ。バブルの時代に建設されたバルコプエンテの前身施設が、もともとそのような施設であったらしい。そしてそんな施設を利用する客は、概おおむね地元に金を落としてくれないのだ。この海水浴場が一時期寂さびれていたのもそんな事情が有る。

　地元関係者はその頃ころの記き憶おくがあるから、岬の開発事業には反対なのだ。

　そしてもう一つ、地元関係者が岬周辺の開発に反対する理由があるという。余り詳くわしく聞いている時間はなかったのだが、どうやらつむじ岬という場所には、今でも地元の人々の間では有名なある伝承が残っているらしいのだ。事実、今でもその伝承に基づいた祭りがあるほどである。

　それ故に地元の人々は岬の開発には反対。バルコプエンテやその前身であるリゾート施設を建設する際も、地元関係者の要よう請せいで岬周辺には手をつけないという取り決めが交わされていた。

　しかし今回の業者は外資系という事もあってか、そのような民間伝承の類には一切の興味がないらしい。

「ま、俺たちが考え込んでも何も変わらないわな」

　孝郎が至極まっとうな事を言った。

「まぁ、そうだな。おお、下条姉妹も帰ってきたぞ」

　兵衛の言う通り、藍留、朱璃の二人はようやくウィンドブレーカーを回収して、こちらへやって来る所だった。

「さぁティセさま。準備運動して海に入りましょう」

　相変わらず海相手にぱたぱたしていたティセの方へと振ふり返り、アイシャはそう声をかけた。

　さて、俺も……。

　そう思い浜はまから海の方へ視線を巡らせかけた広大は、あるものが視界の隅すみに飛び込んで来たのに気づきすぐに顔を戻もどす。
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「あ、あれ……？」

「どうしたのよ、広大」

　恵子が怪け訝げんな顔でそう尋たずねるが、広大は首を傾かしげたままだ。

　う～～ん、見み間ま違ちがいだったかな？

　浜はま辺べの側を通る道路。そこを走っていったリムジンのウィンドウから、身を乗り出すようにして外を見ている少女の姿を見かけたのだ。

　特とく徴ちよう的てきなオレンジ色の髪かみ。それはティセの妹、ティル・アウグストダスクに見えたのである。しかし広大が振り返った時には、リムジンの姿はもう無かった。どうやらちょっと先の駐ちゆう車しや場じようの所で曲がってしまったようだ。

「いや、何でもない」

　広大は恵子にそう言うと海の方へ向き直る。ウィンドウにしがみつくようにして身を乗り出し、外を見ているその姿は、まるで子犬そのものだった。いや、むしろ子犬を見間違えたのかも知れない。

　ティルの妹がこんな所に来ているはずが無いもんな。ましてやリムジンに乗ったりして……。

　ティルの契けい約やくパートナーの素性を知らない広大はそう考えていた。




「桜さくら子こ！」

　バスルームの方からティオの声が響ひびく。桜子はホテルの部屋に用意されていたサイドテーブルの上にノートパソコンをセットした後、持ってきた資料に目を通している最中だった。

「どう？　サイズは合うと思うけど」

「合う合わないよりも、これはいったい何よ!!」

　その声と共にティオ本人がバスルームから飛び出してくる。

「これ、あなたの学校の水着じゃないの!!」

「そうよ。去年の夏まで私が着ていたもの」

　その通りである。ティオが着ているのは、桜子の通う私立せんりょう台中学指定の競泳水着だ。まだ白のキャミソールのままの桜子は、競泳水着を着て出てきたティオを一いち瞥べつしてからそう言った。

「こんな格好のまま、海に出られるわけがないじゃないの!!」

　ティオは色をなしてそう桜子を怒ど鳴なりつけた。ホテルにチェックインした桜子とティオは、ひとまず荷物を片付け、水着に着き替がえて海に出る準備をしている所だった。

　ティオは自分の水着を持っていないが、桜子が用意してくれるというので、すっかりそれをあてにしていたのである。

　しかし出てきたのは、桜子が去年まで着ていた学校指定の競泳水着だったというわけだ。白い肌はだにグレイシルバーの髪、そして紺こん色いろのシンプルな競泳水着が醸かもし出すのは、何とも非日常的な雰ふん囲い気きである。

「名札は取って有るから大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

「そういう問題じゃないの！」

　ティオがそう言い返すと桜子はようやく立ち上がり近づいてくる。そして頭の上から足元までまじまじとティオを観察した後、やにわに水着の胸元へ指を引っ掛かける。

「きゃっ」

　小さく声をあげ身をよじって逃にげるティオに向かって、桜子は少し驚おどろいたように言う。

「あなた、胸何センチ？　ひょっとして私より大きい？」

「関係ないって言ってるでしょ！　とにかく学校の水着なんて着て出られないわよ！」

　ティオがそこまで水着に拘こだわるのは桜子としても意外だったようだ。

「私も今年使っている学校指定の水着持ってきたわよ」

　平然としてそう言う桜子に、今度はティオが呆あきれたような顔をしてみせる。

「桜子がそんなもの着て来たら、私、絶対に一いつ緒しよに歩かないから！」

　一向に機き嫌げんを直す気配のないティオに、桜子は嘆たん息そくしてから言った。

「分かったわ。少し余分に持ってきて有るから、下の売店で何か適当なの買いましょう」

「じゃあ桜子が適当にみつくろって買ってきてよ」

　少し拗すねたようにティオはそう言った。そんなティオに桜子は少し意地の悪い笑みを浮うかべて言う。

「でも私はあなたの好みは分からないからね。そうね、じゃあ店員さんに、十一歳さいの可愛かわいい妹に似合う水着をお願いしますって……」

　普ふ通つうに十一歳と言えば店員がどんな水着を出してくるかは容易に想像がつく。ティオはさすがに最後まで桜子に言わせなかった。

「行くわよ！　行けばいいんでしょ、行けば!!　着替えてくるから待ってなさい！」

　そう言ってバスルームに引っ込むティオを、桜子は笑って見送った。




「私と志し村むらはこちらの貸しバンガローの方で待機しております。何かありましたら携けい帯たいででもご連れん絡らくください」

　夏の陽射しの下でもきっちりと黒のスーツを身につけた村むら井いはそう言った。

「村井さんも志村さんもご一緒なさればいいのに……」

　さすがに静しず花かも申し訳なさそうな顔をする。しかし村井は微笑ほほえみ、答えた。

「いえいえ、私どもは仕事で来ておりますので。むしろバンガローで待機している時間が休きゆう憩けい時間です。帰りの運転が有りますのでアルコールは駄だ目めですが、志村くん共々、冷たいものでも飲んでのんびりやっております」

「そうですか……」

　すでにたんぽぽ色のワンピース水着に着替えていた静花はすまなそうに言った。

「ほら、ティルさんが待ってますよ。お気き遣づかいなく遊んで来てください」

　村井が頭を巡めぐらせた先には、静花とお揃そろいのたんぽぽ色の水着に着がえたティルがビーチボールを抱かかえ、手にした浮き輪わを頭の上で振ふり回し、砂すな浜はまの方から声を上げていた。

「静花～～！　早く早く!!」

　そんなティルに笑い返すと、静花は村井の方へ向き直って言う。

「それではお言葉に甘あまえさせていただきます」

　そしてちょこんと頭を下げてティルの方へ駆かけていった。村井はそんな静花を微笑みながら見送り、海の家代わりに借りた海辺のバンガローへと入っていく。

「お待たせ！」

　静花はティルの側に駆け寄るとそう声をかけた。




「赤いものも綺き麗れいですが、緑も綺麗です。どちらにするか迷ってしまいますね」

　ティセはそう言う。

「その年、初めてのかき氷は氷いちごだろう。やっぱり」

　兵衛は兵衛で妙みような拘りを見せる。一ひと頻しきり浜はま辺べで遊んだ広大たちは、浜辺のかき氷屋台の前でわいわいやっている最中だ。

「別にシロップの色が変わるだけで、味も大した違ちがいないだろう」

　孝郎は妙に醒さめた様子でそう言った。

「藍留はマイラッキーカラーで、ブルーハワイでいくっすヨ～～!!」

「朱璃はマイラッキーカラーで、氷イチゴでいくっスよ～～!!」

　下条姉妹は相変らずのテンションで盛り上がっている。

「そうだな、俺は……」

　屋台の上に翻ひるがえる紙製のメニューを見上げながら広大がそう言いかけた時だ。その背後でアイシャがこほんと一つ咳せき払ばらいをしてみせた。

「『すい』ですわ！」

　高らかにそう宣言する。振り返り呆あつ気けに取られた顔をする広大たちに、アイシャは立て板の水のごとくまくし立てる。

「かき氷は『すい』に始まり『すい』に終わります！　氷の味が素直に分かりますし、『すい』はシンプルな分、ごまかしが利きません！　シロップを使っているとはいえ、『すい』が美お味いしければ、他の味も良い品質のものを使っていると思って構いません!!」

「……お嬢じようちゃん、通だねぇ」

　かき氷屋台の親父が、感心したような呆あきれたような、微び妙みような笑みを日焼けした顔に浮うかべる。

　ちなみに『すい』は水に砂糖を溶とかして煮に詰つめた蜜みつをかけただけのもの。最近ではガムシロップで代用される事もある。地方によっては『砂糖すい』『みぞれ』『せんじ』等とも呼ばれるという話だ。

「……あんた、初めてのラーメン屋に入る時は、塩ラーメンから注文するタイプだったのね」

　げんなりとした顔でそう言う恵子に、アイシャは澄すました表情で答える。

「ラーメン屋はともかく、お寿す司しは卵焼きから入りますわ」

　そういうアイシャをきょとんとして眺ながめていた孝郎だが、我に返るとかき氷屋台の親父に向かって威い勢せいよく声を上げる。

「よし、俺は『すい』で!!」

「あいよ！」

　かき氷屋台の親父も威勢よくそう答え、早速、氷を削けずり始める。

「分かりました」

　ティセもアイシャにそう言うとかき氷屋台の親父に向かって注文する。

「宇治金時というものをください」

「お、お嬢ちゃん。外国の人にしては渋しぶいね」

「ティセさま～～！」

　さんざん『すい』を勧すすめたのに、あっさり宇治金時を選せん択たくしてしまったティセに、アイシャは泣き顔になる。

「でもせっかくですから、みんなで違うものを注文した方が良いと思います。それに宇治金時というものは、たくさん載っていて何か凄すごそうです」

「おお、凄いよ。お嬢ちゃん」

　屋台の親父がそう請うけ合う。

「そうだな。じゃあ俺はメロンで」

　広大もティセの言うとおり誰も頼たのんでいないものにする。

「じゃあ私はレモンで。藍あおと朱あかは、ブルハとイチゴでいいのね」

「ＯＫすよ!!」

　戦隊ヒーローもののような呼ばれ方をしたにも拘かかわらず、藍留と朱璃姉妹は声を合せて恵子に答えた。

「ううむ、困ったな。これは氷イチゴを頼み辛づらくなったぞ」

　兵衛はくそまじめに四角い顔に苦く悩のうを浮かべる。

「じゃあ兄ちゃん、コンデンスミルクをかけてやろうか？　イチゴミルクならいいだろう」

　かき氷屋台の親父にそう言われて兵衛は力強く肯うなずく。

「うむ、それで行こう。今年から高校生だし、ここはイチゴミルクにレベルアップだ」

　何がどうしてイチゴミルクにレベルアップになるのかは分からないが、とにかく兵衛自身も納得したらしい。

　最後にアイシャが嘆たん息そくしながら注文しようとするが、もう他に違うメニューは無い。

「『すい』で」

　やむなくそう注文すると、先にかき氷を受け取っていた孝郎が無む闇やみに盛り上がる。

「お、お揃そろいだ!!」

「そうですわね」

　アイシャはつれない態度だが、孝郎はそれなりに満足のようだ。

　全員がかき氷を受け取り、これからの予定をどうするかわいわい騒さわぎ始めた頃ころだ。宇治金時をちまちま削り取るようにして食べていたティセが、何かに気づいたようで、じっととある方向を見つめ始めた。そして広大の方へ顔を向け、視線が合うと、無言のまま皆みなの周囲から離はなれる。

　ティセ？　声をかけようかと思った広大だが、様子が変である事に気づいて、言葉を飲み込む。ティセは少し離れた人気のない所で広大の方へ振ふり返り、他の皆が気づいてないことを確認すると一つうなずく。そして次の瞬しゆん間かん、ティセの姿はかき消えた。

　量子ブラインド!?　しかし今のティセの仕草は付いてきてと言ってるかのように見えた。

「……広大」

　小声で囁ささやくアイシャも、ティセの様子には気づいていたようだ。広大はアイシャに肯くとみんなに言った。

「ティセがいないみたいだ。ちょっと捜さがしてくる」

「トイレじゃないっすか？」

　そう言う藍留にアイシャが答えた。

「そうかも知れませんわね。私も行ってみましょう」

　そして広大は波打ち際の方へ、アイシャはティセが姿を消した、陸地の方へ向かう。ばらばらの方向へ行ったので、孝郎や藍留たちも特に不審には思わなかったようだ。少し離はなれてアイシャは恵子へ肯きかける。

　一時、その意図を計りかねていた恵子だが、黙もつ考こうの後ようやく気づいたようで、残りのかき氷を一気に片付け、つ～～んと頭に来る刺し激げきに耐たえながら藍留たちに言う。

「あ～～、私もトイレ」

　そう言うとアイシャを追いかけていった。

　ティセが消えた場所は分かる。一いつ旦たん、波打ち際へ向かった広大は、孝郎や藍留たちが気づいてないのを確認してから、また浜はまの方へ向かう。

　ティセがいなくなった海の家の裏辺りに来た途と端たん、突とつ然ぜん、見えない何かに手を掴つかまれた。

「広大、こちらです」

　量子ブラインドに引き込まれた広大の前に、ティセとアイシャ、そして恵子の姿が現れる。周囲の様子はほとんど変わらないのに、自分も含ふくめたこの四人だけが周りから見えてないのは、やはり不思議な感覚である。

「どうしたんだよ、ティセ」

　そう問う広大の声も周囲には聞こえないはずだ。ティセは広大のその問いには答えず、ある方向一点をずっと凝ぎよう視ししたままだ。そして思い出したように残りの宇治金時をしゃくり、空になったカップをゴミ箱に捨ててから、おもむろに言った。

「見てください」

　ティセが指さす先には、たんぽぽ色の水着を着た二人の女の子がいた。波打ち際でじゃれ合うように遊んでいる。

　歳としの頃合いは二人とも小学校高学年か中学生か。そんな所だ。一人は日本人、如い何かにもはかなげな雰ふん囲い気きの少女。そしてもう一人はいやが上にも目に付くオレンジ色の髪かみ。

「ティル？」

　声が聞こえないと分かっていても、大声でその名を呼びかけた広大は、慌あわてて口を押おさえる。

「はい、ティルです。私の妹です。アウグストダスクです」

　ティセは満足そうに両手をぱたぱたさせて言った。

「じゃあ一いつ緒しよに遊んでいる女の子が契けい約やくパートナー？」

　恵子にそう尋たずねられてもアイシャは首を傾かしげる事しか出来ない。

「まだそうとは断言できませんが……。でも仲は良さそうですね」

　確かにアイシャの言うとおり、ティルとその女の子は仲良く遊んでいる。

　どうしたものかと困こん惑わくする広大に構わず、ティセはとたとたとティルの方へ歩み寄っていく。ティセが展開している量子ブラインドから外れない為ためには広大も付いていくしかない。

　やがてティルとそのパートナーらしい女の子の会話が聞き取れる距きよ離りになる。しかしこれ以上、近づくのは危険だ。周囲には他にもたくさんの海水浴客がいる。中には他の海水浴客の迷めい惑わくを顧かえりみず、ビーチサッカーに夢中になってる若者グループもいるのだ。それに量子ブラインドは雨や波しぶきがかかると、すぐにそれと分かってしまうのである。

「ティル、のど渇かわかない？　何か飲み物貰もらってこようか」

　女の子がそう尋ねると、ティルも屈くつ託たくなく答える。

「うん、飲む飲む！」

「じゃあここで待ってて。すぐ帰ってくるからどこか行っちゃ駄だ目めよ」

　こうして会話を盗ぬすみ聞きしている分には、ごく普ふ通つうの友達同士のようにしか見えない。女の子は浜はま辺べを駆かけ上がり、ビーチサッカーをやっている若者グループに迷惑そうな視線を送りながら、道路脇わきにある貸しバンガローに向かう。その車庫にリムジンが停められている所を見ると、さっき広大が見たのは間ま違ちがいではなかったようだ。

　さて問題はどう話しかけるか。ここでは人が多すぎる。しかしティセは何か考えがあるようだ。ティルの足元に転がっている浮うき輪わやビーチボールに目を留めると言った。

「『モーニングデュー』お願いします。あの円えん環かん状の物体を、あちらの岩場まで飛ばして下さい」

　円環状の物体とは、この場合、浮き輪の事だ。ティセの髪をまとめていた銀色のリボンが、まるで水銀のようにするりとその手の所へ流れ落ちる。これがティセのアペンディックス『モーニングデュー』。リボン状の金属生命体で多少の知性を持ち、そしてある程度は伸のび縮ちぢみ可能だ。それに落ちてくるコンクリートの塊かたまりを受け止めるくらいのパワーが有る事は、広大も恵子も承知している。

『モーニングデュー』はティルが目を離はなした隙すきに、ティセの手首から音もなく空中へ伸び、浮き輪に巻きつくとそれを人気のない岩場の方へと投げ飛ばす。

「あ!?」

　自分の頭上を飛び越こえていく浮き輪にティルは思わず声を上げ、そして反射的にそれを追いかけていった。

「行きましょう」

　ティセは広大たちにそう言った。




「そんなに風も無いのに、どうしてここまで飛んだんだろう」

　ティルはぶつくさとそう言うものの、その原因については余り深く考えていない。岩場まで飛んで引っかかってる浮き輪に手を伸ばそうとしたその時だ。

「はい、これだろ」

　横からいきなり男性の声と共に手が伸び、岩に引っかかっていた浮き輪を取ってくれた。

「有り難う、お兄ちゃ……」

　浮き輪を取ってくれた高校生くらいの、眼鏡をかけた長身の少年にそう御お礼れいを言おうとしたティルだが、途と中ちゆうでその言葉を飲み込んでしまった。

　この人……!?

　慌てて振ふり返ると、背後には案の定、彼女がいた。

「ティル。元気そうで何よりです」

　片手を差し伸べるようにする、いつもの仕草でティセ・グロリアスドーンがそう言った。

「お、お、お姉ちゃん!!」

　ティルはしかし挨あい拶さつを返すことは無く、咄とつ嗟さに後へ飛び退のきティセと距離を取り、そして叫さけんだ。

「ローチングサテライト！　アウグストダスク!!」

　ティルが左手を振り抜ぬくと同時に、空中へクラブ形の閃せん光こうが走り、それが消えた後には巨きよ大だいなハンマーが現れる。もっとも巨大なハンマーと言っても、玩具おもちやのピコピコハンマーのようなユーモラスな形状だ。それを小こ柄がらなティルが背負うように構えると、余計にその印象が強くなる。

「なにしに来たんだよ!!」

「海辺でちゃぷちゃぷしに来ました」

「ちゃぷちゃぷ？」

　その答えにティルも怪け訝げんな顔をする。

「海水浴ですわ。アウグストダスク」

　頃ころ合あいを見計らっていたアイシャと恵子も岩場の陰かげから姿を現す。しかしティルはまだ警けい戒かい心しんを持っているようだ。

「静花との契けい約やくは解除しないからね!!」

「静花というのですか、先程の人は」

　思わず名前を口にしてしまって、ティルはしまったという顔をする。

「静花は悪い子じゃないもん!!　私も静花の側にいたいんだもん!!」

　そしてこの前と同じように、手にしたハンマーを振り回し始める。

「静花はティルの友達なんだよ！」

　慌あわててハンマーから身を避よけながら広大はティセに向かって言った。

「なぁ、ティセ。さっきの子なら……」

「そうですね」

　やはりとたとたとハンマーから逃にげ回りながらティセは肯うなずき、そしてティルの方へ向き直ると改めて言った。

「ティル。私は別に、あなたの契約を解除するために来たわけではありませんよ」

「本当？」

　ハンマーを振り回す手を止めて、ティルはそう聞き返す。

「はい。お姉ちゃんはティルを信じたいと思います。先程の人がティルのパートナーなら問題はないと思います」

　しかしティセがそう言ってもティルは即そく座ざには信じられぬらしい。ハンマーを抱かかえるように構え直しながら、数歩ティセの方へ歩みより、少しだけ自分より長身の姉を上目遣いに窺うかがうように繰くり返し尋たずねる。

「本当に本当？」

「本当に本当です」

　両手をぱたぱたさせながらティセは答える。

「本当に本当に本当？」

「本当に本当に本当です」

　さらに力強く両手をぱたぱたさせるティセである。

「頭、悪くなりそうな会話やめなさいよ」

　さすがの恵子も呆あきれた顔でそう言った。

「う～～」

　ティルはまだ納得がいかない様子で、その場を右に左にうろうろしはじめる。その光景に広大はあるものを連想せざるを得ない。

「なんかなぁ、この前も思ったんだけど……」

「そうね。私もそう思う」

　恵子も広大と同じ印象を持っているようだ。怪訝な顔で二人を見ているアイシャに向かって広大と恵子は声を揃そろえて言った。

「犬っぽいよな、あの子」

「それも頭の悪い子犬」

「そ、それはまぁ……」

　ひきつった笑いを浮うかべたものの、それ以上はフォローも出来ないアイシャであった。

「う～～ん、う～～ん、う～～ん」

　まだ決心のつかない様子のティルに、ティセは片手を差し伸のべるようにして言う。

「お姉ちゃんはティルを信じます。何があっても信じます。二度とあのような事はしません。その結果、どういう事になっても……」

「お姉ちゃん？」

　それが何を意味しているのか広大と恵子には分からない。どうやらアイシャも全ての事情を知っているわけでもなさそうだ。しかしティルにはそれで充じゆう分ぶんだったようだ。真正面から姉の碧あおい瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「お姉ちゃんはティルも、ティオも信じます。それだけです」

　自分も信じてほしい。しかしティセはそうは言わなかった。ただ一方的に、自分は妹を信じると言っただけ。

「う～～ん」

　それでもティルはハンマーを抱えたままで考え込んでいる。そんな妹の様子を見ていたティセの表情に、広大の気のせいだろうか、一いつ瞬しゆん、寂さびしげな影がさしたような気がした。

「お姉ちゃんは……」

　そう言いかけた時だ。ティルがパッと顔を輝かがやかせ、ティセに向かって言った。

「静花を紹しよう介かいする！」

　そしてティセの答えを待たずに先程いた波打ち際の方へ駆かけ出して行く。その妹の後ろ姿に向かってティセは言った。

「ティル。量子ブラインドから出ます。サテライトは収容した方がいいと思います」

「あ、いけない」

　ティルがそういうと同時にハンマーは光に包まれて消えていった。

「あわてんぼうですね」

　妹の後ろ姿を見てそうつぶやくティセの面からは、先程、広大が見た気がした寂しげな影は消え、どこかしら満足げな笑みが浮かんでいるようにも思えた。




「結構、人が出てるわね」

　海水浴場に出て来た桜子は周囲を見回してそうつぶやく。

「暇ひまよね、人間て」

「付き合って来てるあなたもね」

　そう言う桜子に、ティオは言い返す。

「私は、別に……。あなたがこの浜はまに用事があるって言うから」

　買ったばかりの白の水着に身を包んだティオに、振ふり返った桜子は言った。

「まぁ、今日は少し羽を伸ばしましょう。明日の昼は天気悪くなりそうだから、遊泳禁止になるかもしれないし」

「そうね、桜子がそう言うなら……」

　余り強い日ざしは苦手なのか、ティオは肩かたからタオルをかけた格好で答えた。

　波打ち際に向かう二人に、主に若い男性の視線が集中するが、その誰もが桜子十四歳さい、ティオ十一歳とは思ってはいまい。高校生どころか女子大生か社会人と見えても不思議はないところだ。それだけ桜子もティオも大人びたプロポーションなのである。

　適当な所にレジャーマットを敷しき、腰こしを下ろそうとした桜子だが、視界の隅すみに入ったその光景に眉まゆをひそめる。桜子の視線を追いかけたティオは、にんまりと笑い、そしてその耳へと囁ささやきかけた。

「どうする。やっちゃう？」

　ティオがそう言うのは、砂すな浜はまの真ん中でビーチサッカーに興じてる若者のグループだ。男女合せて五、六人だろうか。未成年のように見えるが、その中の数人は咥くわえタバコという有り様である。無論、海水浴場は禁きん煙えんだ。

　若者グループは周囲の迷めい惑わくも構わず、砂を蹴け立たててボールを追いかけている。砂を飛ばされ、ボールをぶつけられた海水浴客が、若者たちに非難の視線を浴びせても、彼らは一向に気にするどころか、逆に睨にらみ返す有り様だ。

　さすがに見かねたのか監かん視し員いんが歩みより注意しても、その場は頭を下げてみせるだけ。監視員がいなくなった途と端たん、また同じことを繰くり返し始める。他の海水浴客の方が、場所を移動するほどである。

「そうね……」

　レジャーシートに座り、そちらへ視線を送っていた桜子がそう言った時だ。ボールを追っていた若者の一人が、小学生低学年くらいの男の子と勢いよく激げき突とつした。

　その様に桜子はハッとして立ち上がる。幸い下が砂であった為ためか、男の子には怪け我がはなかったようだ。しかし家族の為に買ってきたのだろう。手にしていた焼きそばやかき氷が砂の上に散乱した。男の子はそれを目にした途端、ワッと火がついたように泣き始めた。

　痛くて泣いたわけではない。家族の為に買ってきた食べ物が無残に散乱したのが悲しかったのだろう。桜子にはそれがよく分かった。そしてその原因を作った若者が、男の子に投げかけた言葉が桜子を怒おこらせた。

「泣くんじゃねーよ。お前、男だろ!!」

　確かにそう言われても仕方のない状じよう況きようだ。しかしそうなる原因を作った本人が言っていい言葉ではない。ましてや若者は倒たおれた男の子を助け起こすでもなく、周囲の迷惑を顧かえりみずボールを追いかけているのである。

「ティオ、あそこにある物。持ってきて。飛んじゃ駄だ目めよ」

　桜子が視線を送った先にある物を確認してティオは肯うなずいた。

「うふふ、面白くなりそう」

　含ふくみ笑わらいと共にティオがそちらへ駆かけ出そうとした時だ。やにわに声が響ひびく。

「謝ったらどうですか！」

　凛りんとした響きのある女の子の声だ。桜子が視線を戻もどすと、小学校高学年か中学生くらいの女の子が、倒れた男の子を助け起こそうとしている。今の言葉はその女の子のもののようだ。足元に水すい筒とうが投げ出してある事から察して、その女の子も海水浴客のようだ。

「子供じゃないんですから、迷惑をかけたら謝る事くらいできないんですか!!」

　たんぽぽ色の水着を着た女の子は、小さな身体からは信じられぬほどよく通る声で、その若者たちを叱しつ責せきしている。

　桜子はティオにいそいでそれを取りに行くよう、視線で指示すると女の子の元へ駆け寄った。




「あ～～!?」

　男の子にぶつかった若者が、静花に向かってそう凄すごんで見せる。しかしその態度はむしろ静花を余計に奮い立たせる。

「謝ったらどうですか。子供にぶつかっておいて、その態度はなんですか！」

「どうしたんだよ」

　若者の仲間たちが駆け寄り、静花を取り囲む。その中には女性もいるが、みな静花よりも背が高く、完全に周囲からはシャットアウトされた形になってしまった。だがそれでも静花は物もの怖おじする事なく、原因を作った若者へと詰つめ寄る。

「さっきから他の皆みなさんが迷惑してるじゃ有りませんか」

「関係ねえじゃん」

　若者の一人が吐はき捨てるようにそう言った。

「なに、お前。そのガキの姉貴？」

　ぶつかられた男の子は、若者たちの後で縮こまっている。その男の子を肩ごしに一いち瞥べつしてから、咥えタバコの若者が静花にそう尋たずねた。

「いえ、たまたま通りかかっただけです」

「だったら関係ないじゃん。なぁ」

「ああ」

　そう言って若者たちは笑い合った。

「そいつがちょこまかしてるのがいけねんだろ？　だったら……」

　そう言う若者の肩かたをちょんと突つくものが居た。監視員でも来たのかと振ふり返るが、その瞬しゆん間かんに咥くわえていたタバコをひょいとつまみ上げられた。

「てめえ……！」

　後にいたのは黒くろ髪かみの少女。長身という事もあり、静花には妙みように彼女が大人びて見えた。

「関係ないんでしょ？」

　少女はそう言うとつまみ上げたタバコを、その若者の頬ほおに押おしつける。慌あわてて飛び退のいた若者に、少女は続けて言った。

「ちょこまかしているのがいけないのよ。そうなんでしょ？」

「な、なんだ。こいつ……」

　歳としの割にはふてぶてしいくらいの威い圧あつ感を纏まとうその少女に、若者たちは少なからず当とう惑わくしているようだ。

「けっ。白けたな」

　一人がそう吐き捨てるように言った。

「行こうぜ、あっちの岬みさきに……」

「桜子、これ」

　その時だ。ペルシャ猫ねこのようなグレイシルバーの髪かみをしたもう一人の少女が駆け寄り、桜子と呼んだ最初に現れた少女にそれを渡わたす。

「有り難う、ティオ」

　桜子が受け取ったのは、浜はま辺べの駐ちゆう車しや場じようにあったコーン同士をつないで柵さくにしている、塩化ビニール製の赤い中空のパイプだ。そして桜子は後退りを始めた若者たちに向かって、ビニールパイプを正眼に構えてまた言う。

「関係ないんでしょ。あなたたちには……。だから私も好きにやらせてもらうわ」

「おいおい、てめえ。俺らが大人しく下した手てに出てるからって調子こいてるんじゃねえだろうな」

　若者の一人が凄みを利かせて桜子に向かって歩み寄る。

「ガキだからって容よう赦しやは……」

　言い終えるより前に赤いパイプが空を引き裂さき若者の肩へと打ちつけられる。柔やわらかいパイプとは言え、いやそれだからこそ打ちつけられた瞬間、鞭むちのようにしなり、肩ばかりか背中も強したたかに叩たたく。若者はだらしなく悲鳴を上げて後退った。

「この野や郎ろう！」

　二人が同時に桜子へ殴なぐりかかろうとする。しかし桜子はさっと身をかわしてさらにパイプを振るった。今度は顔面と頭部に直ちよく撃げき。思わず身を屈かがめる若者たちに、更さらに桜子のパイプが容赦なく襲おそいかかる。

「ちょ、止め……。止め……」

　若者たちはだらしなく悲鳴を上げながらうずくまるだけだ。

「あらあら、詰つまらない連中ね」

　桜子にパイプを持ってきたティオという少女が、静花の脇わきに来て、状じよう況きようを楽しんでいるかのようにそう言った。

　グレイシルバーの髪、そして金色の瞳。どこかしら人間離ばなれした印象に、静花は何か引っかかるものを感じていた。

「おい、てめえ。なに調子ぶっこいてんだよ、おい！　聞いてんのかよ!!」

　打うち据すえられている若者と一いつ緒しよにいた女たちが桜子に詰め寄る。しかし桜子は彼女たちにも薄うすい笑みを浮うかべパイプを構え直す。

「女だから、殴られないと思ってるでしょう？」

「な、なに言ってんの。こいつ！」

　慌てる女たちに構わず桜子は続けた。

「関係ないんでしょ？」

　赤いパイプが宙を裂く。そしてそれは女たちの太ふと股ももに叩きつけられた。女たちも悲鳴を上げて砂すな浜はまに転がる。

「顔を狙ねらわなかっただけでも有り難いと思いなさい」

「てめえ！　訴うつたえてやる！　訴えてやるぞ!!」

　うずくまっていた若者の一人が顔を上げ、桜子を睨にらみ付けながら呻うめくようにそう言った。しかし桜子はそんな若者を平然として見下ろし、その眼前にパイプの先せん端たんを突き付けて答える。

「あらそう。じゃあもう少しサービスしてやらないと」

　そしてそのままパイプの先端を砂の中へズブッと差し込む。

「今のままじゃ過か剰じよう防衛は成り立たないかも知れないわね。目の片方でも潰つぶしておいてあげましょうか？」

　そう言われた若者は、ひぃっと情けない悲鳴を上げて転がるように桜子から離れる。そして仲間たちと一緒に我先にと逃にげ出したのである。

「本当、下らない連中……」

　そう言う割りにはティオは妙に楽しそうだった。

「あ、あの有り難うございます」

「有り難うございます」

　我に返った静花がそう礼を言うと、事の原因を作った男の子も立ち上がり頭を下げる。しかし桜子はそっぽを向いたままで答えるだけだ。

「あなたたちが御お礼れいを言う必要は無いわ。私はあいつらが目障りだっただけ。あなたたちが絡からまれなくても、叩きのめしていたでしょうね」

　そして桜子は静花の方へ視線を戻もどして続けた。

「あなたのやった事は正しいわ。でもね、正しいだけじゃ何の意味もないのよ。正しいことをやろうとしたら、相応の力は必要になるわ。それを弁わきまえておかないと、何の意味もないの……」

　しかしそれはむしろ桜子が自分自身へ言い聞かせているかのようでもあった。

　ようやく男の子の家族が、騒さわぎを聞きつけて駆かけつけてきた。父、母、そして兄弟の四人。男の子は心配そうな顔の家族の元へ駆け寄り、そして桜子たちの方へ振ふり返り、自分を助けてくれたと説明しているようだ。家族は、特にティオの外見にぎょっとしたようだが、笑顔で深々と頭を下げて、さらに礼を言おうと歩み寄ろうとして来る。

　しかし桜子はそんな家族に軽く会え釈しやくしただけで、面めん倒どうくさそうに手を振ると、そのまま背中を向けて歩み去ろうとする。

　……あら、この人。

　静花はそんな桜子の横顔に何か自分と似たものを感じていた。

「照れくさいんでしょう？」

「うるさいわよ、ティオ！」

　横顔を覗のぞき込むティオを、桜子はそう叱しつ責せきする。

「あ、あの……。他にご予定がなければ、私たちとご一緒できませんか？」

　静花は放り出して有った水すい筒とうを取り上げ、桜子とティオの前に回り込み、思いきってそう言ってみた。そんな静花を一時、訝いぶかしげに見ていたティオは、やにわに笑い始めると桜子へと向き直る。

「あはは、ナンパされちゃった」

「ティオ、子供をからかうんじゃないの！」

　そんな二人のやり取りに静花は少し頬ほおを赤くしながらも慌あわてて続ける。

「い、いえ。そんなんじゃありません。私も友達と二人だけで来ているものですから。遊ぶならたくさんの方がいいと思って」

「友達？」

「はい」

　桜子に問われて静花は周囲を見回してティルの姿を捜さがす。しかし視界のどこにもティルの姿はない。

「あ、あれ？　どこに行ったのかな」

「私たちは……」

　桜子がそう言いかけた時だ。突とつ然ぜん、背後から男の声が響ひびく。

「桜子か？」

　聞き慣れた声に桜子は振り返る事はせず、手に持ったままのパイプを静花の手に押おし込むと言った。

「御ご免めんなさい。これ戻しておいて。ティオ、行くわよ」

「え、なになに？」

　桜子は足を速めてそのまま海の家の間に姿を隠かくしてしまった。




「ティオ、量子ブラインド！」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、周囲の景色がデジタルノイズでもかかったかのようにざらつく。それが量子ブラインドが展開された証明だ。

「なによ、一体？」

　言われるままに量子ブラインドを展開したはいいが、事情の分からぬティオは唇くちびるを尖とがらせてみせる。

「親しん戚せきよ。あの声。今、見られるとまずいわ」

　足を止め、海の家の陰かげから砂すな浜はまの方を見やりながら桜子は答えた。

「いいんじゃないの。親戚くらいなら」

「今はまずいのよ、今は……」

　そう、あの声は兵衛。親戚の先場兵衛だ。確かに兵衛一人なら隠れる事も無い。しかし問題は広大が兵衛と同じ高校に通っているという事なのだ。

　もしかしたら一いつ緒しよに来ている？

　また顔を合せるとややこしい事になりそうだ。そう考え桜子は姿を隠したのである。

「どうするのよ、このまま隠れてるつもり？」

　不ふ機き嫌げんそうなティオに、桜子は頭を巡めぐらせて言った。

「そうね。じゃあ先にあっちを片付けちゃいましょう。その間にあの親戚もいなくなるかも知れないし……」

　そう言って桜子が視線を向けた先には、つむじ岬みさきがあった。




「はぁ、格好いい人だったな……」

　思わずそんな言葉が口をついて出て静花は思わず赤くなる。高校生、いや女子大生かＯＬだろう。静花は桜子とティオの年ねん齢れいをそう予想していた。

　自分も高校生になれば、桜子の足元くらいには追いつくだろうか。

「プロポーションも良かったしなあ」

　今の自分と桜子、ティオを頭の中で比ひ較かくして、げんなりとそうつぶやく静花であった。

　それにしても……。静花が気になるのは、ティオの事だ。グレイシルバーの髪かみに金色の瞳ひとみ。うまく言えないがどこか人間離ばなれした印象が有る。

　さらに言うならその名前だ。

　ティオ……？　ティルという名前とどこか似ている。以前、ティルが話していた姉。それがさっきのティオなのでは……？

　静花がそんな想像を巡らせていた時だ。やにわにティルの声が響く。

「静花!!」

　砂浜を駆かけてきたティルは、主人にじゃれつく子犬のように、静花の手を取る。

「どこに行っていたの、ティル。それに砂浜を走っちゃ危ないわよ」

「うん、分かった。分かったから、こっち来て。大変なんだよ、大変！」

「大変？」

　大変というにはティルの表情には緊きん張ちよう感がない。むしろ大喜びという感じである。

「あのね、お姉ちゃんが静花と会いたいって！　別に静花との契けい約やくを解除するつもりはないんだって!!」

「ちょっと、ティル！　そう言うことは大声で言わない方が……」

　幸い周囲には二人の会話に耳を澄すませている人間はいないようだ。ホッと胸をなで下ろして静花は続けて尋たずねた。

「お姉ちゃん？」

「うん、お姉ちゃんも海水浴に来ていたんだって!!　それで静花と会いたいって……」

　ひょっとしてまさか、さっきの人が……。

　静花は思わぬ偶ぐう然ぜんに胸を高鳴らせていた。




「どうした、兵衛？」

「いやな、あっちに親戚に似た子がいたんだが。どうも気のせいだったようだな」

　そう言う割りには納得できないのか、兵衛はまだ首を傾かしげている。

「ふ～～ん、見み間ま違ちがいか。ところで広大たちは見つかったか？」

「いや、そっちはどうだ？」

　聞かれた孝郎も首を振ふる。

「いや、下条姉妹が民宿に電話いれたけど、連れん絡らくは来てないとさ」

「泳いでいたから、携けい帯たいも持ってなかったしなあ」

　兵衛はそう言いため息をついた。




「姉です」

「お姉ちゃんだよ」

「はぁ……」

　そう言ってティルから紹しよう介かいされた姉グロリアスドーンに、静花は落らく胆たんとも苦笑ともつかぬ笑みを洩もらしていた。残念というわけではないが、ティルの姉はティオではなく、赤みのかかった金きん髪ぱつを持つ、小こ柄がらな少女だったのである。見た目はさしてティルと変わりない年齢のようだ。

　ティセと呼んで欲しいとティルの姉グロリアスドーンは言った。

「妹がお世話になっております。姉として御お礼れいを申し上げます」

　丁てい寧ねいにそう挨あい拶さつするが、なぜかその表情はほとんど変わらない。表情に変化がない代だい償しようというわけでもないのだろうが、両手を時に忙せわしなく、時にゆったりとぱたぱたさせる癖くせがあるようだ。

　そんな事もあってか、静花はティセにカナリアや手乗り文鳥、あるいはおかめインコのような愛あい玩がん鳥類のような印象を持っていた。

「それから私がティセさまにお仕え……、いえティセさまのお友達のノーブルウィンドです。クラスは三本衝角ナイト。そしてこちらが私のパートナーの高たか科しな恵子ですわ」

「はい、よろしくお願いいたします」

「そんな硬かたくならなくてもいいって」

　恵子はざっくばらんにそう言った。

「で、俺がティセのパートナーの大おお空ぞら広大」

「は、はい……」

　少したじろいだような静花の反応を広大は訝いぶかる。

　うわ、男の人だ……。

　考えてみれば静花の周囲にいる男性は、ほとんどが大人。ずっと女子校に通っている事もあり、同年代の男性の知り合いはいない。塾じゆくや各種講習で同席する男性は居ても、ほとんど会話すらした事が無い。話すといっても勉強の事か、あるいは先程のように何か注意する時か。せいぜいそんなものだけだったのである。

　考えてみれば自分と大して歳としの違ちがわない男性と、プライベートでそれも親しく会話をするのは、ほとんど初めてといってもいいのだ。

　ど、どうしよう……？

「ん、どうかした。静花？」

　そんな静花の顔を覗のぞき込んでティルが尋ねるが答えようが無い。

「まぁそんなわけでティセも、君をティルのパートナーとして認めるようだし、これからも何かあったらちょくちょく連絡取り合おうよ」

　妙みような雰ふん囲い気きの静花に当とう惑わくしながらも広大はそう言うが、横からすかさず恵子が茶々をいれる。

「あら～～、なんかナチュラルにナンパしようとしてない？　あんたロリもＯＫなの？」

「ちょっと、俺は別に……」

　そう言いかけた広大を遮さえぎるように静花は声を上げる。

「ナ、ナ、ナンパなんて。そんないけません!!」

　言ってから頬ほおが火傷しそうに熱くなっていくのを感じる静花だ。初めて見せる静花のそんな態度にティルはぽかんとするばかり。

「ユニークな方ですね」

　ティセはティセで、のんびりと両手をぱたぱたさせるだけである。

　そこでようやく恵子とアイシャは、広大がティルを乗せたリムジンを見たと話していた事を思い出した。ティルが静花を呼びに言っている間に説明していたのである。

　なるほどと納得した二人は視線で合図すると、先にアイシャが静花に向かって言った。

「さぁ、積もる話もあるでしょうが、今日はアウグストダスクとご一いつ緒しよに遊びに来たのですから、存分に楽しんでください」

「そ、そうですか」

　ようやくこの状じよう況きようから解放されそうだと悟さとった静花はホッとしたようにそう言った。

「はい、私たちはこの先の民宿に泊とまってますので、何かあったらアウグストダスク経由でご連絡いたします」

「あ、それだったら俺の携帯番号かメルアドでも……」

　男の人の携帯番号＆メルアド……！

「い、い、いえ。そんな、申し訳有りませんわ……!!」

　その単語だけでも静花の頭の中は真っ白になってしまう。しかしそんな空気を読めない広大に、恵子が密かに肘ひじ打ちを食らわせたため、その試みは失敗に終わってしまった。

「じゃあ浜はま辺べの方へ戻もどりましょうか」

　そう言いながらアイシャはティルと静花を伴ともない、広大と恵子とティセの先を歩き始める。

「なんだよ、一体？」

　恵子とアイシャの反応が分からない広大は、声を潜ひそめてそう抗こう議ぎする。

「まだ分かんないの？　あの子、箱はこ入いり娘むすめよ。男性に免めん疫えきないっぽいわね」

「そうなの？　でも今時、そんな箱入り娘なんて、それこそゲームやアニメくらいしか……」

「いるところにはいるのよ！」

　恵子は妙に自信たっぷりにそう言った。

「でも良かったです」

　両手をぱたぱたさせ、ティルと静花の後ろ姿を見つめ、ティセは言った。
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「あの人がティルのパートナーで本当に良かったです」

　そう言うティセの表情はいつもと変わりない。しかし広大にはそこに慈いつくしみにあふれた笑みが浮うかんでいるように思えた。




　案の定、つむじ岬みさきの周囲には立ち入り禁止のロープが張はり巡めぐらせて有った。

「こっちからじゃ入れないわね」

「なによ、ここ。つまんない所ね」

　桜子についてきたものの、岬に面した砂すな浜はまを見て回る事に飽あきたのか、ティオが不服そうに言った。

「まぁ、ここは面白くないけど。面白いのは……」

　そう言って桜子は岬の上の方を見上げる。

「あそこにある……」

「おやおや、お嬢じようさん方」

　やにわに二人の背後から声をかけるものがいた。桜子は振ふり返り反射的に身構える。そこには対照的な風体の二人の男性が居た。一人は炎えん天てん下かというのに、スーツのボタンをしっかり留めネクタイも締しめた太った中年男性。もう一人は作務衣とも着流しともつかぬ妙な服装で、いつ櫛くしをいれたのか分からぬざんばら髪がみのやせこけた若い男。中年男性の方はいかにもサラリーマン風だが、一方のざんばら髪の方は、まるで時代劇に出てくる斬きられ役の浪ろう人にんのようだ。

「申し訳有りませんが、こちらの土地は関係者以外立ち入り禁止になっております。それに遊泳禁止区域ですから、泳ぐのでしたらあちらの方で」

　サラリーマン風の男はそう言うが、言葉に妙なイントネーションが有る。どうやら外国人のようだ。

「土地の買収はまだ済んでいないと聞いたけど？」

　タクシーの運転手に確認した話を振ってみる。すると今までは慇いん懃ぎんだったサラリーマン風の男の態度が豹ひよう変へんした。

「ほぉ、地元の人間ですか。あなた？」

　そう言って桜子とティオをねめつける。中年独特の嫌いやらしさというものだろうか。先程の若者たちに凄すごまれても平然としていた桜子だが、この男の視線には無意識のうちに後あと退じさってしまう。

　気を取り直して桜子は男たちに言った。

「いえ、この上に有るという祠ほこらに興味があるだけです」

「ほお、それは良かった」

　男の態度が急変、もとの慇懃な態度に変わる。

「学生さんですか、勉強熱心で良い事です。しかし祠には行けませんよ。周囲は立ち入り禁止になってますからね」

「そうですか。残念です。それでは他を当たる事にします」

　そして桜子は黒くろ髪かみをなびかせて二人に背を向ける。

「なによ、あいつら……」

　無言で桜子と男のやり取りを見ていたティオは頬ほおを膨ふくらませて文句を言う。桜子があっさり引き下がったのが納得行かないようだ。

「そういえば……」

　桜子はそんなティオに向かって言った。

「イージーリップルのホロン体は確認できていないわね」

　その言葉にティオは振り返る。桜子とティオが確実にこの場を去るのを見届けるつもりなのか、男たちはまだあの場に立ったままだ。ティオの視線に気づいたのか、ざんばら髪の男が、薄うすく笑ったように見えた。
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ｔｕｒｎ　１―４／６「恐おそろしいですね」







「はい、七時半です。それでお願いします」

　夜。ホテルに戻もどった桜さくら子こは、フロントに明朝のモーニングコールを頼たのんでいる所だった。無論、部屋の時計にもアラームは有るのだが、それだけでは不安なのである。

　ベッドに寝ね転ころがりＴＶを見ていたティオは、そんな桜子をからかって言った。

「モーニングコール一回だけで大だい丈じよう夫ぶ？」

　桜子はそう言うティオを横目でちらりと眺ながめてから、もう一度、電話の向こうのフロントに向かって言った。

「それから、私ではなく、同室のティオという子が大丈夫というまで、モーニングコールを続けてください。はい、五分おきくらいでお願いします。朝が弱いものですから、ご迷めい惑わくをおかけします。はい、それでは」

「なんだ結局、私が起こすんじゃないの」

「頼んだわよ」

「え～～、ホテルに泊とまった時くらい、ゆっくり寝ねかせてよ！」

　ティオは不満げだが桜子はそれに構わずサイドテーブルに載せた資料へ向き直ってしまう。

　祠ほこらを見られなかったのは残念だけど。まぁ、どうしても見ておかなければならないというものでもなし……。

「つむじ船か……」

　桜子はこの一週間あまりで集めた資料に再び目を通し始めた。




　四百年ほど前の事と伝えられている。

　この海岸に一隻せきの空飛ぶ船が流れ着いた。それはつむじ風のように回転しながら飛ぶため、土地の人々は『つむじ船』と呼んだと言う。

『つむじ船』に乗っていたのは一人の天女。彼女は海岸の人々の暮らしに興味を持ち、それに交わって暮らすうちに、一人の男と恋こいに落ちたという。

　天女は天に帰る事を止め、男と夫婦になり、やがては子まで授かった。

　そうして天女は村の一員として幸せに暮らしていたのだが、しかしその生活にもやがて破局が訪れた。

　天の住人という事だからだろうか。天女は若く美しいままいつまでも歳としを取らなかった。愛した男は老いさらばえ、産んだ子供が大人になっても、天女はつむじ船から現れた時、そのままの姿をしていたのだ。

　夫が死んでからというもの、村人はいつまでも若く美しい天女を気味悪く疎うとましく思い始めた。子供や孫さえも自分より若い母、祖母には近づこうとはしなかった。

　愛した村とそこの人々から忌いみ嫌きらわれていると悟さとった天女は岬みさきから身を投げてしまった。するとずっと姿を消していた『つむじ船』が海から現れ、天女の亡なき骸がらを乗のせて再び天へと昇のぼっていったと伝えられている。




「ふうむ。いわゆる異種婚こん姻いん譚たん。そしてうつぼ船伝説のバリエーションだな」

　藍あお留る、朱あか璃り姉妹の話を聞いていた兵ひよう衛えは感心したようにそう言った。

「うつぼ船？」

　おうむ返しに尋たずねる広こう大だいに兵衛は説明する。

「日本全国に残っている伝承だ。海から奇き妙みような船が流れ着き、そこに異国人の女が乗っていたという話だな。その奇妙な船というのが茶わん形だったり、ヤシの実形だったりするわけだ。うつぼというのは中空という意味だからな」

　老し舗にせの煎せん餅べい屋の息子という生い立ちが影えい響きようしてるのかしていないのか。兵衛は妙みような事に詳くわしい。

「でも中空じゃないんだろ。つむじ風のように回転してるというと……」

「ドリル」

　やにわにティセが手を差さし伸のべるようにして言った。

「素晴らしいですね」

　今まで黙だまって藍留、朱璃姉妹の話を聞いていたティセだが、回転しているものの話になるや、いきなり口を挟はさんで来たので、みんなはちょっと驚おどろいたようだ。しかしそう言っただけでまた黙り込み、麦茶を啜すすり始めた。

　民宿に戻ってきた広大たちは、食事と入浴をすませ、キッチンに集合。色々とおしゃべりしているうちに夜も更ふけ、お定まりの怪かい談だん話ばなしになっていったのである。

　広大が母の広ひろ海みから聞いた『夜中に無人の会社中の電話が一いつ斉せいになり始めた』の話、恵けい子この『トイレの通つう気き孔こうから逆さになって覗のぞき込んでいた老ろう婆ば』の話等の後、藍留、朱璃が民宿を経営している親しん戚せきから聞いたとして話し始めたのが、今の『つむじ船』の事だったのである。

「でもよぉ、それじゃただの伝説じゃないか。別に恐こわくないぜ」

　孝たか郎おがもっともな事を言う。

「違ちがうっすヨ。たかちー。恐いのはこれからっす」

　姉妹は入浴後同じ色のブラウスに着がえてしまっており、広大たちはどちらが藍留で、どちらが朱璃だか分からない。もっとも恵子に言わせるとパンツの色は違うので区別はつくそうだが、いちいちスカートをめくったり、パンツの色を確認するわけにも行かないだろう。

「その天女さんが身を投げた岬というのが、あそこのつむじ岬なんスよ」

　双ふた子ごの一方がそう言う。

「それでその岬には、天女さんの霊れいを慰なぐさめるためか、いつ誰が作ったか分からない祠があるんすけどね」

「でも天女さんの呪のろいなのか、いまだに何十年かに一度はあの岬から飛び降り自殺があるそうなんスよ」

「ほ～～」

　曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ広大たちである。シチュエーションから言うと典型的な怪談話だが、話している二人のキャラクターも有り、さして恐くは思えない。しかし意見を異にする者がいるようだ。

「恐おそろしいですね、広大」

　ティセは広大の方へ手を差し伸べるようにして言った。

「……具体的にどの辺が？」

　広大のその問にティセは小首を傾かしげてから答えた。

「誰が作った分からない祠ほこら？」

「…………」

　例によって微び妙みようにずれたティセの感覚に広大は返す言葉も無い。

「それも自殺者は同じような年格好。二十歳はたちくらいの美女ばかりだという話なんすヨ」

「そればかりか絶対に死体は上がらないそうっス。他にも自殺者はいるそうなんスけど、死体が上がらないのは、決まって二十歳くらいの美女だけだと言う話っスよ」

「本当ですか？」

　アイシャは苦笑しながらそう尋ねた。

「本当、本当っスよ！」

「そうっすヨ。その自殺者と言うのは……」

　二人がそう言った時だ。突とつ然ぜん、民宿のキッチンにあった蛍けい光こう灯とうが消える。さすがに広大もぎょっとなり、女の子の誰かが可愛かわいらしい悲鳴を上げる。

「その自殺者というのは……」

　暗くら闇やみの中から女の声が聞こえてきた。

「こんな顔ですよ」

　パッと黒い髪かみの、二十歳くらいの女性の顔が闇やみに浮うかび上がる。

「ひえ!?」

　どうやら悲鳴を上げたのは恵子のようだ。また小さく声をあげて頭を抱かかえる。しかしその一方で冷静そのものの者もいた。

「こんばんわ。みさき」

　麦茶のコップをテーブルに戻もどすとティセは言った。

「蛍光灯が消えたので暗いです。特に消す必要がなければ点つけてください」

　ティセは怖こわがる気配すら見せない。いや、なぜ蛍光灯が消えて皆みなが怖がるとまではいかなくとも、驚いたのか理解できないようだ。

「あらあら、驚かしちゃった？」

　キッチンに入ってきたみさきは、笑いながら蛍光灯のスイッチを入れる。どうやら藍留、朱璃の怪かい談だん話ばなしを聞きつけ、タイミング良く蛍光灯のスイッチを消して入ってきたようだ。手に持っているのは非常用の懐かい中ちゆう電灯。廊ろう下かに設置して有ったものである。

「お、脅おどかさないでくださいっすヨ。みさきさん！」

「そうっスよ。心臓が飛び出るかと思ったっス」

　話をしていた下しも条じよう姉妹も驚おどろいていた所を見ると、予あらかじめ打ち合わせての行動ではないようだ。

「さぁさぁ、もう夜も遅おそいですから寝ねちゃってください。藍留ちゃん、朱璃ちゃんのご両親から消灯時間はちゃんと守らせるようにと言われてるんですから」

「ち、親父め！」

　双子は声を合せて口を尖とがらせる。

　広大は皆を見回すみさきの視線に、やはり何か引っかかるものがあった。一方でまた別の違い和わ感かんも覚える。

「女の子は二階。男の子は一階ですからね。私が二階に寝てますから、夜ばいは駄だ目めですよ♡」

　ニコっと笑ってみさきは釘くぎを刺さす。

「夜ばいとは具体的に……」

「ティセさまはそんな事は知らなくてもいいんです!!」

　好こう奇き心しんを見せたティセを慌あわててたしなめるアイシャ。その二人を見てみさきは微笑ほほえみを浮かべる。だがその視線は先程まで自分たちに向けていたものと何かが違ちがう。

　それはどうも人間的な感情では言い表せないものだ。愛情とか憎にくしみとか好奇心とかいうものでもない。むしろ視点とでも言うべきだろうか。

　広大は漠ばく然ぜんとそうとしか理解できない。

「あ、そうそう。岬みさきの祠で思い出しましたが、明日は岬の神社の縁えん日にちなんですよ。色々と屋台も出ますから、行ってみたらどうですか？」

　みさきのその言葉に藍留と朱璃もうなずいた。

「そう言えばそうだったすヨ」

「よし行くっス行くっス!!」

「それじゃ明日の縁日の為ためにも、そろそろお休みしましょうか」

　アイシャのその言葉を合図に皆は席を立った。




〈どうしてもここへ残りますか。『我慢強い岬ペイシエントケープ』〉

〈はい、『不滅なる正午イモータルヌーン』。私はこの土地が好きです。この土地で暮らす人間たちが好きです。あれほどまで念を押おして注意していただいたのに、私はそうなってしまいました〉

〈そうですか……。分かりました。何か私に出来ることが有りましたら、いつでも連れん絡らくをしてください〉

〈申し訳有りません。使命を途と中ちゆうで投げ出す事になってしまいまして〉

〈いいえ、気にすることはありません。『我慢強い岬』。幸い『高貴な風ノーブルウインド』という三本衝角の手が空いてます。使命は彼女に引き継ついで貰もらいましょう〉

〈はい……。申し訳有りません。『不滅なる正午』〉




　それからわずか四時間と少し後。ティセは浜はま辺べにいた。

　海から昇のぼる朝日を一人で見に来たのである。

「朝」

　ティセは海から昇る朝日に、満足げに両手をパタパタさせていた。一人で黙だまって抜ぬけ出してきたので他には誰もいない。しかし浜辺にはやはり朝日を眺ながめながら散歩する人々や、それにつられてきた犬たちの姿が見える。

「朝はいいですね。一日が始まる気がします」

　早朝のさわやかな空気を楽しみながらティセは一人でそうつぶやく。もっとも海は荒あれ気味で、さわやかというよりは猛たけ々だけしさを感じさせていた。

　視線を巡めぐらせたティセは、知った人ひと影かげを見つけてそこへと駆かけ寄よっていった。

「みさき、お早うございます」

　黙って抜け出してきたから、みさきはティセがここにいる事は知らないはずだ。しかし朝日ではなく岬の方を見ていたみさきは、いきなりティセにそう声をかけられても驚く風もなく、ゆったりと振ふり返って答えた。

「お早うございます、ティセ」

　そして微笑む。ティセは満足げに両手をぱたぱたさせてから、みさきの方へ片手を差さし伸のべるようにして言った。

「みさきは早起きですね」

「ええ、今日は市場にも行かなければならないので……」

　そして海の方へ頭を回らせて荒れる波に眉まゆをひそめた。

「これじゃあ今日は遊泳禁止になりそうですね。どうします、バルコプエンテにもプールはありますけど」

「他にも水族館や植物園もあると聞いてます」

　ティセはみさきにそう答える。

「楽しみですね」

　そう答えるとティセは浜辺の監かん視し所じよの方へ顔を向けて声をかけた。

「アイシャも隠かくれてないで出てきたらいいと思います」

　一いつ瞬しゆん、ビクッと揺ゆれて監視所の陰かげに隠れるポニーテールが見えた。しかしもう逃のがれようがないと思ったのか、その陰からバツの悪い顔をしたアイシャが姿を見せる。

「あらあら……」

　そんなアイシャにみさきは笑う。しかしアイシャは最初からみさきに自分が隠れている事を見み抜ぬかれていたような気がしてならなかった。ティセが抜け出すのに気づいたアイシャは、その後を追いかけてきたのだが、浜辺に出た後、すぐにみさきの存在に気づいて、反射的に身を隠してしまったのだ。

「えっとすいません。ちょっと声をかけるタイミングを見失ってしまったもので……」

　そう弁明しておく。そんなアイシャを微笑みながら見ていたみさきだが、何か思い出したように尋たずねた。

「そういえばアイシャの苗みよう字じは、貴い風と書いて貴風と読むんですよね」

「はい、それが何か？」

　怪け訝げんな顔のアイシャにみさきは屈くつ託たくなく答えた。

「いえ、珍めずらしい名前だと思いまして。それから、アイシャはこちらは初めてですか？」

「はい、こちらの海岸は初めてですが」

「いえ、そう言う意味ではなく……」

　そう尋ねるみさきの面から笑みが消える。敵意や悪意があるわけではないのだが、無表情になり、少なからず詮せん索さくするようなニュアンスが感じ取れた。

「こちらに来るのは初めてですか？」

「……はぁ？　この県という事ですか？」

　当とう惑わくしながらもアイシャは曖あい昧まいにそうごまかした。その答えにみさきはハッとして我に返ったようで、また元の柔にゆう和わな笑みを取り戻もどす。

「いえ、すいません。ちょっと気になった事があるもので……。さぁ、市場に行きましょうか。お二人ともご一いつ緒しよにどうですか？」

「よろしくお願いします」

　アイシャが答える前にティセがそう言ってしまった。




「……はい、はい、起きてます。大だい丈じよう夫ぶです、はい。ありがとうございます」

　桜子は受話器を取ると、枕まくらに顔をうずめたままそう言った。そして受話器を戻すと、また気持ちよさそうな寝ね息いきを立て始める。

　先程から三、四回ほど同じやり取りを、モーニングコールをしてくるフロントと交わしているのだ。

「桜子！」

　今まで隣となりのベッドで素知らぬ振りをしていたティオも、さすがに耐たえきれなくなったらしい。桜子の耳元で怒ど鳴なり付ける。

「いい加減に起きなさい。もう八時になっちゃうわよ!!」

「まだ大丈夫～～……」

　いつもの桜子からは想像が出来ないほど腑ふ抜ぬけた声だ。枕に顔をうずめ、毛布を離はなさずに、駄だ々だをこねる子供のようにそう言っている。

「今日は、一時間目は、ホームルームだからぁ。遅ち刻こくしても、大丈夫だって……」

「ここは家じゃないの！　それに今日は学校じゃないでしょ!!」

「学校じゃないんだ……」

「そうよ」

　ため息をつくティオにまだ夢うつつをさまよう桜子は答えた。

「じゃあもっと寝ねる……」

「桜子！　起こせって言ったのはあなたじゃないの!!」

　そうなのだ。桜子は朝に弱い。それも尋じん常じようではない弱さなのである。

　ティオが起こしに来てくれるようになる前までは、十個近い目覚まし時計を五分おきくらいにかけて、それでようやく起きるというありさまだったのである。その目覚まし時計も大音量のものばかりなのは言うまでもない。

「大丈夫……。起きてるから」

「本当に起きてる？」

「ん、起きてる～～」

　枕に顔を伏ふせたままなので本当にそうかどうかは分からない。もっともティオも慣れたものだ。ちょっと鎌かまをかけてみる。

「寝てるんじゃないでしょうね」

「起きてるってば～～」

「起きてるの？」

「すぐ起きるわよ」

「今、何時？」

「起きてるわよ」

「……お休み、桜子」

「お休みなさい……」

　もはやティオも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「起きなさいよ!!　もう、なんなのよ。あなたは!!」

　そう言うなりティオは桜子から毛布をはぎ取り、そのまま洗面所につれて行こうとする。その時、またもやフロントからモーニングコールの呼出音が鳴る。ティオは受話器を取り、思わず怒鳴り返した。

「はいはい、起こしてます。大丈夫です。はい、私がティオです。まったく何よ、もう」

　そして乱暴に受話器を戻すとティオはそうぼやきながら、枕を抱かかえた桜子を洗面所に引きずっていった。
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ｔｕｒｎ　１―５／６「安心しました」







「夕方には晴れるらしいけど、縁えん日にちに行くんなら海へ回る暇ひまはないわね」

　そう言う恵けい子こに広こう大だいは答えた。

「まぁいいさ。水族館と植物園を回るだけでも充じゆう分ぶんに暇はつぶせるぜ」

　朝方は晴れていたのだが、日が昇のぼるに従い徐じよ々じよに天気は崩くずれていった。広大たちが民宿を出る時間には案の定、荒あれ始めた海は遊泳禁止となった。

　やむなく広大はマリンリゾート施し設せつバルコプエンテへとやってきたのだ。

「それにしても水着で回れるのはいいよな」

　海パンの上にパーカーを羽織った孝たか郎おがそう言った。バルコプエンテ内の水族館、植物園は水着のまま見学する事も出来る。無論、施し設せつ内ないのレジャープールと行き来しても良い。ホテルに泊とまっている客でなくても、所定の入場料を払はらえば利用できるのだが、広大たちは藍あお留るの親しん戚せきから招待券を貰もらっていた。今いるエントランスからはプール、水族館、植物園に行けるようになっている。

「じゃあちょっとここのプールに行ってみるとするか」

「なんかでっかいプールがあるらしいっすヨ！」

「今年から出来たらしいっス。ビッグフォールとか何とかいう滑すべり台もあるらしいっス」

　兵ひよう衛えと孝郎、そして藍留、朱あか璃りたちはわいわい騒さわぎながら、野外にあるレジャープールに向かって行った。外は余り天候が良くないのだが、せっかく水着で来たのだからと広大もその後を追いかけようとした時だ。

「広大」

　ティセがそう声をかけて来る。広大と共に恵子とアイシャも足を止めた。どうやらティセは水族館の入り口に掛かけられている看板に見入っているようだ。ティセの視線を追ってみると、そこにはペンギンの絵が描えがかれていた。

『可愛かわいいペンギンたちが待ってます』

　大きくそう書かれた下に二羽のペンギンが描かれている。どうやら職員のお手製らしく、決してうまいとは言えない絵ではあるが、逆にそれが妙みような味わいを出していた。オスとメスのつもりなのだろうか一羽は蝶ちようネクタイ、もう一羽は頭にリボンを着けている。それぞれのペンギンに吹ふき出しが書かれており『楽しいよ』『会いに来てね』と台詞せりふも付いていた。

「ペンギン」

　そう言えばティセはペンギンの本物を見るのも初めてか。そう考え歩み寄った広大の方へ向き直り、ティセは片手を差さし伸のべるようにして言った。

「ただでさえペンギンは可愛いのに、さらに可愛いという事は、ここのペンギンはさぞかし可愛いのでしょうね」

　どうやらティセの頭の中はすっかりペンギンで一いつ杯ぱいのようだ。見に行きたいというのは分かっている広大だが、そんなティセを見ているとちょっと悪戯いたずら心が湧わき上がってくる。

「可愛いんだろうな」

　見に行こうとは言わずに、広大はそう答えた。ティセは当とう惑わくしたように小首を傾かしげ、両手をぱたぱたさせてから、もう一度、広大に手を差し伸べるように言う。

「地球上で人工的に飼育されているペンギンの約四分の一は日本にいるそうです」

「そうか」

　笑い出したくなるのを堪こらえ、広大は興味なさそうな振ふりをしてみせる。その広大にますますティセは困こん惑わくする。さらに激しく両手をぱたぱたさせてから、また片手を差し伸べて言った。

「ペンギンは地上ではよくものが見えないと思われがちですが、実は水から上がっても正常な視力を保てるそうです」

「それは凄すごいな」

　まだ広大はペンギンを見に行こうとは言わない。ティセはついに困ったようにその場を右に左に、早足で歩き回り始めた。

「あの、広大……」

　広大の意図を察したのか、アイシャが眉み間けんに皺しわを寄せて詰つめよって来た。しかしその前にティセがまた言った。

「ペンギンは最大で五百メートル以上も潜せん水すいするそうです。ペンギンは生しよう涯がいの六割を海で過ごすそうです。ペンギンは、ペンギンは……」

　ペンギンへの興味を持ってもらおうと、必死に豆知識を披ひ露ろうするティセに、広大はとうとう笑いを堪えきれなくなった。

「いや、御ご免めん。あはははははは」

「広大、いくらなんでも人が悪いですよ」

　笑う広大とそれをたしなめるアイシャに、ティセはようやくからかわれていたと分かったようだ。両手をぶんぶん振って、広大の方へ身を乗り出すように、しかし口調と表情はいつもと変わらぬままで言う。

「広大はいじわるです。いじわる、いじわるです。知りません」

　そう言うとぷいと背中を向けてしまう。

「分かった、分かった。じゃあペンギン見に行こう。な、ティセ」

　背中を向けたままだが、両手が徐々にぱたぱたしはじめるのを見て、広大はティセが機き嫌げんを直して来たのを察した。

「ペンギンを見に行きますか？」

「行く、行こう！　いや、是ぜ非ひとも見に行きたい。可愛いだろうな、ペンギン!!」

　広大がそう言うとティセはくるりと振り返り広大の方へ手を差し伸べる。

「行きましょう」

　表情は例によっていつもの通り。しかし両手をぱたぱたさせながら、水族館の方へ走っていくティセの後ろ姿は実に楽しげに見えた。




「本当、お花が一杯なの？」

「うん、お花だけじゃなくて、樹もあるけど、たくさんあるよ」

　そんな事を言いながら静しず花かはティルと、ホテルのロビーからエスカレーターでエントランスへと降りてきた。今日は泳ぐつもりはないので、二人とも水着ではない。植物園か水族館を覗のぞくつもりだ。

「水族館もあるけど、どっち先にしよう」

　そう尋たずねるとティルは首を傾げる。

「う～～ん、やっぱりお花かな？　水族館てお魚でしょ？」

「そうね、でも水族館の方が広いみたい」

　静花はホテルのロビーで貰もらってきたパンフレットを眺ながめながらそう答えた。その時だ。視界の隅すみに誰か見知った人ひと影かげが映る。

　あら、あれは確か大おお空ぞらさん……？

　広大らしい後ろ姿が水族館の方へ消えて行ったような気がする。背中から、それも一いつ瞬しゆんだけ視界の隅に捉とらえたので、それが本当に広大かどうかは確信がない。

　それだけなら別にどうということもない。しかし何分、男性に免めん疫えきのない静花である。あっと言う間に頭の中が沸ふつ騰とうしてしまう。

　え、あれ……。こ、こういう時は追いかけて声をかけた方がいいのかな？　でも、そんな親しいというわけでもないし……。でもティルのお姉さんのパートナーという事は、私のお兄さんも同然……。ええ、そうなの!?

　静花が硬こう直ちよくしているうちに、エスカレーターは階下に降りてしまう。

「わ～～、お花、お花!!」

　ティルはエントランスに着くなり、植物園の看板を見つけその下にある入り口へと突とつ進しんして行ってしまう。ティルにはバルコプエンテ内の全ての施し設せつが利用できる招待券を渡わたして有る。あっと言う間に植物園の入り口を駆かけ抜ぬけて行ってしまった。

「ああ、ティル。待ってよ!!」

　静花は慌あわててティルの後を追いかけて植物園に入って行った。

　二人が植物園に消えていったのと丁度、入れ違ちがいにエレベーターに乗り、桜さくら子ことティオがエントランスに降りてくる。

「私は調べものがあるから、水族館の資料室に行ってるわ。あなたはどうせ熱帯魚でも見ているんでしょ？」

　ティオはその問いには答えず、桜子の横顔をしばし呆あきれたように見つめた後、おもむろに口を開いた。

「これが、さっきまで『もっと寝ねる～～』って言っていた子かしらね」

　そうからかってみせても、特に桜子は怒おこったり拗すねたりする事は無い。平然とした顔で答えるだけだ。

「人間、一つや二つ苦手な事くらいあるわよ」

　そう言うだけだ。

「可愛かわいくないわね」

「可愛いって言われて喜ぶ歳としでもないわ。あなたと違ってね」

　十四歳さいが十一歳にそう言ってのけた。

「私だって、今いま更さら……」

　しかし桜子は最後までティオに言わせない。

「水族館から出るんじゃないわよ。それから知らない人には付いていかない事」

「私は子供じゃないわよ！」

　ティオの声を背中に聞きながら桜子は水族館に入って行った。




　広大とティセがペンギン飼育プールに着いた時、ちょうど昼の給きゆう餌じ時間が終わる頃ころ合あいだった。飼育係が最後にバケツの底へ残っていた小魚を、まだ満足していないペンギンたちに分け与あたえている。

「ペンギン」

　天候が悪いという事もあり、広大と同じように海ではなく、こちらのリゾート施設に来ている海水浴客も多いのだろう。ペンギンプールの周囲は子供や女性を中心に、結構、にぎわっていた。ティセは空いてる柵さくへ駆け寄より、念願のペンギンを食い入るように見ている。

「ここにいるのはフンボルトペンギンか」

　柵の横にある案内掲けい示じ板ばんを見て広大はそうつぶやいた。

「イワトビペンギンやアデリーペンギンも可愛いですが、フンボルトペンギンも小さくて可愛いですね」

　特にペンギンには興味のなかった広大だが、やはり人気のある動物だけあって、こうして間近で見ると、確かに可愛いと言われるのも肯うなずける。

「これは確かに可愛いですわね。ティセさまならずとも夢中になるのが分かります」

「本当、可愛いは正義ね」

　何となくついてきた感じのアイシャと恵子も、実物のペンギンを目にするや、すっかりその虜とりこになってしまったようだ。他の見物客共々、ペンギンがちょっとでも歩くと黄色い歓かん声せいをあげるほどだ。

　ティセは歓声こそ上げないが、ペンギンの行動に反応して両手をぱたぱたさせている。その時だ。どうやらペンギンがティセの存在に気づいたようだ。最初は一羽だけだったが、他のペンギンたちも次々にティセの方へ頭を向ける。

　ペンギンの思考など広大に分かるはずもない。しかし柵のところで両手をぱたぱたさせているティセに当とう惑わくしているようにも思えた。

『なんかあの人間、他と違くね？』『どうするよ、おい？』『おいって言われてもなあ。俺たちペンギンだし』

　視線を交わし合い、ちらりちらりとティセの方を気にしながらも、よちよち歩き回るペンギンを見ていると、広大は脳内でそんな音声を当ててやりたくなる。

「ペンギンは可愛いですね」

　ティセはそんなペンギンたちの様子にも拘かかわらず、今までと同じように両手をぱたぱたさせるだけ。ペンギンたちは一いつ瞬しゆん、そんなティセの方に目をやったかと思うと、しばしその姿勢のまま凝ぎよう固こ。そして今度は困こん惑わくしたようにわざとらしく明後日の方向を見てしまうのだ。

　それがいつもの行動パターンと違ちがっているのは、さっきまで餌えさをやっていた飼育係が首を傾かしげている事からも分かる。

　そんなペンギンたちの中の一羽、若鳥というか子供のペンギンがティセの方へとたとたと歩み寄って来た。ティセも両手ぱたぱたを止めて、目の前に来たその子供のペンギンをじっと観察する。ペンギンもしばし小首を傾げるようにティセを見ていたが、突とつ然ぜん、その両の羽フリツパーをぱたぱたさせ始めたのだ。それを見たティセも、ペンギンに返礼するかのように、両手をぱたぱたさせる。

　ティセとその子供のペンギンのやり取りに、他のペンギンたちはさらに当惑したようだ。少なくとも広大にはそんな感じがする。再びペンギンたちは思案を巡めぐらせるように視線を交わし合う。そして結論が出たのか、今度は一度にティセの方へ向き直ると、すべてのペンギンが一いつ斉せいに両方の羽をぱたぱたさせ始めた。

　一ひと頻しきりぱたぱたさせた羽を下ろし、ペンギンたちは何かを期待するかのように、ティセの方を見つめている。ティセの方という事は、その間近にいる広大も、十数羽のペンギンから見つめられている事になる。確かにペンギンは可愛かわいいが、こうして十数羽の視線が集中すると、なんとも居い心ごこ地ちが悪い。だがティセはそうは感じていないようで、一つこくんとうなずくと両手をぱたぱたさせる。ティセがそれを止めると今度はペンギンたちが一斉に両方の羽をぱたぱたさせるのだ。

　飼育係も呆あつ気けに取られてティセとペンギンを交こう互ごに見る事しか出来ない。その様子に広大は我に返った。

　そう言えばティセは妙みように動物受けがいい。近所の良く吼ほえる犬も、ティセには懐なついている。人間に対して攻こう撃げき的てきな烏からすも、ティセには一目置いているようなのである。

　ｂｉｏビオクラフトが動物と意思疎そ通つうできるという情報はない。しかし出来ないとも言えない。それにこれ以上、目立つとティセの素性について詮せん索さくされかねない。

「ティセ、孝郎たちが先にプールに行っているんだ。そろそろ俺たちも行かないと」

「そうですね」

　渋しぶるかと思ったティセだが、羽をパタパタさせるペンギンたちに満足したのか、素直に広大の言葉に応じてくれた。

「ね～～、お母さん。あのお姉ちゃん。ペンギンさんとお話しできるの？」

　今の珍ちん妙みようなやりとりを見ていた子供が、そう尋たずねるのが背中越ごしに聞こえてくるが、親はさぞかし返答に困っている事だろう。

「本物のペンギンはとても可愛いですね」

　しかしティセは他人事のようにそう言うだけ。そんなティセに広大は言った。

「他に言う事は無いのか、ティセ」

　広大の言葉に歩きながら首を傾げながら、ティセはあらためて答えた。

「ペンギンはとてつもなく可愛いですね」

「いや、そうじゃなくて！」

　ペンギンの飼育プールから粗あら方かた離はなれた事もあり、広大は足を止めてティセに尋ねる。

「ティセはペンギンと意思疎通が出来るのか？」

「ペンギンと意思疎通？」

　足を止めたティセは広大のその問いにしばし考え込んだ後、おもむろに口を開いた。

「広大は時々、夢のある事を言いますね」

「……はい？」

「私がペンギンと意思疎通が出来るわけが有りません」

　片手を差さし伸のべるようにしてそう言うと、ティセは広大を置いてさっさと行ってしまった。唖あ然ぜんとしてティセを見送る広大に、恵子がさらに駄だ目めを押おす。

「ティセがペンギンと話ができるわけがないでしょ。メルヘンやファンタジーじゃないんだから」

「まぁ、ティセさまは、私の目から見ても、時々、不思議な事をしますから……」

　アイシャがそうフォローした所で、広大が納得できるはずもなかった。




「まさかこっちに来ているのかしら……」

　静花はそうつぶやきながら水族館の方へ入っていった。先に植物園に入っていったティルを捜さがしていた静花だが、どうしても見つからなかったのである。ティルが持っている招待券は水族館にも自由に入れるのだ。

　深海魚やイカ、タコのコーナーは何となく恐こわいので、最初は熱帯魚などの観賞魚がいるコーナーを覗のぞく。そこにはティルの姿はなかったものの、見学客の中で一際目立つ姿があった。
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　あ、あの人。昨日の……。

　白い水着とゴシック風の目立つドレスという違いはあるが、シルバーグレイの髪かみと金色の瞳ひとみを見み間ま違ちがえるはずもない。桜子がティオと呼んでいたあの女性だ。

「あら、あなた。昨日の……」

　ティオの方も静花に目を留めていたが、そこで自じ己こ紹しよう介かいをしてない事をお互たがい思い出していた。

「あの申し後れました。私、上かみ温おん湯ゆ静花といいます」

「いいのよ、別に名前なんて」

　深々と頭を下げながらそう言う静花にティオは笑いながら言った。そしてそのまま水すい槽そうの向こうの魚の群れへと金色の瞳を向ける。

「お魚、好きなんですか？」

「見るのはね。食べるのはちょっと……、可か哀わい想そうだから」

「はぁ？」

　そう言うティオに静花は少し不思議そうな顔をする。そんな静花に構わず、ティオは水槽の方へ伸ばした指を、こちらを見ている魚の目の前で振ふり、からかってみせる。その面に浮うかぶ笑みはどこか無む邪じや気きで子供っぽい。ティオの肉体年ねん齢れいを知らない静花には、それが妙にアンバランスに思えた。

「あの、桜子さんはご一いつ緒しよじゃないんですか？」

「ん？　あいつは何か調べ物があるって言うから……」

　魚に夢中のティオは静花のその問の意図を深く考えずに答えた。それを機き嫌げんよく答えてくれたと解かい釈しやくした静花は気になっていた事を尋ねる。

「あの、ティオさんと桜子さんはどういうご関係ですか？」

　本当は年齢を聞きたいと思っていたのだが、さすがに昨日会って少し話したばかりの相手にそれは失礼と考えたのだ。学生ならクラスメート、社会人なら同どう僚りようと返ってくるだろうと判断したのである。

「ティオでいいわよ」

　そう前置してからティオは答えた。

「そうねぇ。パートナーよ。ビジネスパートナーのようなものかも知れないし、それ以上のものかも知れないし」

　適当にはぐらかせて答えたつもりのティオだが、静花はどうも勘かん違ちがいした様子だ。

「社会人なんですね！」

　やにわにうれしそうにそう言った静花に、ティオはきょとんとして頭を回めぐらせる。

「はい？」

「ビジネスパートナーという事は、やっぱりベンチャーか何か事業をやってなさるんですね。凄すごいです」

　あぁ、この子。私や桜子の年齢を知らないんだ。自分はともかく、桜子が聞いたらさすがに気を悪くするかも。中学生が社会人に間ま違ちがえられるんだもの。

　ティオはそう考えていた。それと同時にちょっとした茶目っ気が首をもたげる。

「そうなのよ。新しい事業の合間に暇ひまができたんで、今週末はちょっと羽を伸のばしに来たわけ」

　そんなティオの嘘うそに静花はころりと騙だまされたようで、感心したように頻しきりに肯うなずいている。

「私のお父さまも色々と事業をやっているんですよ。今週末は確か中央アジアからロシアに回ってるはずです」

「あら、ロシアの方にはこの前、私たちも行ったわよ。ブリャンスク州だったかしら」

　嘘ではない。もっとも目的は他人の事業、それも表おもて沙ざ汰たに出来ない事業を叩たたき潰つぶす為ためである。

「知ってますよ。確か西部の、ウクライナの近くですよね」

　少し打ち解けたと見たのか、静花はその質問を切り出す。

「あの、失礼ですけど。お歳としを聞いても宜よろしいでしょうか？」

「あぁ、十……」

　言いかけてティオは少し考えてから訂てい正せいする。

「二十五歳さいよ、二十五歳。二人で」

　私と桜子、十一歳と十四歳を合せて二十五歳なんだけどね。ティオは静花に悟さとられぬよう、そっと顔を伏ふせてペロッと舌を出して見せる。しかし静花は『二人で』という意味をさして深く考えなかったようだ。

「へえ、そんな風には見えません」

「あら、それはどういう意味かしら？」

　少し語気を強めてやると、静花は慌あわてて手を振って訂正する。

「い、いえ別に深い意味は……」

　しどろもどろになる静花を見てティオは考えていた。

　あ～～、やっぱり素直な子をからかうのは面白いわね。




「ドリル」

　それを見るなりティセはそう言った。

「ドリル？」

　水族館の資料室の前だ。地元の歴史をまとめたコーナーにその絵は掛かかっていた。

　中央につむじ風のようなものが描えがかれ、その上に天女が乗っている。眼下には岬みさきと海。どうやら昨日、藍留、朱璃姉妹が話していた『つむじ船』伝説をモチーフにした絵のようだ。

「ドリルですよ、広大。ドリルです。ドリル」

　両手をぱたぱたさせ、絵を見上げながらそう言うティセだが、広大にはそれはドリルには見えない。

「ただのつむじ風だろう？」

「回っていれば、みんなドリルに見えるんじゃないの？」

　そう言う恵子にアイシャが反論する。

「そんな事はありません。ドリルは素晴らしいものですわ」

「いや、だからさ……」

　その時、資料室の中から声がした。

「大空さん？」

　聞き覚えのある声だ。ドアは無く誰でも入れるようになっている資料室を覗のぞき込むと、そこに置いて有る閲えつ覧らん用ようのテーブルに、眼鏡をかけた黒くろ髪かみの少女が座っていた。

　見覚えはある。しかし広大にはそれが誰なのか即そく座ざには思い出せなかった。少女は呆あきれたように嘆たん息そくすると眼鏡を外す。

「私です。逢おう瀬せ桜子」

「桜子ちゃん!?」

　反射的にそう呼んでしまう広大に、桜子は言い返す。

「馴なれ馴れしく呼ばないでください」

　そして眼鏡をかけ直すと続けた。

「昨日、浜はま辺べで兵衛さんを見かけたんで来ているんじゃないかと思ってはいましたが……。今日はこういう場なので、事を荒あら立だてるつもりは有りません。帰ってくだ……」

　そこまで言った時だ。資料室に入り込んだティセが、桜子の側にやってくるなり、片手を差さし伸べるようにするいつもの仕草で言った。

「ティオは元気ですか？」

「な？」

　戸と惑まどう桜子にも構わずティセは繰くり返す。

「ティオは元気ですか？」

　まったく……。ｂｉｏクラフトと契けい約やくパートナーの性格は似るのかしら？　この二人はどうして、ここまで平然と人の心の内に踏ふみ込んで来るのだろう。

　自分たちの事を棚たなに上げて桜子はそう考えていた。

「元気よ。普ふ通つうにやっている」

　ティオを伴ともなって来ている事は言わない。ややこしい事になりそうだったからだ。

「安心しました」

　ティセはそれで納得したようだ。そして桜子が読んでいた本へ視線を落し、そこに印刷された図版を見て言った。

「ドリル」

「ドリルじゃ有りません。これは……」

「あぁ、表に掛けてある絵と同じだな。『つむじ船』だっけ？」

「確かにドリルに見えないこともないけど……」

「ｂｉｏクラフトなら一本衝角ですわね」

　ティセに続いてどやどやと資料室に入ってきた広大たちが、桜子の読んでいる本を眺ながめながら口々にそう言う。

「まったく……」

　幸い資料室に他の人たちの姿はない。資料室には本や雑誌が保管、閲えつ覧らんできるようになっているだけなので、桜子のように何か調べものがある人間以外は用のない場所だ。

「でも逢おう瀬せさん。あなたがここに来ているという事は何かありますわね」

　桜子とはいささか因いん縁ねんのあるアイシャが詰きつ問もんするようにそう尋たずねた。

「答える義務はないわ。でも邪じや魔まされるのも嫌いやだから教えてあげます。実はこの辺で正体不明のｂｉｏクラフトの目もく撃げき報告が相次いでいるんです」

「それがこの『つむじ船』と関係が？」

　アイシャを横目で睨にらみつけてから、桜子は本の図版へ視線を向けて言った。

「表に掛かかっている絵なんですけど、私の知っている人が描かいたんです。同じモチーフの別作品を見た時、正直、私も思ったんです。これはｂｉｏクラフトじゃないかってね」

「そりゃまた突とつ飛ぴね」

　そう言う恵子だが、広大はさらに図版を覗き込む。

「まぁ見えない事も無いけど……」

　そんな広大に桜子は黙だまって別の本を開いてみせた。

「この本の絵は天保年間に描かれた読本に掲けい載さいされたものです。実際の『つむじ船』伝承はそれよりも二百年以上前に起きた事。絵が描かれた頃ころには、色々と脚きやく色しよくされていた可能性がありますね」

「それは、そうでしょうね」

　素直にそう認めるアイシャに、桜子は怪け訝げんな視線を送ったものの、それ以上は理由を詮せん索さくする事はしなかった。

　そうですわね。伝承が本当にｂｉｏクラフトの事なら、子供を授かるなんて事は……。

　そんなアイシャに構わず桜子は新たに開いた本の一行を指で示す。

「けれどもそれ以前に『つむじ船』伝承が絵になった資料はないんです。もともと口伝だったんですけど、一番、古い資料だと『つむじ船』は風だったとはどこにも書いてないんです」

　桜子が指さす辺りを拾い読みしてみると、確かに『つむじのような舳へ先さき』『錐きりのように回る船』と書いて有る。どうやら時代を下るにつれて、これがつむじ風と混同されていったようだ。

「そもそもうつぼ船伝承と混同される事が多いんですが、『つむじ船』は明確に空から降りてきたと記述されて、さらに船そのものの具体的な描びよう写しやはされてない。これは別物と考えた方がいいでしょうね」

「熱心なんだな」

　何気なくそう言葉をかけた広大だが、その瞬しゆん間かん、桜子は少しムッとしたようにパタンと音を立てて本を閉じてしまった。

「からかわないでください！」

　にべもなくそう言い返す。

「じゃあこれがｂｉｏクラフトだとして、例の飛び込み自殺の話は？」

　悪くなったその場の空気をなごませようとしてか、恵子がそんな事を尋ねるが、どうやら逆効果だったようだ。

「何十年かに一度、飛び降り自殺があるという事件ですね。資料を探しているうちに、そんな言い伝えは見つけましたが、さすがにそこまで行くとオカルトだから」

　桜子が机の上に広げていた資料の中には、確かに当時の事件を報道する地元紙の縮刷版もある。しかし桜子はそれを余り重要な要素とは考えていなかったようだ。だが何気なくその縮刷版を見ていた恵子は、ある一点に目を留め声を上げた。

「これ、みさきさんそっくりじゃん!?」

　恵子の声に広大やアイシャも縮刷版を覗のぞき込む。つむじ岬みさきから飛び降り、行方不明になった女性の事件を告げる当時の新聞記事に掲載された顔写真は、確かに巻まき瀬せみさきを思わせた。もっとも記事は四十年近く前のもの。それも縮刷版だから、写真もつぶれてしまっている。輪りん郭かくや目鼻立ちでみさきに似てると分かるが、果してそっくりと断言できるかどうかは難しい。

「みさき？」

　怪訝な顔の桜子に広大は答える。

「俺たちの泊とまってる民宿を手伝ってる人だよ。ちょっとこの写真に似てるような気がするのは確かだ」

　今度は桜子がその答えに顔を強張らせる。そして無言のまま別の地元紙縮刷版を取り上げ、めくり始めた。

「確か一九八五年、いえ八四年の七月だったかしら……。ええと、あった！」

　そう言うと桜子は広大たちにそのページを広げた。

『飛び降り自殺か？　民宿女性従業員行方不明。つむじ岬の上に遺書と靴くつ』

　見出しにはそうある。そしてその横にある写真は……。

「みさきさん……」

　二十年と少し前のものだから、前のものより写真もかなり鮮せん明めいだ。

「似ているとは思ったけど二十年近く空いてるし、親しん戚せきか何かと思ったんだけど……」

　さすがの桜子も気味悪そうに言う。

「でも苗みよう字じが違ちがいますね。まぁそれだけでは判断できませんが」

　もう一度、記事を比ひ較かくしてアイシャが言った。

「さすがにさらに二十年は遡さかのぼれないな。縮刷版もないし、新聞が出ていたとしても、写真はさすがに載のっていないだろう」

　縮刷版の棚たなをチェックして広大はそう言った。

「こうなると昨日、つむじ岬の祠ほこらを確認できなかったのは痛かったわ。『つむじ船』の事件直後に建立されたものらしいから、何か分かるかも知れない」

　居住まいを正して桜子は嘆たん息そくする。

「つむじ船の天女を祀まつっているという祠だっけ？　あぁ、そうだ。その岬の神社の縁えん日にちらしいんだ。何か分かるかも知れない。行ってみたら」

　そう言う広大の向むこう脛ずねを、後から恵子が一発蹴けり上げる。

「だからそうやってナチュラルにナンパするんじゃないって！」

「ナンパじゃねえよ！」

　向こう脛を押おさえる広大に、恵子は膨ふくれっ面つらで続けた。

「ナンパじゃないの！」

「もういいです」

　本を棚へ片付けながら桜子は背中越ごしに言う。

「後はこちらだけでやります。大空さんたちは邪じや魔ましないで下さい」

「いや、でもまた何かあったら……」

　本を片付け終えた桜子は、自分で持ってきたノートと、掛かけていた眼鏡が入ったケースをバッグに入れて言った。

「もう私たちに構わないでください」

　一方的にそう言い放つと、桜子は広大たちに背を向けて資料室を出ていってしまった。

「なによ、あいつ！」

　そう言い放つ恵子だが、熱心に説明していた桜子を、やはりじっくりと観察していたティセは違う印象を持ったようだ。

「私たち」

　恵子の方へ片手を差さし伸のべてティセは言った。

「はい？」

　そして今度は広大に向かって同じように言う。

「私たちと言ってました」

「あ、あぁ。そう言っていたな」

　しかしアイシャはやはりティセの言いたい事を理解したようだ。

「そうですね。私たちと言ってました。桜子は桜子なりに、トランクルナイトを大切に思っているのでしょう」

「安心しました」

　ティセは桜子が消えて行った方を見て両手をパタパタさせる。

「安心していいのか？」

　広大はまだ釈しやく然ぜんとしないようだが、恵子もはたとその事を思い出す。

「でもあの子、私たちには敬語だったわね。なんか手当たり次第に八つ当たりするタイプでもなさそうだけど……」

「だから、困りものなんですよ」

　アイシャはふうと一つため息をついてそう言った。




「御ご免めんなさ～～い!!」

　結局、ティルは水族館の中では見つからなかった。ティオとおしゃべりしているうちに、また植物園に戻もどったのかと思い、静花が再びエントランスに出ると同時に、その声が飛び込んで来た。

「こら！　いい加減にしなさい!!」

　植物園から駆かけ出してくるティルを追いかけているのは、バルコプエンテの女性従業員のようだ。

「だから御免なさいって謝ってるじゃないか～～!!　あ、静花！」

　ティルは静花の姿を見つけるや、すぐさまその背後に隠かくれる。

「どうしたの、ティル？」

　しかし静花のその問いに答えたのは、ティルではなく追いかけてきた従業員だった。

「どうもこうもありませんよ。あなた、この子のお友達？　もう花か壇だんに入ったり木に登ったりしないように注意してくれないかしら？」

「ティル～～！」

　さすがの静花もティルに向かって恐こわい顔をしてみせた。

「だって静花がいないんだもの。高い所へ登れば見つかるかなって思って」

「そういう時でも植物園の木には登らないの！　さぁ、ちゃんと謝って」

　そして静花はティルと一いつ緒しよに従業員に頭を下げる。

「申し訳有りません。もしも植物に被ひ害がいが有るようでしたら、責任持って弁べん償しようさせていただきます」

「ご、御免なさい」

　ティルもそう謝る。静花の丁てい寧ねいな挨あい拶さつに従業員の方が恐きよう縮しゆくしてしまったようだ。

「いえいえ。この子、お花を折ったり枝や葉っぱをちぎったりする事はしてなかったし。でもお花を大切に思うなら、無断で花壇に入ったり木に登ったりしないでね」

「うん、もうしない！」

　ティルはあっさりとそう請うけ合う。そんなティルの態度に一いち抹まつの不安を隠せない従業員だが、静花がしっかりしていると見て、一応は引き下がる。

「それじゃあお願いね。もうこんなことしたら駄だ目めよ」

「申し訳有りません。ちゃんと言い聞かせますから」

　そう言って静花は再度、頭を下げた。
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ｔｕｒｎ　１―６／６「それでも私はみんなが好きなんです」







「うわぁ、凄すごい凄い!!」

　ティルは歓かん声せいを上げる。

「本当、私もこういう縁えん日にちは初めてだから……」

　静しず花かも楽しそうに周囲を見回す。日も暮れ、二人は岬みさきの神社の縁日にやって来た。最初は予定にいれてなかったのだが、ホテルのパンフレットにあったので覗のぞきに来たのだ。

　日本のこういう祭りは遠くから見るだけで、実際に神社にお参りしたり、出ている屋台を覗くという経験のなかった静花にとって、この縁日は実に貴重な体験であった。

「ねえ、あれなに？　なに？」

「あれは射的というものですよ。ティルさん」

「ティル！」

　またティルから訂てい正せいされる村むら井いだが、さして気にする風もなく話を続けた。

「玩具おもちやの鉄てつ砲ぽうで景品を撃うって、倒たおれたらそれが貰もらえるという遊びです」

「へえ～～、面白そう。やってみてもいいかな？」

　本来、ＵＮｂＡＲに連れん絡らく、登録の上、契けい約やくが交わされたｂｉｏビオクラフト、ｂｉｏパートナーには補助金が交付される。しかしティルことｂｉｏクラフト、アウグストダスクはＵＮｂＡＲに連絡も登録もしていない。それゆえティルは使える現金は持ち合わせていないのだが、お小こ遣づかいには余よ裕ゆうのある静花が、前もって少し渡わたしておいたのだ。

「どうぞ、どうぞ。当たってもなかなか倒れるものではありませんが」

　村井は笑いながらそう答えた。浜はま辺べやホテル内のレジャー施し設せつはともかく、縁日となると人込みになる。そこで今回は村井も付いてきたのだ。

「じゃあ私もやってみようかな」

　ティルと一いつ緒しよに屋台の方へ駆かけ寄よっていく静花を、村井はいとおしげに微笑ほほえみながら見送っていた。




　広こう大だいたちも日が傾かたむきかけた頃ころ、民宿を出て岬の神社で行なわれている縁日に来ていた。

「丸い」

　ティセは先程からじっと流れるそれを見つめている。

「広大、丸いものがたくさんあります。丸いです、丸い。それも色んな色が有ります」

　口調は同じだが両手をぱたぱたさせるサイクルから察してかなり興奮しているのが分かる。ティセを熱くさせているのは、何なにを隠かくそうスーパーボールすくいだ。

　流れる水すい槽そうの中に浮うかぶ色とりどり、大小様々の球体に、ティセはすっかり魅みせられてしまっていた。

「あぁ、丸いな」

　広大はげんなりした顔でそう答えるだけ。

「はい、一回三百円だよ」

　ティセの様子に商機ありと見たのか、屋台の店員がすかさずそう言う。

　高い！　しかし広大がそう言う前に、ティセは答えてしまった。

「やります」

　そして広ひろ海みから貰ってきたお小遣いから三百円を店員に渡す。

「別にいいじゃないの、スーパーボールくらい」

　思わず天を仰あおいだ広大に恵けい子こが言った。

「いや、だってさ。食い物なら食ったらおしまい。金魚は連れて帰って飼えばいい。風車や風ふう鈴りんは飾かざっておける。でもスーパーボールって何の役に立つ？」

「でもそれを言ったら、お面やハッカパイプだって大して意味ないじゃないの」

「そりゃまあそうだけどな」

　広大はスーパーボールすくいに挑ちよう戦せんするティセの後ろ姿を見ながらそう答えた。




　潮風が吹ふくと一いつ斉せいに下さげられた風鈴がちりんちりんと鳴る。それを見ていたアイシャはふと寂さびしげな笑みを浮かべてしまう自分に気づいた。

『つむじ船』の天女が本当にｂｉｏクラフトだとしたら……。きっとそれは……。

　なにかの想いを打ち払はらうようにアイシャは静かに頭を振ふった。

「ねえ、お姉さん。一つどう？　四百円でいいよ」

　そう言う風鈴屋台の親父にアイシャは少し拗すねた顔をしてみせた。

「お姉さんって、私まだ高校生ですよ」

「へ？」

　言われた屋台の親父の方が呆あつ気けに取られたようだ。アイシャの顔をまじまじと見つめながら訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「あ、貴風さん。こっちにいたんですか！」

　そう言いながら孝たか郎おが人込みをかき分けて駆け寄ってくる。

「風鈴ですか、なかなか渋しぶいですねえ。これなんかいいんじゃないですか、可愛かわいくて」

「いえ、私はこういった鋳い物ものの方が好きです」

　孝郎が指さしたガラス製のものより、アイシャは鋳物で出来た古めかしいデザインの風鈴が気に入ってるようだ。

「お、そういうのもいいですねえ。何だったら俺がプレゼントしますよ！」

　孝郎にしてみれば、まさに清水の舞ぶ台たいから飛び降りるような決意で言ったのであろう。しかしアイシャはそれに気づく事はなかった。

「おかまいなく。私はあちらの方を見てきますわ」

　さらりとそう躱してアイシャはその場を離はなれてしまう。追いかけていきたいのは山々の孝郎だが、なぜかその場から足を動かす事が出来ない。追いかければ確実にアイシャから拒きよ絶ぜつされる。それだけは何となく分かっているからだ。

「あ～～、兄ちゃん、兄ちゃん。お前みたいなガキじゃあの女は無理だ。諦あきらめな」

　そんな孝郎の後ろ姿に、屋台の親父は冷やかしの声をかける。

「うるせえな、関係ないだろ！」

　孝郎はそう言い放つと憤ふん然ぜんとした様子でアイシャが去っていった方とは反対側に向かっていく。

「青春だねぇ」

　そうつぶやく風鈴屋台の親父だが、一方でまだ疑問は残る。確かにあの時、憂うれいを秘めたアイシャの表情は、到とう底てい、高校生のものには見えなかった。しかし拗ねてみせたアイシャは、確かに年相応の表情にも思えたのだ。

　まぁ、いいか。たまにはそう言う見み間ま違ちがいも有るだろう。親父はそう思い、手元のウーロン茶のペットボトルを呷あおった。




「大漁、大漁」

　ティオはビニール袋ぶくろに入った金魚を満足げに眺ながめながらそう言う。

「どうするの、その金魚」

　縁えん日にちに来るなり金魚すくいの屋台に直行したティオに、呆あきれた顔をしながら桜さくら子こは尋たずねた。

「飼うわよ。駄だ目め？」

「私は面めん倒どう見切れないわよ。飼うんなら自分でやってちょうだい」

　素っ気ない桜子の態度に、ティオの表情に不満が浮うかぶ。

「なによ、それ。私が金魚の飼い方、知ってるわけないじゃないの！」

　そう不ふ貞て腐くされるティオに、桜子は目を向けないままで答えた。

「嫌きらいなのよ、金魚は。すぐに死んじゃうから……」

「桜子……」

　桜子のその言葉にティオは一時、足を止めてしまう。しかしすぐに思い直して桜子を追いかけると言った。

「分かったわよ。死なせないわ。ちゃんと飼い方も調べる」

「本当？　ちゃんと自分で出来るの？」

「出来るわよ」

　そう答え、ティオはまた満足げな表情でビニール袋の金魚を眺める。

　突とつ然ぜん、桜子が足を止める。どうしたのかとティオが桜子の肩かたごしに前を見る。そこにいたのは昨日、桜子に叩たたきのめされた若者たちだ。若者たちは露ろ骨こつに舌打ちをしてみせるが、桜子は意に介かいする様子もなく再び歩き出した。

「おい、肝きも試だめしやろうぜ。肝試し！」

　若者の一人がわざとらしくそう言い出す。

「こんなしけた所にいても意味ないぜ。肝試しの方がいいよな」

　そして若者たちは桜子と目を合わせぬようにして、縁日の屋台が並ぶ参道から脇わきへと出ていった。

「逃にげた、逃げた。どうするの、桜子。追いかけないの？」

「今日は用事があるのよ。さっきあなたが金魚すくいやってる間に、この神社の宮司さんに聞いたんだけど、やっぱり本当の御ご神しん体たいは岬みさきの祠ほこらにあるみたいね。何でも『つむじ船』の像だというから、ちょっとそれを見ていこうかと思って……」

「ふ～～ん」

　ティオはさして関心なさそうに金魚を眺めながら言った。

「それで『つむじ船』が桜子の読み通り、ｂｉｏクラフトだったらどうするつもり？」

「……さぁ。それそのものには別に興味はないわ」

　そっけなく答える。

「興味ないって……」

「妙みようなｂｉｏクラフトがうろうろしているのが気になるだけ……」

　その時だ。桜子は何かを見つけたようで、急に屋台の間に隠かくれ、ティオを手招きして呼び寄せる。

「なに、また知り合い？」

「違ちがうわ。……あの人」

　桜子の視線の先には、黒くろ髪かみの二十歳はたちくらいの女性の姿があった。美人といえば美人の方なのだろうが、なんとなく地味で目立たない雰ふん囲い気きである。

「誰よ？」

　ティオがそう尋ねても桜子は答えてくれない。代わりにその女性に駆かけ寄ってきた二人の少女が教えてくれた。

「みさきさ～～ん！」

「ここにいたんスか！」

　着ているものが青と赤のブラウスという以外、絵に描かいたようにそっくりな所を見ると、双ふた子ごの姉妹なのだろう。

「民宿の方に連れん絡らくしたら、もう出たってきいたっすから」

「みんな神社の方で待ってますヨ」

　しかしみさきと呼ばれた女性は微笑ほほえみ頭を振ふった。

「すいません。藍あお留るちゃん、朱あか璃りちゃん。私、今日はちょっと用事ができたので」

　そう言うとみさきは縁えん日にちの屋台が並ぶ参道から離はなれて行った。双子の姉妹は訝いぶかしそうに顔を見合わせていたが、そのうち友人たちを捜しに行ってしまったようだ。

「あの人……。確かにさっきの新聞の写真に似てるわね」

　桜子はそうつぶやいた。




　はたとティセはその屋台の前で足を止める。そしてじっとその有り様を観察しはじめたのである。

「どうした、ティセ」

　広大が尋たずねても、ティセは片手にスーパーボールで一いつ杯ぱいのビニール袋ぶくろを提さげたまま、その場から動こうとはしない。

「ティセ？」

　繰くり返して尋ねてようやくティセは顔を上げる。

「真っ白でふわふわです」

　ティセがそう言うのは綿アメの事だ。

「食べる？」

　広大がそう言っても、ティセは綿アメが作られるまでを、しげしげと興味深そうに観察するだけ。

「お嬢じようちゃん、買うのかい？」

　屋台のおじさんがそう言っても、ティセは無言のまま綿アメができる所を見ているだけだ。

「あれ、お姉ちゃんも来ていたんだ」

　突とつ然ぜん、そんな声がしたかと思うと、人込みの間から焼きイカを手にしたティルが現れる。

「ティル、良い所へ来ました」

　ティセはそう言うと、綿アメの屋台の方を指し示す。

「見てください。真っ白でふわふわです」

「真っ白でふわふわ？」

　ティセに倣ってティルも綿アメの出来ていく所をじっと凝ぎよう視しする。しばし凝視した後、ティルはティセの方へ向き直って感心したように言った。

「すごいよ、お姉ちゃん！　真っ白でふわふわだよ!!」

「そうです、真っ白でふわふわなのです」

　何がどうしてそうなるのかよく分からないが、とにかく姉妹は綿アメが真っ白でふわふわな所に感動しているらしい。

「うぃーっス。恵子に大おお空ぞらさん、ここにいたんスか」

「あれ、こっちのちっちゃい子は？」

　歩み寄ってきた藍留、朱璃の姉妹は、ティセと一いつ緒しよに並んだティルの姿に首を傾かしげる。

　ようやく綿アメから視線を切り、下しも条じよう姉妹の方へ向き直るとティセは言った。

「こちらは私の妹のティルです」

「はい？」

　やにわにそう紹しよう介かいされても訳が分からないのだろう。双子はぽかんとして同じ顔を見合わせる。

「実は今日、ここで会う約束になっていたのです。皆みなさんを驚おどろかそうとして黙だまってました」

　ティセなりに何とか納得できる理り屈くつをつけようとしたのだろう。そう説明する。

「そうなんすか？　大空さん」

　赤いブラウスという事は、尋ねているのは朱璃のはずだ。広大はティセに話を合わせてうなずく。

「うん、まあな」

「ティル、挨あい拶さつなさい。青い方が藍留で、赤い方が朱璃です」

　そう言ってからティセはしばし考え込み、一応、確認する。

「逆？」

「いや、それで合ってるすヨ」

　ティルは同じ顔が二つ並んでいる事にちょっと面食らったようだが、すぐに頭をぺこんと下げて挨拶する。

「ティルです。よろしくお願いします」

「それから『いつも姉がお世話になっています』と付け加えるべきです」

「いやいや、別にお世話してないっスから」

　朱璃がそう言うが、昨日まで面識がなかったのだから、彼女にしてみればその通りだ。

「ところでみさきさん、いたの？」

　恵子がそう尋ねる。みさきも一緒に民宿を出る予定だったのだが、用事があるとかで遅おくれたのだ。なかなか姿を現さないので姉妹が、通りまで迎むかえに行っていたのである。神社までは数本の道が通っており、それぞれに屋台が出ているため、人出も多い事もあり中で待ち合わせると、すぐにはぐれてしまうのだ。広大とティセ、桜子とティオが顔を合わせる事がなかったのもその為ためだ。

「いや、なんか用事があるって」

「そういえば、あっちは岬みさきの方っスね」

　双ふた子ごはそう言うと、一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくする。例の岬の伝承に思い至ったからである。

「いや、ねえ」

「まぁ、ねえ」

　そう言いながら微び妙みような笑みで見合わせた。

　ちょっと行ってみるか。広大がそうティセと恵子に声をかけようとした時、アイシャもやってきた。

「ちょっと岬の方が騒さわがしいようですわ。なんか立ち入り禁止のロープを無視して入って行った人がいるとか」

　歩み寄るなりそう言うアイシャに、広大は嫌いやな予感に襲おそわれた。

「ちょっと様子を見てくる」

　そう言うなり広大は小走りに駆かけ出していた。

「あぁ待ってよ！　藍留、朱璃は、ここで待ってて。何かあったら携けい帯たいで連れん絡らくするから」

　そう言う恵子にティセもうなずく。

「心配ですね」

「ティルも行こうか？」

　事情をよく知らないティルはイカ焼きをかじりながら他人事のように言った。

「ティルは静花の所へ戻もどっていてください。なにかあったら連絡します」

「そうですわね。急ぎましょう、ティセさま」

　アイシャの言葉を合図に、ティセと恵子も広大を追いかけて行ってしまう。

　後にはぽかんとした顔の双子と、イカ焼きを食べながら綿アメの観察に戻ったティルだけが残された。




「んだよ、何にもねぇじゃん！」

　若者の一人はそう言いながら岬の上に建っていた祠ほこらをけり飛ばした。

「なぁに、このボロい祠しかないの？　廃はい墟きよとかは～～」

　彼らと一緒に来た女が岬の上にしゃがみ込み、退たい屈くつそうに欠伸あくびをしながらそう言う。

　彼らの肝きも試だめしとは、岬の上にあるという祠までやってくる事だったのだ。何十年置きに自殺者があり、その年格好がほとんど変わらない。そしてその死体が上がらないという噂うわさがあれば、確かにその場所は肝試しに格好と言えるだろう。そして岬の上部に通じる道には、意味有りげな『立ち入り禁止』のロープが張ってあったのだ。

　しかし予想に反して岬の一番上は見晴らしが良く、小さな祠があるだけだったのだ。

「ち、ついてねえな。みんなあの女が悪い」

　桜子の悪口をいいながらも、若者たちは祠に八つ当たりして、代わる代わる蹴けり飛とばしている。古い祠は心ない者たちの行いに、きしみながら壊れていった。

「……ん、誰か呼んだ？」

　女の一人が近くの木立をみやりながらそう声をかけるが、仲間はみな自分の周囲にいる。誰かが隠かくれているはずもない。

「おいおい、脅おどかすなよ」

　若者の一人がそう言った時だ。木立の中から男の声が低く響ひびいてきた。

「……お前たち、何をしている。何者だ？」

　ぞくりとする声だ。しかし空には月も輝かがやいており、若者の数人はハンドライトを持っていた。肝きもを冷やしたものの、まだ幽ゆう霊れいだと騒ぎ立てるほどでもない。一人がハンドライトを木立に向けて言った。

「あ～～、肝試しに来てるだけです。すぐに帰りま……」

　言いかけたその若者は、木立の中に浮うかび上がる、その姿に思わず後退った。それはざんばら髪がみに着物のような服を着た、やせこけた男だったのだ。

「下らん真ま似ねをするな。さもないと……」

　男が呪じゆ文もんのような言葉をつぶやくと、その手に一瞬、光が走る。そして次の瞬しゆん間かん、男の手には奇き妙みような槍やりのようなものが握にぎられていたのである。

「うわぁあ～～！」

　一人が上げた悲鳴が皆みなに連れん鎖さする。逃にげようとしても、自分たちが上がってきた道は、謎なぞの男がふさいでいる。後ろは海。彼らはやむなく、すぐ横の藪やぶの中へ飛び込み、転げるように逃げ出し始めた。




「なに？」

　上の方から近づいてくる悲鳴に桜子は身構え、ポケットから持ってきたｂｉｏカードを取り出す。どうやら岬の上に通じる道に沿って降りてくるのではないようだ。桜子はティオと共に藪を掻かき分け、木立の方へ入っていった。

「うわ、うわあ～～！」

「いやあ～～！」

　月明かりに照らし出され、口々に悲鳴を上げながら藪の中を転がり落ちるようにして逃げてくるのは、昨日、桜子に叩たたきのめされた若者たちだ。

　よくよく縁えんがあるものだなと桜子は心中で嘆たん息そくする。

「どうしたの？」

　そう声をかけるが皆、逃げるのに懸けん命めいで桜子の言葉には耳を貸さない。ようやくその中の一人が通りすぎてから、振ふり向きざまに答えただけだ。

「幽霊だ、幽霊！　落ち武者の幽霊が……！」

「落ち武者？」

　桜子が藪の上に目を凝こらすと、ざんばら髪に着物のような服を着た人ひと影かげがある。手には槍のようなものを構え、確かにシルエットだけなら落ち武者の幽霊と言われても納得してしまいそうだ。

　しかし桜子はその相手に心当たりがあった。若者たちが離はなれてからｂｉｏカードを握る手に力を込めて言う。

「ローチングサテライト『トランクルナイト』！」

　トランクルナイトというその名を聞いて、明らかにその人影はたじろいだ。幽霊ならばｂｉｏクラフトにたじろぐはずもない。

「昨日の人ね。たぶん……、イージーリップルのホロン体」

　図星だったようだ。落ち武者の幽霊改め、イージーリップルは藪を掻き分けて逃げ出し始める。

「待ちなさい！」

　追いかける桜子だが、しかし藪の中ではさすがに動きづらい。桜子は大鎌クレイドルサイズのサテライトを振り上げ、まず藪を薙なぎ払はらった。その桜子に向かって、アペンディックス『ナイトフォッグ』を身にまとい、宙に浮いているティオが唇くちびるを尖とがらせる。

「私のサテライトをつまらない事に使わないでよ」

「大おお鎌がま本来の使い道はこうじゃないの？」

　桜子はそう言いながら藪を薙ぎ払いながらイージーリップルを追った。




「声をかけてみる……？」

「しぃ！」

　そう言う恵子に広大は唇に指を当て黙だまってろと指示する。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、量子ブラインドの中ですから。それにみさきがｂｉｏクラフトだとしても、今のところ量子ブラインドを展開している気配はありません」

「そうか……」

　広大はアイシャの言葉に安心したようだ。

　みさきを追いかけてきた広大たちは、岬みさきへ上がる道の入り口辺りでようやくその姿を見付けた。しかしみさきは岬へ上がる整備された石段ではなく、その脇わきにある、どうやら地元の人が使っていると思われる、踏ふみ固かためられた小さな道を登っていったのである。

　整備された石段は比ひ較かく的てき最近作られたもので、昔は岬の上に上がるには、その小さな道を登るしかなかったらしい。恵子は去年来た時に、民宿の人がそう言っていたと説明してくれた。

　小さな道の方が近いようだが、いかんせん急だ。特にティセは何度か滑すべり落ちそうになり、その度に広大やアイシャが手を貸してやっていた。しかしみさきは慣れているようで、夜だというのに平然とその細く急な道を登っていってしまうのだ。

　そしてみさきは目的地に着いた。案の定、それは岬の上の祠ほこらであった。しかし祠は何者かによって無残に壊こわされている。量子ブラインドに包まれ、少し離はなれた所から見ている広大たちにも、それがつい今しがた行なわれた狼ろう藉ぜきだという事が分かる。

　みさきは途と方ほうにくれたような顔でしばしそれを見下ろしていた。

　その瞬間、それが起きた。一いつ瞬しゆん、周囲の景色がデジタルノイズでもかかったかのように、ざらつく。そして量子ブラインドを展開していたアイシャが言った。

「別の量子ブラインドが展開。同調しました」

　そしてみさきは広大たちの方へ向き直る。この場で量子ブラインドを展開、同調できる者がいるとすればみさきだけ。そしてそうならば、みさきはｂｉｏクラフトという事になる。

　穏おだやかに微笑ほほえみみさきは広大たちを見ながら言った。

「お察しの通りです。私はｂｉｏクラフト『我慢強い岬ペイシエントケープ』です」

　こうなっては隠かくれている理由はない。広大と恵子、そしてティセとアイシャは量子ブラインドを解き、みさきの前へと進み出る。

「あらためて挨あい拶さつします。はじめまして、グロリアスドーンです」

　まずティセがそうみさきに自じ己こ紹しよう介かいする。グロリアスドーンという名にみさき、いやペイシェントケープはハッとする。

「はい、その通りです。ペイシェントケープ。ティセさま、いえグロリアスドーンは、イモータルヌーンの妹。審しん判ぱんの四姉妹の次女であらせられます」

　そう言ってからアイシャも改めて自己紹介する。

「私はノーブルウィンド。クラスは三本衝角ナイトです」

「気高き風。貴風、ノーブルウィンド。やはりそうでしたか……。お名前はイモータルヌーンに伺うかがったことがあります」

「分かっていたのですか？」

「確信はありませんでしたが……。そちらがパートナーでいらっしゃいますね。広大がグロリアスドーン、恵子がノーブルウィンドと契けい約やくしているという事でよろしいでしょうか」

「は、はい」

　広大は妙みように緊きん張ちようしてうなずいた。

　あぁ、そうか……。ペイシェントケープとティセ、アイシャのやり取りと、いま自分たちへ向けられた視線に、ようやく広大はみさきから感じていた違い和わ感かんの正体に気づいた。
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　みさきは自分や恵子を見ていないのだ。自分たちを見る時、みさきはどこか遠い所を見るような目をしていた。確かに目の焦しよう点てんは自分や恵子、そして藍留や朱璃に向けられている。しかしみさきの視線は、人間たちの遠い背後にあるものを見ているように感じたのだ。一方、ティセやアイシャへ視線を送るときは、ちゃんとその本人を見ている。

「みさきさん、するとあなたが……」

「はい、広大。この惑わく星せいの暦こよみで四百年ほど前、私はイモータルヌーンからの指示で、地球人との正式なコンタクトの前に、この地を調査に来たのです」

　そしてみさきは足元に散らばる祠の破片を一つ拾い上げ、月明かりの下で言った。

「あとはおおむねあの伝承の通りです。ただいくつか違ちがいがありまして……。私は村の人たちに混じり暮らしましたが、特定の男性と夫婦になったことも、子を授かった事もありません」

「じゃあ飛び降り自殺していた人は……？」

「はい」

　顔を上げ、尋たずねた恵子に微笑みを返しながらみさきは答えた。

「歳としを取らずにいると不信の目で見られます。そこで何年かに一度、ここから飛び降りる真ま似ねをしていたのです。そしてしばし時間を置き、名を変えてここの人たちの前に現れる。四百年ほどそんな事を繰くり返しておりました」

「……あれ、でも運転免めん許きよ？」

　首を傾かしげる恵子にみさきは笑う。

「日本のように厳密な戸こ籍せき制度がある国はむしろ珍めずらしいんですよ。国によってはいくらでもごまかしようはあります。その後、日本に戻ってくればいいんです。なにしろｂｉｏクラフトに国境は関係ありませんから」

　みさきの説明で、クイックストーンがコンビニのバイトにありつけた事に、ようやく広大は納得できた。しかしそれは今、重要な問題ではない。

「その祠は？」

「誰かの悪戯いたずらのようですね。こんな事をする人がいるとは残念です……」

「そうですな」

　やにわに声がする。

「あなたですか？」

　声がした方へ頭を回めぐらせるみさきの声に怒いかりの響ひびきが感じ取れる。

「いえ、祠ほこらを壊こわしたのは我々ではありません」

　木立の間から近づいてきたのは、手にサテライトを持ったざんばら髪がみの男とスーツ姿の太った中年男性。いま答えたのは中年男性の方だ。

「あの馬ば鹿かな若者たちが、それを壊してくれたのなら放っておけば良かった。てっきりまた地元の人間が、我が社の邪じや魔まをしに来たのかと早合点してしまいましてね」

　厳しい視線で睨にらみ付けるみさきに構わず中年男性は広大たちの方へ向き直り自己紹介する。

「ああ申し後れました。私、ホライズンＪリゾート開発株式会社のジョージ・カトーというものです。そしてこちらが私と契約しているｂｉｏクラフト」

　そう言って手にサテライトを持ったざんばら髪の男へ目を向ける。

「『気楽なさざ波イージーリツプル』だ」

　およそ外見とは似つかわしくない名のｂｉｏクラフトだ。

　カトーと名乗った男は広大たちに名めい刺しを差し出すが、誰も受け取ろうとはしなかった。しぶしぶ名刺を戻もどすカトーに恵子は声を上げた。

「思い出した！　ホライズンＪって、この岬みさきを買い取ろうとしている、会社でしょう」

「なんですか、今いま更さら」

　ようやく気がついたのかと言わんばかりの態度のカトーは言った。

「さっきの人も、あなた方も全部分かっていてここへ来たと思っていたのですが」

　広大たちはさっきの人を祠を壊した犯人たちの事と思っていたのだが、カトーが言ったのは、先程イージーリップルへ襲おそいかかってきた大おお鎌がまのサテライトを持った少女の事だ。

　そしてその当人は、少し離はなれた所で量子ブラインドに隠かくれ、様子をうかがっていた。




「桜子、あいつらが来てる事、黙だまっていたの？」

　ティオが桜子を非難する理由は、ティセと広大の事だ。不満げなティオに桜子は澄すました顔で答える。

「そうよ、だってあなたが出るとまたややこしくなるでしょう？」

「ならないわよ！」

「黙ってなさい。また何か話しているわよ」

　そう言って桜子はティオをたしなめ、みさきたちの会話に耳を澄ます。




「あなたたちは、ここで何をしていたんですか？」

「いえ特別な事は何も。単なるビジネスですよ」

　広大の問いにカトーは平然と答えた。

「地元の反対を押おし切って、この岬を買い取る事が単なるビジネスですか？」

　これまで感情のようなものを見せずにいたみさきが、明らかに怒ど気きをはらんだ口調でそう言った。しかしカトーはそんなみさきを睨み付け続ける。

「おやおや、周辺の測量を行なっていたボートを、ｂｉｏクラフトが妨ぼう害がいしたという報告は何ですかな？　それこそ正当なビジネスの妨害ではありませんか？」

　みさきは何も言わずにじっとカトーを見つめるだけだ。

　なるほど。どうやらみさきはこの岬周辺が買収されるのを妨害していたようだ。そこで企き業ぎようの方も、自社の社員でｂｉｏクラフトと契けい約やくしているカトーを送り込んで来たのだろう。

「地元関係者が土地の売ばい却きやくに反対するのは、この祠の伝承があるためでしょう？　だからこれをなくせばと思ったのですが、まぁこうなったらついでです。どうせ買収に成功したら、この辺りは再開発するのですからね」

　そういうとカトーはイージーリップルの方へ向き直る。

「行きますよ。この岬をつぶしてしまいましょう」

「うむ、そうだな。カトーがそう言うのなら……」

　そういうなりイージーリップルはカトーと共に木立の中へ姿を消す。

「おい、待て！」

　しかしすでに姿は見えない。量子ブラインドを展開したようだ。

「来ます」

　ティセが海の方を見ながら言った。そしてさらに量子ブラインドを同調させる。その瞬しゆん間かん、岬からすぐ側に一本衝角のｂｉｏクラフトが現れた。イージーリップルのｂｉｏクラフト形態だ。大きさは四十メートルほどだろうか。ポーン級としてはまずまず平均的な大きさだが、間近で見ている事もあり、随ずい分ぶんと巨きよ大だいに見える。そしてイージーリップルは高度を上げ、上空から岬へと迫せまってくる。しかし速度は落下速度よりも明らかに遅おそい。じわじわプレッシャーを与あたえるつもりのようだ。

「ちょっと、人間に危害を加えるのは、ｂｉｏクラフト的に反則でしょう!?」

　声を上げる恵子にアイシャが言った。

「脅おどしのつもりでしょうが、まぁここにいるのはみんなｂｉｏクラフトと契約パートナーですからね。いざとなれば逃にげられますから」

「そんな落ち着いて言われても……」

　上空の『イージーリップル』を見つめていたみさきは、さっと身を翻ひるがえして岬の上から海の方へと身を投げる。

「みさきさん!?」

　広大が声を上げた次の瞬間、みさきが飛び降りた辺りから、ポーン級のｂｉｏクラフトがドリルを上に向けて上じよう昇しようしていった。

「あれが、みさきさんのｂｉｏクラフト形態……」

　全長は『イージーリップル』よりもやや小型といった程度。しかしみさきのｂｉｏクラフト形態『ペイシェントケープ』には『イージーリップル』に対して明らかに不利な点が有る。

「みさきは契約していません」

　ティセが広大の方へ手を差さし伸のべるようにしてそう言う。

「契約していないので『ペイシェントケープ』は戦せん闘とうモードを取れません」

　その通りだ。電光を放ち高速回転を始めた『イージーリップル』のドリルに対して、『ペイシェントケープ』のドリルはゆったりと回っているだけ。広大たちの頭上でぶつかり合う二本のドリルだが『ペイシェントケープ』は見る間に押され高度を下げてくる。

「行きましょう、広大」

　ティセに言われるまでもなく、広大もそう決心していた。

「ああ、行こう。ティセ」

　広大の言葉にうなずき、そしてティセは胸の前で一度、手を合せてから、何かを招き入れるようにそれを開く。

「エクスパンション『壮麗なる黎明グロリアスドーン』」

　ティセのその言葉と同時に、胸からスペード形の光が伸び、そしてその中から巨大な剣けんが姿を現す。剣は見る間に全長二十メートルほどのｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』として実体化していった。実体化と同時にホロン体であるティセと広大を収容した『グロリアスドーン』は『ペイシェントケープ』の脇わきを擦すり抜ぬけ、そのまま『イージーリップル』へと斬きりかかっていく。しかしその刃やいばを突つき立てる事はしない。あくまで『ペイシェントケープ』から引き離はなし、牽けん制せいするための行動だ。




「甘あまいんだから」

　地上からそれを見ていた桜子はそうつぶやくとティオに向かって言った。

「行くわよ、ティオ」

「はいはい。分かりました」

　ティオはシルバーグレイの髪かみをかき上げ言う。

「エクスパンション『静謐なる宵闇トランクルナイト』!!」

　そしてティオの左ひだり肩かたからダイヤ形の光が現れ、それは見る間に大おお鎌がま型のｂｉｏクラフト『トランクルナイト』として実体化、見る間に上昇して『イージーリップル』へと襲おそいかかって行った。




「『トランクルナイト』!?」

「そりゃ、あの子がいたんだから、ティセの一番下の妹がいてもおかしくはなかったわよねえ」

　恵子は上昇していく『トランクルナイト』を見上げて他人事のように言った。

　二人の目の前で見る間に上昇していった『トランクルナイト』は、回かい避ひ行動に入った『イージーリップル』に接近するや、その鎌かまの刃となっている次元衝角を振ふるった。

　勝負は一いつ瞬しゆん。あっと言う間に『イージーリップル』は切り裂さかれ光の粒りゆう子しとなって消えた。

「あのｂｉｏクラフトとパートナーだけど……」

　突とつ然ぜん、恵子が持っていたｂｉｏカードから桜子の声がした。『トランクルナイト』から通信して来ているのだ。おそらく広大とティセの方にも同じ通信が行ってるのだろう。

「これまでにも他の惑わく星せいで色々とあくどい事をやっていたのよ。地球でも同じような真ま似ねをさせるわけにはいかないわ」

　そして思い出したように付け加える。

「パートナーの回収はお願いするわ。まぁあなたたちが何もしなくても、ＵＮｂＡＲがやるでしょうけどね」

「こら！　勝手に現れて勝手にやって、それはないでしょう!!」

　恵子がそう抗こう議ぎしても、言いたい事を言い終えた桜子は通信を切り、そして『トランクルナイト』もホテルの方へ鎌の先せん端たんである船首を向けて飛び去ってしまった。ｂｉｏクラフトが破は壊かいされても、中に乗っているパートナーは停てい滞たい空間に包まれ、次元の狭はざ間まに漂ただよっている。次元衝角を装備したｂｉｏクラフトなら、それを救出することが出来るのだ。

「まったく、相変らずですわね」

　嘆たん息そくするアイシャの前に二隻せきのｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』と『ペイシェントケープ』が近づいてきた。




「みさき、素晴らしいものがあります」

　ホロン体に戻もどったティセとみさき。そして広大たちは、少しでも祠ほこらの修しゆう繕ぜんをしようと、壊され飛び散った破片を集めていた。その最中、ティセは祠の奥おくに祀まつられた御ご神しん体たいを見付け、そうみさきに声をかけたのである。

「素晴らしいもの？」

「はい、素晴らしいものです」

　ティセが素晴らしいものといえば相場は決まっている。

「なになに、ちんこ？」

「いい加減にしてください、恵子！　年とし頃ごろの娘むすめがはしたない!!」

「だって、こういう所の御神体ってそういうのが多いじゃないの」

　たしなめるアイシャに平然として答える恵子に笑い、みさきは祠の中を覗のぞき込む。

「実は私も御神体を見るのは初めてなんです。なんか……、恐こわくて」

「恐くありません。むしろ素晴らしいです」

　広大もティセとみさきの後から祠を覗き込む。

　案の定、それはドリルであった。四百年ほど前、この海岸に現れたｂｉｏクラフト『ペイシェントケープ』を元にした木き彫ぼりの像。いまの常識から見ると、それはドリルに他ならない。ティセが素晴らしいと表現するのもむべなるかなという所だ。

「素晴らしいですね」

　みさきもそう言った。

「みさきさん、村の人たちはあなたを恐おそれていたんじゃないと思うよ。もしそうだったら、ドリルを御神体になんかしないよ」

　安やす請うけ合いと分かりつつ広大はそう言う。

「きっとあなたにずっと村にいて欲しかったんだ。だから……」

「ありがとうございます。広大」

　みさきは海の方へ視線を送り言った。

「でも違ちがうんですよ。私が、つらいんです……」

　そんなみさきを広大と恵子は不思議そうに見るだけ。そしてアイシャはどこか悲しげな顔を伏ふせるだけだった。ティセだけが、みさきと同じく海の方へ視線を送っていた。




「それじゃ来年また来てくださいね」

　帰りはみさきが駅まで送ってくれた。ワゴン車から降りる広大たちにみさきはそう声をかける。昨日の晩、岬みさきで起きたｂｉｏクラフト同士のバトルは、量子ブラインドに包まれていたので誰にも知られていない。それにしても、みさきが何事もなかったかのように振ふる舞まっているのは、広大には解せないことであった。

「行きましょう、広大」

　男だん性せい陣じんは荷物持ち。広大も荷物を抱かかえて、駅舎の方へ向かう。

「えっと……、お世話になりました」

「はい、それじゃまた来年」

　明るく挨あい拶さつするみさきだが、その視線はやはりどこか遠くを見ているようだ。広大はなにかみさきに声をかけたかったが、どうしてもうまく言えない。それに周囲にはまだ孝郎や兵ひよう衛えもいる。うかつな事は言えない。小さくみさきにうなずきかけるのが精せい一いつ杯ぱい。みさきもうなずき返してくれた所を見ると、広大の意図はそれなりに伝わっているのだろう。

　みさきの側に残っているのが、自分とティセだけになってから、アイシャは言った。

「昨日の件、ＵＮｂＡＲに報告しておきました。パートナーはＵＮｂＡＲの方から派は遣けんされたｂｉｏクラフトが回収する予定です」

「そうですか……」

　みさきはそう言うだけ。

「みさき」

　ティセはそんなみさきに声をかける。

「また来年」

　みさきもティセに微笑ほほえみを返す。

「はい、それではまた来年ですね……」

　そう言いかけてみさきは思い直したように、再びティセに声をかけた。

「グロリアスドーン」

　そう呼ぶ。そして二人だけに分かるよう声を潜ひそめて言った。

「余り人間に入れ込まない方が良いと思います。さもないと……、私のようになってしまいます」

　ティセはその言葉に両手をぱたぱたさせてから答えた。

「それでも私はみんなが好きです」

　みさきは少し厳しい表情でそんなティセを見つめる。

「つらいですよ、グロリアスドーン」

　しかしティセは同じ答えを繰くり返すだけ。

「それでも私はみんなが好きなんです」




「そう……、『我慢強い岬』と」

　ニューヨークの国連本部。その中にあるＵＮｂＡＲ会議室の一室で、一人イモータルヌーンはアイシャからの報告に想いを馳はせていた。

「彼女とあの子たちが会ったのも、何かの縁えんというものかしらね」

　そしてイモータルヌーンは電話を取り上げてあるナンバーをコールする。

「すいません。ちょっとお願いしたい事があるんですが……」




　帰りの電車の中。幸い席は空いていたので、皆みな、余よ裕ゆうを持って座ることが出来た。遊んだ疲つかれが出たのか孝郎や兵衛、下条姉妹や恵子も寝ねてしまっている。アイシャも本当に寝ているのかどうかは分からないが、少なくとも目ま蓋ぶたを閉じ、身動きしない。その中で広大とティセだけが起きていた。

　ティセは縁えん日にちの屋台で取ってきたたくさんのスーパーボールを、ビニール袋ぶくろにいれたまま、目より少し上の高さに掲かかげるようにしてじっくりと観察している。

　広大も本当は眠ねむいのだが、なかなか眠る気にはなれない。

　どうしてもみさきの事に思いが行ってしまう。

　何年も、何百年もみさきはあの姿のまま、あの海岸で暮らしてきた。それは一体どのような感情をみさきへもたらしたのだろうか。

　生まれては成長して、そして死んでいく人間たち。どんなに世代が替わっても、みさきは同じ姿のまま。一人取り残されていく。

　それでもみさきはあの場所を捨てる事が出来なかった。

　そうだ。みさきは人ではなく、その思い出がある場所に執しゆう着ちやくするしかなかったのだ。だからその場所を安易に扱あつかう同どう胞ほうが許せなかったのだろうか。

　そう考えるとみさきの言った『私が、つらいんです』という言葉も理解できるような気がする。

　もっとも本当に理解できてるかどうかは、広大も確信は持てない。ただ分かるような気がする、そういうつもりでいたいと思うのは事実だ。

　そして目の前に座っているティセの事へ思いが流れる。

　ティセもいずれみさきのようになるのだろうか。ｂｉｏクラフトは不老不死というが、それは常にみさきのように同じ姿を保ち続けるという事なのだろうか。

　自分や恵子やみんなの思い出も、いまのみさきのように、やがてティセを縛しばってしまうのだろうか……。

　そんな事を考えているうちに広大はうつらうつらしてきた。

「楽しかったですね、広大」

　やにわにティセがそう言ってきたので、広大はハッとして目を覚ます。ティセの碧あおい瞳ひとみは、そんな広大を正面から見つめていた。

「とても楽しかったです。海でちゃぷちゃぷしたり、ペンギンを見たり、丸いものをすくったり……」

　敢あえてみさきの事には触ふれない。

「とても楽しかったです」

　スーパーボールがたくさん詰つまったビニール袋を掲げるようにしながらティセは言った。

「そうか」

　そう言う広大にティセはうなずく。

「はい、ティルとも会えました。今度はティオも一いつ緒しよに遊べたら良いと思います」

「そうだな」

「そうです」

　そしてティセはスーパーボールが詰ったビニール袋を広大の前に差し出して言った。

「でも一つ疑問があります」

「ほう」

「この丸いものはいったい何をするものですか？」

　やにわにそう問われて広大は返答に困る。

「いや、それはスーパーボールと言ってなぁ。なんというか、投げたり弾はずませたりして遊ぶものなんだ」
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「投げたり弾ませたり？」

「そう、投げたり弾ませたり」

　ティセはまたスーパーボール入りのビニール袋を目の高さに掲げるようにして観察しながら言った。

「でも丸いから問題ありません」

「問題ないのか」

「はい、ありません」

　ティセは満足そうにそう言うだけだった。




　後日の話である。

　藍留の所にみさきから連れん絡らくがあった。なんでもつむじ岬みさき周辺の土地が、とある財団法人によって買収されたというのだ。それも『周囲の景観の維い持じ』を条件に、地元関係者に管理を委任したという。

　これで例のカトーの会社も正式に土地の買収から撤てつ退たいすることになった。

　その財団法人は耳慣れない名であったが、どうもＵＮｂＡＲと何か関係があるらしい。それとなく内うち山やま田だに広大が聞いてみると、彼はにやりと笑って教えてくれた。

　その財団法人はイモータルヌーンの資産管理をしているのだと言う。イモータルヌーンは講演や、インタビューで多少なりとも謝礼を受け取っている。イモータルヌーン自身、資産にはまったく興味がないのだが、入ってくるものは何とかしなければならない。そこで財団法人を作り、ボランティア支し援えんや環かん境きよう保護活動を援えん助じよしているのだ。

　今回の買収もその一いつ環かんであるという事であった。
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ＰＨＡＳＥ―Ｉｎｄｅｆｉｎｉｔｅ







　鉄はこの宇宙でもっとも安定した元素である。あらゆる元素は核かく分ぶん裂れつ、核かく融ゆう合ごうを繰くり返して最後は鉄に行き着く。燃え盛る恒こう星せいもいずれは力ちから尽つき、鉄の塊かたまりへと変わっていく。

　即すなわち鉄とは沈ちん黙もくの元素。




『正直なオネストホワ旋風ールウインド』の目前で、巨きよ大だいな褐かつ色しよく矮わい星せい、即ち燃え尽き鉄の塊になった恒星が真っ二つになっていった。

「これほどのものとは……！」

　勇ゆう猛もう果か敢かんな三本衝角として知られた『正直な旋風』もその力に圧あつ倒とうされるだけだ。

『獰猛なうねりフエロシテイピロー』、『輝くブライトネス山マウンテン』……。

『正直な旋風』と共にそれへと挑いどみかかっていった同どう胞ほうが次々と倒たおされていく。『正直な旋風』も、虚きよを突つかれた最初の一いち撃げきで少なからぬダメージを負っている。

「くそ、悪性メリグナント体クラフトが!!」

　一体の三本衝角がそれへと突とつ進しんしていく。

「やめろ!!　『親切な微風カインドブリーズ』！　契けい約やくしてない以上、我々では歯が立たない!!」

　限りなく光速に近い速度で線状に運動する無数の牙きば。彼らが『悪性体』と呼んでいるものは、空間を食い散らす無数の牙と、それが運動する軌き条じよう体で全身を武装していた。

　そのさまはまさに『チェーンソー』だ。

　燃え尽きた恒星をバックにチェーンソーが、空間ごと相手のドリルを切り裂さこうとしているのだ。

「ええい！　せめて契約できていれば!!」

『正直な旋風』は己の無力さを呪のろう。如い何かに勇猛果敢といえども、契約していない『正直な旋風』は戦せん闘とう体勢をとることが出来ないのである。

「戦えるようにしてやろうか？」

　突とつ然ぜん、『正直な旋風』に囁ささやくものがいた。どうやら同胞のようだが、近くにある反応は自分と戦闘中の『親切な微風』のみ。

「契約しなくても、戦えるようにしてやろうって言っているんだけどね」

「誰だ！　どこにいる？」

「僕は『千の迷路』……。君のすぐ側にいるよ」

「『千の迷路』？　『ナンバリング』がなぜこんな所にいる？」

「相応の理由があるからさ」

　どこか揶や揄ゆするようなニュアンスが感じられる物言いだ。

　その間もドリルとチェーンソーの戦いは続いている。『親切な微風』は一いつ旦たん、距きよ離りをおいたものの、すぐさまドリルを振ふりかざし突進する。契約していない以上、戦闘能力はないがドリルはドリルだ。相手の弱点を突き、そのまま周囲に散乱する褐色矮星の欠片かけらに叩たたきつけてやる事も出来る。

　しかし彼らが『悪性体』と呼ぶチェーンソーは、見えない巨きよ人じんの手に振り回されるかのようにドリルの突進を躱しながら『親切な微風』を高速運動する刃やいばで両断しようとする。

　戦闘体勢には入れないものの、『親切な微風』はドリルで『悪性体』のチェーンソーをいなし、今度は散乱する鉄の塊を盾たてにして突進していく。鉄の塊で動きを封ふうじれば、勝てないまでも相手の動きは封じられるはずだ。

『親切な微風』の策は図に当たったかに思えた。盾にした鉄の塊ごと『親切な微風』を切り裂こうとした『悪性体』の動きが鈍にぶる。しかしそこで『親切な微風』に欲が出たようだ。そのまま背後に浮うかぶ、真っ二つになった褐色矮星へ『悪性体』を叩きつけようとしたのだ。新たな鉄の塊をドリルで突き刺さし、それを盾に『悪性体』へ突進していく。

「止めろ！　罠わなだ、誘さそっているぞ!!」

　しかし『正直な旋風』の叫さけびも虚むなしかった。突進してくる『親切な微風』をするりと避さけた『悪性体』は、返す刀で猛もう然ぜんとチェーンソーを振るう。次の瞬しゆん間かん『親切な微風』は、その刃で真っ二つに切り裂かれていた。

「残ざん酷こくだよねえ、『貴族』も……」

　光る粒りゆう子しになって消えていく『親切な微風』を見ているのか、『千の迷路』はまたそう囁いてきた。

「契約しないと戦えないのに、自由に契約できないなんてさ。本来、こういうのに対処するのは連中の役目のはずなんだけどさ……」

「『千の迷路』！」

『正直な旋風』は叫んでいた。

「俺を戦えるようにしてくれ!!」




「『正直な旋風』が合流いたしました。残念ながら彼と同行していたものは、現在、行方不明とのことです」

　彼女は言った。

「しかし『正直な旋風』だけでも充じゆう分ぶんに力になってくれるはずです。そこで『高貴な風ノーブルウインド』、あなたに新たな使命をお願いします」

「はい、『不滅なる正午イモータルヌーン』」

『高貴な風』は深く敬愛する彼女に答えた。

「一つは近い将来、新たなパートナーとなる種族の調査。そしてもう一つは……」

　そして『不滅なる正午』は遠えん慮りよがちに後を続けた。

「私の妹のことです」
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あとがき







「ドリルの敵はチェーンソー」（挨拶）

　そんなわけで四巻です。サブタイトルや章題などがいきなり雰囲気違うので、面食らった皆様も多いかと思いますが、取り敢えず三巻までで主だったキャラクター紹介と基本設定の説明は終了したので、今回は日常編という事で少しベクトルを変えてみました。

　まぁ、なんとか「す●しゃる」、もしくは「無●編」。あるいは「ふ●っふ」。私的には「オ●ション」。つまりはそんな感じだと思ってくだされば宜しいかと思います。一応、伏せ字にしておきますが（笑）。

　いっそ「ぐろり♡どん」とか今風にタイトルも変えてしまおうかというアイディアもあったのですが、折角三巻まで来たわけですし、また背表紙のシリーズナンバーが１に戻るのも何だろうという事になりまして。取り敢えずはサブタイトルと章題を変えてみる事にしました。さらに雑誌掲載分もありますからね。

　擬態語、擬音語のサブタイトルで、章題が「ｔｕｒｎ」が時は日常編とだと思ってくだされば幸いです。

　しかし流行りの線でひらがな四文字にすると「ぐろどん」になってしまい、ちょっとあれですな。「ろりどん」というのも何だし、あるいは途中をとって「ロリアス」でもいいかも知れません。いや、別に変えるわけではありませんが。公式略称として、覚えやすく且つネットで検索かけた場合、正式タイトルでも略称でもヒットするとなると、途中の数文字を取った方が良いのかな等と思いまして。

　まぁ「ロリアス」というのも、これはこれで何ですけど（笑）。




　さて日常編という事で？　今回はいくつか企画ページを入れてみました。

　キャラクタープロフィールの方は特に説明はいらないでしょうが、ドリ取り占いの元ネタは知らない人も多いかと思います。

　この元ネタは『点取り占い』と言いまして、昔、駄菓子屋さん等で売っていたおみくじのような玩具なのです。

　神社のおみくじのように、印刷した紙を巻いて売っていたのですが、それを開くとなにやら有り難いんだか有り難くないんだか、よく分からない微妙なお言葉と共に点数が載っているのです。

　それだけなのかと言われると、それだけなのです。

　素晴らしいですね（ティセ子さん風に）。

　もっとも今だったら、某人気マンガの日めくりカレンダーで、時々使われているネタと行った方が早いかもしれません。

　私の子供の頃にはまだ駄菓子屋さんが近所にあって、そこで買ったものですが、今でもネットなどで買えるようです。解説しているサイトもあるようなので、宜しければ検索してみてください。無駄に新しい世界が広がるかもしれません。

　ドリ取り占いに限らず、この手の企画はこれからちょくちょく入れて行きたいと思います。コンセプトは「文庫サイズのムック」という事で。




　次の巻は一〜二月くらいを予定しております。「ノベルジャパン」「キャラの！」掲載分をまとめたものと五巻が、余り間隔を開けずに発売される予定ですので、ご期待ください。

「ノベルジャパン」改め「キャラの！」の方にも、不定期ではありますが短編を掲載していく予定ですので、こちらも宜しくお願いいたします。










庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/







参考文献（順不同）




上田一生著

『ペンギンの世界』　岩波書店　二〇〇一年




皆神龍太郎　志水一夫、加門正一共著

『新・トンデモ超常現象　56の真相』　太田出版　二〇〇一年
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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